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　曇り空の下で、はらはらとぼたん雪が降り始めている。

　二月の肌寒い空気の中を、彼女は必死で走っていた。

　――早く……、早く会わなくちゃ。

　お兄さま。将しよう悟ごお兄さま、待っててください。

　喪服代わりの制服が雪で濡ぬれていく。

　立ち止まって見まわすと、そこは大きな葬儀会館の裏庭だ。左側には会館の壁がそびえ立ち、右側にはうっすらと雪の積もる生け垣が伸びている。

　この先にある控え室に、今、将悟はいるはずだ。

　周囲には誰だれの姿も見当たらない。遠くから参列者のざわめきが聞こえるばかりだった。

「みんな、お父さまのお別れに来てる……」

　今日は、世界的に名の知れ渡った大企業『帝みかど野のグループ』社長、帝野熊くま五ご郎ろうの葬儀の日だ。

　稀き代たいのカリスマ社長として世に知れ渡った熊くま五ご郎ろうの死は新聞各紙で報じられ、葬儀会館の正門前には、テレビの中継車まで止まっていた。

「熊五郎お父さま……」

　もう一度つぶやいて、制服のポケットから一枚の写真を取り出した。

　スーツ姿で立っている、若いころの帝みかど野の熊五郎の姿だ。髪をなでつけ、短く切りそろえた口ヒゲは、凛り々りしくもちょっとばかりかわいらしい。

　でも自分が熊五郎の娘だということは、世の中に秘密にしなければならない。

　彼女は隠し子なのだ。熊五郎と、彼の妻ではない、別の女性との間に生まれた子供。

　もし自分のことが世に知られたら、スキャンダルとなって騒がれ、熊五郎は世間から非難されてしまう。

「お父さまが亡くなって、将しよう悟ごお兄さま、さびしい思いをしてないかしら……」

　彼女は写真をポケットに戻しながら、彼の名をつぶやいた。

　それは血のつながった、唯一の兄の名前だ。

「早くお兄さまを見つけなきゃ」

　裏庭を駆け抜け、彼女は控え室の外にたどり着いた。壁を見上げると、背よりも高い位置に、明かり取りの小さな窓がある。

　――お兄さま、あの窓の向こうにいるはず……。

　窓の縁に両手を引っかけ、ピョンとジャンプして中をのぞきこむ。

　一瞬、見ることができた。薄暗い部屋の中、椅い子すに腰掛けたまま、うつらうつらと眠りかけている将悟の姿を。

　後ろ姿だったけど、間違えるはずもない。彼女と同じように、喪服代わりに中学校の制服を着た将悟の……兄の姿だ。

　いったい何年ぶりに会えたんだろう。

　思わず壁にもたれて、胸に手を当てた。心臓がドキドキと高鳴っている。

　部屋には将悟のほか、誰だれもいない。話しかけるなら、今しかない！

　深呼吸して、それから高い窓を見つめ……思いきって大声を出した。

「お兄さま！」

　……反応はない。もう一度、呼びかけた。

「お兄さま！」

　しばらくして、中からかすかに、とまどうような声が聞こえた。

「誰かいるのか？」

　――お兄さまの声だ！　彼女は、キュッと胸が締めつけられそうになった。

「お兄さま、こっちです」

　高ぶる気持ちを抑えながら手を伸ばし、窓をコツコツと叩たたく。

「だ、誰だれなの!?」

「よかった。お会いしたかったのに、人が多くて近づけなくて……。やっと、お兄さまとお話できました。どれだけ、この日を待ったことか……ううっ……」

　再会した兄の声に、涙があふれてしまいそうだった。

「だから、誰なの!?」

　しかし将しよう悟ごはとまどっている。無理もない。まずは自分のことを知らせなきゃ。

　――お兄さまは知っているのかしら？　遠い昔に生き別れた、この妹のことを。

　息を整え、ドキドキする心臓を静めながら、意を決するように叫んだ。

「わたくしは――お兄さまの妹です」

　しばらく、沈黙があった。

「妹？　なんのことだ？　俺おれは一人っ子だぞ」

　その言葉を聞いた瞬間……あぁ、と落胆した。

　――お父さまはわたくしのこと、お兄さまに教えてくれなかったんだ……。

　そのお父さまも、もうこの世にいない……。

　でも……わたくしが来たからには、孤独にはさせない。

「もう、お兄さまは一人じゃありません。これからは、わたくしと一緒です」

「一緒？　いったい何しに来たんだ？」

　しかしますます、将悟はとまどった声になる。

　疑っているような声だ。泥棒がいると思われてるのかも……。

　歓迎しない声に、彼女は焦った。このままじゃ、お兄さまに嫌われてしまう……！

　――なんとかして、わたくしの気持ちを伝えなきゃ。

「わたくしはお兄さまと、結婚しに来たのです！」

　思わず叫んでしまい、次の瞬間、顔中がカーッと熱くなった。

　――言ってしまった……。まだ顔をあわせてもいないのに……。

　でも、これがわたくしの望むこと。

　世間から隠された妹である彼女が、兄と家族になれるただ一つの方法。

　こそこそ隠れたりせず、堂々と人前に出て、皆に認められる家族となる方法……。

　部屋の中で、将悟が窓に向かって近づく物音がした。

　――将悟お兄さま……。わたくしを受け入れてくれるかしら。

　雪の降る裏庭で、顔を真まっ赤かにしながら、期待と不安を胸に立ち尽くした。

「将悟さま」

　そのとき、中から知らない女の人の声と、戸をノックする音が聞こえた。

　――誰か来た！　見つかったら追い出されて、二度とお兄さまに会えなくなる！

　たちまち頭の中が真っ白になって……気がついたとき、彼女は走り出していた。

　人のいない裏庭を駆け、葬儀会館の正面玄関前に戻ってきた。まわりには、黒い喪服を着て傘を差した、大勢の参列者がいる。彼女は立ち止まり、将しよう悟ごがいる控え室のほうを見た。もう彼の姿も見えず、声も聞こえない。

　――もう、お兄さまに会うことはできないのかしら。すぐそこにいるのに、触れあうこともできないのかしら。

　彼女は落胆しながら、葬儀会館を背にして歩き始めた。

　わたくしは隠し子。

　わたくしのことが知られれば、みんなが熊くま五ご郎ろうお父さまの悪口を言う。

　わたくしのことを、このお葬式に集まった人たちは愛してくれない。

　そう、わたくしは……望まれずに生まれてきた子供。

　――でも、あきらめない。必ず、将悟お兄さまと家族になる。

　わたくしは変わらなければ。

　今度はしっかり計画を練って、お兄さまに想いを伝えなければ。

　一度立ち止まって振り返り、彼女は誰だれにも聞こえない小さな声でつぶやいた。

「待っててくださいね、お兄さま。わたくしは必ず、お兄さまの家族になります」

　静かに燃える彼女の心に呼応するように、雪はますます強く降り出していた。



    

  
    
      


１章　妹は朝、起こしに来る！





　雪の葬儀の日から一年以上が過ぎた、春の日。五月半ばの静かな朝だ。

　帝みかど野の将悟は一人暮しをするアパートの一部屋で、心地よく眠っていた。小さな勉強机には、昨夜遅くまでしていた宿題のノートが開きっぱなしになっている。

　政財界の子息が多く通う名門校、私立深み流りゆう院いん学園の二年生に編入してから一月近く。学園での生活にも、そろそろ慣れてきたころだ。

「うぅ～ん、やめへくれ……。もうスッポン鍋なべは食いたくね～……」

　妙な夢を見ながら寝返りを打っていると、トゥルルルル……と震える音が鳴り響いた。

「んん……。もう朝……か……」

　ぼんやりしたまま頭上をまさぐりながら、枕まくら元もとの目覚まし時計をポンと叩たたいた。

　けれど音は鳴り止まない。もう一度ペシッと叩いても、音はしつこく鳴り響いていた。

「わかったよ……起きる、起きるからさぁ……」

　――俺おれ、そんなに寝起き悪いかなぁ？

　将しよう悟ごはちょっとイライラしながら、時計を手に取った。

「って、まだ六時じゃねーか……」

　あと二時間は寝てられるのに。なんでこんな早くセットしたんだ？

　いいかげんうるさい目覚ましを黙らせようと、さらにもう一度、時計を叩たたいた。

「あれ……目覚まし切れてるよな？」

　目覚ましのスイッチは、とっくに停止になっている。

　よく聞くと、音は机の上から聞こえているらしい。

　やっと将悟は、それが携帯電話の呼び出し音であることに気がついた。

「なんだよもう……こんな朝早く……」

　のっそりと立ち上がり、携帯電話を手に取る。

　パカッと開きながら、またベッドに寝転がった。

「ふぁい……。帝みかど野のです……」

　あくび交じりの声で電話に出た。

　が、受話器の向こうは沈黙したままだ。

「もしも～し……？」

　たちまち睡魔が押しよせて、電話をかけたまま二度寝しそうになったとき……。

『おはようございます、お兄さま』

　声が聞こえた。……妙にキーの高い、人工的で不自然な音声。

『もう朝ですよ。起きてください。――わたくしがわかりますか？』

　その瞬間、将悟はパッチリと目を開いた。頭から眠気が吹き飛んだ。

「おっ、お前……!!」

　ガバッとベッドの上に身を起こした。いつの間にか、携帯を持つ手が汗ばんでいた。

　それが誰だれの声かもわからない。

　高度なボイスチェンジャーで、音声を変質させているのだ。

「俺おれの……『妹』……。またかけてきたのか……」

『うふふ、わかっていただけましたか？　わたくしはお兄さまの、妹です』

　どこの誰かもわからない、正体不明の『妹』。

　将悟には、遠い昔に生き別れた妹がいる。父の熊くま五ご郎ろうと、将悟の母とは別の女性との間に生まれた異母兄妹だ。

　将悟は幼いころ事故にあい、幼少の記憶を失っていた。そのためか、妹の記憶も一切ない。隠し子のことは、帝野家でも触れられることのないタブーだ。

　だが隠された妹がいることは、将悟の母・鹿か野の子この証言によって裏付けられている。間違いなく、この世界のどこかに存在しているのだ。

「ほんとに、俺の妹なのか……？」

『熊くま五ご郎ろうお父さまのお葬式で、もう少しでお会いできそうになったこと、覚えてくださっていますか？』

「――あぁ。よく覚えてる」

　将しよう悟ごは父の葬儀を思い返した。

　あの日、彼が控え室で休んでいると、窓の外から謎なぞの少女の声が呼びかけたのだ。

　彼女は将悟の妹であると名のり……大胆にも、彼と結婚しに来たと言っていた。

『あのときは、突然誰だれかが現れて、隠れるしかありませんでした』

　そのとおりだ。あの日、将悟が様子を見ようと窓に近づいたとき、母の秘書をしている瀬せ利りさんが部屋に入ってきたのである。

　そのせいか将悟が窓の外を見たとき、謎の少女はその場から消えていた。

「やっぱりお前は、あのとき俺おれの妹だって言った女の子なのか……？」

『はい。わたくしは一年以上、ずっとお兄さまのことを想っていたのですよ』

　あのときの出来事は、誰にもくわしく話していない。なのに知っているってことは……今、電話の向こうにいる『妹』は、間違いなく葬儀に現れた少女なのだ。

「にしてもこんな朝っぱらから、なんの用なんだよ？」

　まだ眠いのにたたき起こされて、将悟は少し不機嫌だった。

『お兄さまったら。「なんの用」ではありません。せっかく起こしてあげましたのに』

「俺はそんなこと頼んでないぞ。だいたいまだ六時だろ。なんでこんな早いんだ」

『早寝早起きは健康の秘ひ訣けつです。お兄さまに元気でいてほしいからこそ、こうして気づかっているのではないですか。寝坊ばかりしていては、体によくありません』

　プンプンと怒った声で言う。すっかり家族の心配をしているような口調である。いかにもダメな兄を心配する妹、っていう感じの生意気さだ。

『ゴールデンウィークは終わったのですよ。校長先生も朝礼でおっしゃったではありませんか。「中間テストに向けて、みなさん日々まい進しましょう」って』

「なんでお前が、校長先生の挨あい拶さつまで知ってるんだ」

『当然です。わたくしもお兄さまと、同じ学校に通っているのですから』

　連休明けの朝礼で、校長先生は『妹』が言った語句どおりの挨拶をしていたのだ。

『わたくしはお兄さまを心配してるのですよ。だいたい、夕べも遅くまで夜ふかししてたではありませんか』

「……俺の私生活まで知ってるのかよ！　なんか気味悪いぞ」

　確かに将悟は昨夜、遅くまで宿題をしていた。

　――そんなことまで把握してるのか？　どこでのぞき見てるんだよ。

『気味悪いだなんて言わないでください。わたくしは見守っているのです。……だけど、夜ふかしばかりしているお兄さまを見ると、つい口を出したくなってしまいますよ』

「本気で家族みたいなこと言うなぁ。夜ふかしったって、しょうがないだろ。俺おれだっていろいろ大変なんだから」

『でもお兄さま。毎晩毎晩がんばりすぎては、体に毒です。たまには休息しないと、病気になってしまいますよ』

「俺のこと、気づかってくれてるのか……？」

　――そりゃ最近は山ほど宿題を出されて、毎晩大変だったけどさ。

　思いがけない優しい言葉に、将しよう悟ごはつい、ジーンと胸が温かくなった。

　これはもしかして、家族のぬくもりってやつなのかも……。

「そうだよな。夜ふかしは体に悪いもんな。これからはなるべく早寝するよ」

『わかっていただけて、うれしい……。わたくしの想い、受け止めてくださって……』

「お前も、俺の体を気づかってくれてありがとな」

『とんでもないです。――それにいくら一人暮しでエッチな本を買い放題だからって、毎晩遅くまでがんばられては……、わたくしも、その、恥ずかしいですから……』

「……お前は重大かつ致命的なかん違いをしてるようだ」

　将悟はすっかり、ジーンとしたのがアホらしくなった。

「とにかく俺は眠いんだ！　言っとくけど、遅くまで宿題やってたんだからな！」

『お兄さまったら。このくらいで寝不足になるようでは、先が思いやられます』

「何が思いやられるんだよ」

『だって……これじゃわたくしたちが結婚したら、毎晩寝不足になるではありませんか』

「……なんで結婚するんだ。どうして寝不足になるんだ」

『もうっ。お兄さまったらわかってるくせに……。そんな恥ずかしいこと、わたくしに言わせたいのですか？　お兄さまって、以外とＳなんですね。――でもわたくし、お兄さまのためなら、喜んでＭにだってなります……』

　――朝っぱらから平然と人をたたき起こせる人間が、どうやったらＭになれるんだよ。

　心の中で毒づいた。一度、このかん違い娘にはっきり言って聞かせなければ……。

　将悟はベッドの上に正座し、キッパリと言い放った。

「いいか、よく聞け。俺は、妹と結婚するつもりなど、断じてない」

『いいえ、お兄さまは知らず知らずのうちにわたくしを好きになって、結婚する運命なのです。愛の結びつきは、そんな簡単には切れないのですよ』

「な、何が愛の結びつきだ！　そりゃ、俺に本当の妹がいるのなら、家族として愛するさ。だけどな、それは結婚するような愛とは違うんだぞ！」

『ふふふ、お兄さまの愛は、まだまだかわいらしいです。そのうち、二人で大人の愛を経験しましょうね』

「つつしんで遠慮させていただきたい」

『ムダですよ、お兄さま、お兄さまは必ず、わたくしと結婚する運命なのですから』

　そして、電話はプチッと切れた。

「ち、ちょっと待て、おいってば……」

　空しく、ツーと回線音の鳴る電話を見つめる。

　それから携帯の着信履歴を表示させた。最新の履歴は『非通知着信』。

　将しよう悟ごはため息をついた。一方的に電話したくせに、こっちからかけるのは拒否かよ。

　こんな朝っぱらからかけてくるなんて、いっそ着信拒否にしてやりたい。

　が、将悟は思い直した。今はこの電話が、誰だれとも知れない妹の、唯一の手がかりかもしれないんだ。

　――いったい、誰なんだ。新たに現れた『妹』の正体は、何者なんだ。

　彼女は……将悟と血のつながった、本物の妹なのか？

　わからない。だが、確実に言えることがただ一つあった。

『妹』は、将悟と同じ深み流りゆう院いん学園に通い、彼のすぐ近くにいるということだ！



　　　§



　朝の八時半。窓からの日射しは明るくなって、外からは車の行きかう振動音が響いてくる。小さな木造アパートのどこかから聞こえるモーニングショーの音声が、一日の始まりを告げているようだ。

「ふぁ……。もう一眠りしたかったな……」

　制服に着替えた将悟は、鞄かばんを手に持ちながら大きなあくびをした。

「朝っぱらからたたき起こしやがって……。今日はサボっちまおうかなぁ」

　つぶやいて……首を横に振った。

「いかんいかん。そんなことじゃダメだ。だって俺おれは将来……」

　将悟は世界的な大企業、帝みかど野のグループの次期社長候補だった。

　昨年一年間、彼は亡き父・熊くま五ご郎ろうの遺言にしたがい、グループを継ぐための猛特訓を受けた。その成果は社内の人々に認められ、今や未来の帝野グループを率いる若者として期待されるほどに成長したのだ。

　もっともその事実は、まだ社内の一部の人間だけが知る極秘事項である。

「眠いからってサボってるようじゃ、将来、社長なんかつとまらないよな」

　そして将悟がこの深流院学園に編入したのは、父の遺言に記された、会社を継ぐための最後の条件を満たすためだった。

　高校を卒業するまでに愛する女性と出会い、生涯の伴はん侶りよとすること。

　結婚し家庭を持てば、若い将悟でも貫かん禄ろくある社長として見られるだろう。

　いつ生涯の伴はん侶りよとなる女性と出会えるチャンスがあるか、わからないのだ。眠いからってサボってばかりもいられない。

「まずは女の子と仲良くなって……もちろん妹じゃない女の子とだぞ……デートに誘うことから始めないとな。デート先は、どこがいいんだろ。やっぱり遊園地とか……それとも映画館とかかな……」

　考えこんでいると、ピンポーンとインターホンが鳴った。

「将しよう悟ごさ～ん」

　扉の向こうから、女の子のかわいらしい声が響く。

　将悟は鞄かばんを持って玄関前に走り、扉を開けた。

「おはようございます、将悟さん」

　女の子が一人、鞄を両手に持って立っていた。今日も長い髪に大きなリボンを結び、にっこりとほほ笑んでいる。

　鶴つる眞ま心こ乃の枝え。将悟のクラスメイトだ。

「おはよう、心乃枝」

　玄関前に立つ彼女を見て、将悟はつい見とれてしまう。

　清せい楚そな顔立ちながら、柔らかそうなほっぺと、くりくりした大きな目が愛らしい。一目見たら、眠気もたちまち吹き飛んでしまいそうな美少女だ。

「あの……一緒に、学校行きませんか？」

　ポッ、と恥ずかしそうにほおを赤く染めてうつむく。思わず抱きしめたくなるような可か憐れんさに、一瞬、将悟の胸がドキッと高鳴った。

　――心乃枝を、デートに誘えたら……。

　二人きりで遊園地や動物園に遊びに行ったり、映画を見たりできたら、どんなに楽しいだろうなぁ。二人で笑いあって、いつの間にか手をつないで、だんだんムードが高まってきたとき、ついキスなんかしちゃったりして……。

「……将悟さん？」

「ハッ!?　い、いやなんでもないよ。ちょっと考えごと」

「さてはお寝坊さんですね？　まだ頭がボーッとしてるんでしょ」

「そんなんじゃないよ。寝坊どころか、朝っぱらからたたき起こされたし……」

「たたき起こされた？　誰だれにですか？」

「えっ、いやその……」

　将悟は電話の『妹』を思い浮かべた。

　――まさか『妹』は、心乃枝なのか？

『妹』からの電話がかかってくるようになったのは、今回が初めてではなかった。

　最初の『妹』は一ひと月つきほど前、将悟が学園に編入した直後に現れたのだ。その正体は、心こ乃の枝えだった。しかし彼女は、偽の妹を演じていたことをすべてを告白してくれ、『妹』の騒動は終わったはずだった。

　だがその直後、ふたたび新たな、正体不明の『妹』が現れたのだ！

　第二の『妹』の正体も、やはり心乃枝なのか？　心乃枝は本当は将しよう悟ごの妹で、それを隠して彼と結婚しようと迫っているんだろうか……？

「――将悟さんってば！」

　また叫ばれて、将悟はビクッと気がついた。

「ご、ごめん。つい考えごとしちゃって……」

「さっきからヘンですよ」

　口を尖とがらせながら、心乃枝は顔を寄せて将悟を見つめる。

　息がかかるほど近くに寄せられ、将悟は思わず目を伏せた。

　もしも、心乃枝が将悟と結婚しようとしている、血のつながった妹だったら……。

「こ、心乃枝、そんなに顔を近づけたらダメだってば……」

「どうしてですか？」

「だ、だって俺おれたちは、その……」

「……？　ヘンな将悟さん。なんだか目も充血してるし……やっぱり寝不足なんですね」

「学校行けば眠くなくなるさ。早く登校しようぜ」

　ごまかすように言って、心乃枝から離れようとする。

「待ってください！」

　と、心乃枝が将悟の腕をつかんで引き止めた。

「そんなお寝坊さんで授業に出たら、先生に怒られちゃいますよ。クラス委員として、見逃すわけにいきません」

「大丈夫だって。歩いてれば目も覚め――」

　しかし言い終わるのも待たず、将悟の口を柔らかいものが塞ふさいだ。

「…………!?」

　一瞬、頭が真っ白になる。

　甘くてふにふにしてて、ちょっと湿った心乃枝の唇が……重なっていた。

　全身が硬直した。背筋をゾクゾクと快感が駆けのぼり、頭が沸騰しそうに熱くなって、ただ触れあった唇の一点にすべての神経が集中した。

　長い長い時間のようにも思えて、息苦しさを感じ始めたとき……ようやくそっと、真まっ赤かに染まった心乃枝の顔が離れる。

「ど、どうですか……？　目、覚めました……？」

「ななな、なんでいきなり……」

「だって、授業までに将悟さんの眠気、吹き飛ばしてあげたかったから……。学園生活をしっかり送れるようにするのも、クラス委員として当然のつとめです」

「ほかの生徒が寝ぼけてたらどうするんだよ」

「将しよう悟ごさんだけのクラス委員ですから」

　うふ、と恥ずかしそうににっこり笑った。

　――どんなクラス委員だよ……。

　将悟は、たった今キスされた唇を、震える指先でなぞった。

　柔らかくて心地よくて、夢見るような気分になってしまうキス……。

　もう一回、してほしい。何度でも、心こ乃の枝えとキスしたい。

「こ、心乃枝……。も、もう一度……頼む……」

　思わず、心乃枝の細い体を抱きしめた。

　柔らかい唇にチュッとして、離して、それからもう一度チュッとして……。

　制服の襟をずらし、隙すき間まから首筋に……。ゆっくりとボタンを外しながら、肩とか、胸の谷間とか……。

　キスされるたび、心乃枝はピク、ピクッと何度も小さく震えた。

「あん、だ、ダメですそんなとこ。将悟さんってば。わたしクラス委員なのに……」

「心乃枝はマジメだなぁ。今だけは、俺おれだけのクラス委員になってくれよ」

「もう、わ、わかりました……。今だけじゃなく、一生、将悟さんだけのクラス委員になってあげます……」

　次の瞬間、場面が反転した。

　リンゴーンと高らかに鐘の音が鳴り響き、鳩はとが舞い上がる。

　広がる青空の下、教会の礼拝堂に、白いスーツとウェディングドレスに身を包んだカップルが立っていた。

「将悟ーっ、おめでとーっ」

「心乃枝ちゃん、お幸せにーっ」

　祝福する友人たちの声援に囲まれながら、初々しい二人は神父の前で見つめあった。

　――とうとう心乃枝が、俺の嫁になったんだ……。

「愛してるよ、心乃枝。一生離さない」

「わたしもです、将悟さん。だって将悟さんはわたしの……」

　真まっ赤かな顔にいっぱいの笑顔を浮かべながら、心乃枝は言った。

「お兄さまなんですから」

　――お兄さま……？

　俺が心乃枝の、お兄さま？

　てことは、心乃枝は俺の……妹……？

　俺は、妹と結婚……してしまったのか……？

「うわああああああああああっ!?」

　突然叫び声を上げた将しよう悟ごに、心こ乃の枝えはビクッと背筋を固まらせた。

「ど、どうしたんですか、将悟さんっ!?」

　見まわすと、ここは将悟の家の前だ。

　制服姿の心乃枝が、怯おびえたように目を見開いている。

　――ま、幻……。

　白昼夢のような悪夢だったな……。

「な、なんでもない。ちょっと、ヘンな妄想しちゃってた……」

「急に叫ぶから、ビックリしたじゃないですか……」

　ちょっとキスしただけなのに、と言いたそうな目で、不満げにつぶやく。

　生涯の伴はん侶りよを探さなければならない将悟。なのに、もし間違って、どこかにいる血のつながった妹と結婚してしまったら……。

　彼の前途は、早くも多難に満ちているのだった。



　――俺おれの妹は誰だれなんだ。どこにいるんだ。

　新たな『妹』は、本当に血のつながった妹なのか？

　そして彼女の正体は……心乃枝なのか……それとも……。

「ねぇー、将悟～」

　なんとしても、妹が誰か、突き止めないと……。

「将悟ってば！」

　叫ばれて、将悟はハッと我に返った。

　振り返ってみると、すぐ横に雅みやびが立っている。

　神かん凪なぎ雅。将悟のクラスメイトであり、左隣の席に座る少女だ。

　同じ学年だけど、パッと見は一年か二年下に見える。左右に結った髪形がちょっと子供っぽい。活発そうな小柄な体で、両腕を組みながら将悟を見ていた。

　一時限目の授業が終わった休み時間。教室のあちこちでクラスメイトたちがおしゃべりしている。

「さっきから呼んでるのに。何を考えこんでんのよ」

「うん？　別に考えこんでないぞ。その、今日の昼メシはなんにしようかなーとかさ」

　笑ってごまかした。

　――まさか、雅が俺の妹なのか？

　証拠があるわけではないが、その可能性だって否定できないのだ。

「ふぅ～ん。昼メシ、ねぇ。――ところで将悟さ、今朝、ずいぶん鶴つる眞まさんと仲良くなかった？　二人一緒に登校してたし」

「それは、心こ乃の枝えが迎えに来てくれたから……。初めてのことじゃないだろ？」

「なんていうのかな、こう、あたしの脳がうずくの。今日の鶴つる眞まさん、やけに機嫌がいいのよね。将しよう悟ごとなんかあったんじゃないかなーってさ」

　――今朝のキスのこと、感づかれてる？

　将悟はつい唇を隠すように、雅みやびのそっぽを向いた。

「ほらっ！　その態度、アヤシイ……。絶対なんか隠してる……」

「隠してない、隠してないってば。――そもそも雅こそ、朝来ないなんて珍しいじゃないか。前は、俺おれが家から出ると心乃枝と一緒に待っててくれたのに」

「しょうがないでしょ。あたし、水泳部の朝練が忙しくなっちゃったんだから！」

「……そうなのか。悪い、非難したわけじゃないんだけど」

「まったく。あたしが部のため学校のため、がんばってるってのにさ。鶴眞さんとばっかりイチャイチャなんて、ずるいったらありゃしないんだから」

「別にイチャイチャなんて……」

「ふーん。――そうだ、じゃ今からさ、あたしの手伝いしてよ」

「手伝い？　なんの？」

「いいからいいから。たまにはあたしにも、つきあってくれないと」

　――雅のやつ、相変わらず意地っ張りなんだよなぁ。

　でもまぁ、そんなところが彼女のかわいいところかもしれない。

「わかったよ。俺にできることなら、してやるから」

　将悟が言うと、雅はニーッとうれしそうに笑った。

　そして将悟の手を引いて教室を出る。廊下を歩きながら、将悟は聞いた。

「で、何を手伝えばいいんだ？　早くしないと休み時間終わっちまうぞ」

「ちょっと、水泳部の、ね」

「水泳部？」

　なんの用だろうと思いながら、廊下の端にある階段の踊り場に来た。

「そういえば雅、朝練してたってことは、朝から泳いでたんだよな」

「ううん。朝は基礎トレだから、泳いでないわよ。泳ぐのは放課後。ほら見て」

　雅は立ち止まり、くるっと将悟を振り返る。

　そして、制服の襟元に手をかけ――一気にボタンを二つ三つと外した。

「な、何やって……」

　思わず目をそらそうとして、制服のシャツの下に紺色の布地が見えた。

「……制服の下に水着を着てるのか？」

「ほら、水着に着替えるのって時間かかるでしょ。今日は体育もないし、放課後すぐ練習を始められるように、あらかじめ着てるのよ」

「そうなんだ。それはわかったから、こんなとこで水着見せるなよ」

　ところが雅みやびは、制服のボタンをさらに下まで外していく。

「なんで脱いでんだよっ」

「ん～？　だって将しよう悟ご、手伝ってくれるって言ったじゃん。手伝ってほしいのはね～、このおニューの競泳水着が、似合うかどうか確認してほしいの～」

　わざとらしくもったいぶった口調で、卵の殻をむくように制服の前を広げた。紺色の、競泳用ワンピース水着がさらけ出される。

　さすがに雅も恥ずかしいのか顔を赤くして、息をするたびに平たい胸が上下している。

「将悟、どうかな……？」

「似合う、似合うから！　早く水着隠せって！」

　将悟は目をそらして両手を振った。

「む～っ、何、その投げやりな言いかた!?　そんなにあたしの水着、見たくないの!?」

　――そりゃ見たいさ。俺おれだって男だ。雅の、ほんのり子供っぽい体つきだって、こんな間近で見て何も感じずにいられないさ！　むしろ平らな胸サイコーって叫びたくなるさ！

　だが、だがな雅。お前が俺と血のつながった妹じゃないって保証はどこにある!?

　もしお前が俺の本当の妹だったら……俺は、妹の水着姿をイヤらしい目で見るような、最低の人間になってしまうかもしれないんだぞ!!



    

  
    
      



    

  
    
      「頼む雅みやび……。ダメなんだ……。こんな汚れた心でお前を見たら、いけないんだ……」

「――わかったわよ。そんなに言うなら将しよう悟ご」

　雅は水着をさらけ出したまま、ジーッとにらんだ。

「今ここで、あたしにキスして」

「はい？」

「わかってるんだから。今朝、鶴つる眞まさんとキスしたでしょ」

「そ、そんなことしてな……い……」

「口の端にキスのあとがついてるわよ」

　ハッとして、将悟は口元に手を当てた。

「な～んてウ・ソ。ほんと、将悟ってわかりやすいんだから。――あたしにだってキスしてくれなきゃ不公平だわ」

「いや、公平とかそういう問題じゃないと思うけど……」

「でなきゃ『ヘンタイ将悟に水着見せろって脅された～』って、大声で泣いてやるから」

「俺おれの人生を破滅させる気かよっ」

「ふふ～ん、今、将悟の人生はあたしの手のひらに握にぎられてるんだから」

　勝ち誇った顔でニヤニヤと笑みを浮かべる。

　――悪女だ。悪女の片へん鱗りんが見える！　雅め、子供っぽい顔して、将来は絶対男を泣かせる女になるぞ！

「かか、カンベンしてくれよ！　俺たち、まだそんな仲じゃないし……」

「じゃあ鶴眞さんとはそんな仲なの!?」

　わなわなと全身を震わせ、直後、雅は一気に身を乗り出して……

　奪うように、将悟の唇に、自分のそれを重ね合わせた。

「…………ぐっ」

　その甘くふっくらした感触と、ほおの産うぶ毛げがこすれるような感覚に、将悟は雅を押し返すこともできなかった。

　――う……き、気持ち……いい……。

　いつもツンツンと毒舌を吐く雅の唇が、今は甘えるように将悟を求めていて……。

　このままずっと、雅と唇を重ねていたい気分になってしまう。

　お互いの唇を求めあって……将悟はそっと、水着に包まれた体に触れた。

「雅の体、触ったら壊れてしまいそうだ……」

「そ、そんな、将悟……。水着の中、手を入れないでってば……」

「だって俺、もっと雅のこと、知りたいんだ」

「あんっ、し、将悟っ！　む、胸は……ダメ……。ダメだったら……」

「どうしてダメなんだよ……」

「あたしの胸、ちっちゃくって恥ずかしいし……」

「恥ずかしくなんかないさ。かわいいよ、雅みやびの胸……」

「バカ……。そんなに見るなら、責任取ってよね」

「なんの責任だよ」

「決まってるでしょ。これから毎晩、あたしに水着を着せてくれること！」

　桜の花びらがはらはらと舞い落ちる。

　抜けるような青空の下、格式ある神社の境内に、着物姿のカップルが立っていた。

　将しよう悟ごの隣で、いつもは元気な雅がおしろいを塗って、つつましやかに歩いている。

「帝みかど野のくん、たくましくなったわねぇ……」

「雅ちゃんも、あんなに女らしくて……お似合いの夫婦だわ……」

　うっとりする参列者のため息の中、将悟と雅は神主の前に進み、お互いに見つめあった。

　――ついに雅が、俺おれの嫁になったんだ……。

「一生しあわせになろうな、雅」

「あたしもだよ、将悟。夫婦になれるなんて、夢みたい」

「夢じゃないさ。ほら、しっかり手を握にぎってるだろ？」

「うん。でもあたし……子供のころから夢見てたんだよ」

　言って、ポッと雅は、おしろいの塗られたほおを赤く染める。

「憧あこがれの将しよう兄にぃと……お兄さまと……結婚すること……」

　――将兄ぃ？　お兄さま……？

　俺が、雅の兄……？

　そして雅は、俺の妹？

　雅は……血のつながった妹……？

「う……うああああああああああっ!?」

　突然将悟は、絶望とも驚きよう愕がくともつかない表情を浮かべて叫んだ。もしここに画家がいたら、ムンクの『叫び』にも匹敵する名画を描いたに違いない。

「ひあっ!?」

　雅はビクッとのけ反った。

「妹と……妹と……!!　俺は堕落したのか!?　またしても罪を重ねちまったのか!?」

「ど、どうしたのよ将悟っ!?　そんなビックリしなくても……。キスしただけじゃん」

「ダメだダメだダメだぁっ！　妹と、妹と結婚なんて……!!」

　俺は、俺は妹から、逃れられない運命なのかっ!?

　――どうしてだ！　どうしてだ!?　心こ乃の枝えも雅もこの上なく魅力的な女の子で、しかもキスまでされて、言葉にできないくらいうれしいことのはずなのに……。

　それなのに、彼女たちと触れあうたび、『妹』の影がちらついてしまうんだ！

「うああああああっ!!」

　泣きたい気分で階段を駆け下りた。見えない『妹』の魔力を振り払おうとあがいた。

　と、そこで――

「あっ、いた～」

　突然将しよう悟ごに向かって、叫び声が上がった。

　廊下にいた十数人の女子生徒たちが一斉に振り返り、将悟に駆け寄ってくる。

「え……えっ？」

　将悟はあっけにとられながら、まわりで取り囲む女の子たちを見まわした。みんなまだあどけなさの残る顔で、どうやら一年生のようだ。

　女の子たちは両手を握にぎりしめながら、キラキラした憧あこがれの眼まな差ざしを向けている。

「この人が帝みかど野のセンパイなんだぁ～」

「ステキ～っ。ほんとに、あんなお兄ちゃんほしいなぁ～」

「ウチのダメ兄とは全然違ってカッコイイ～」

　まるでアイドルスターを取り囲むファンみたいだ。

　呆ぼう然ぜんとしてタジタジになっていると、女の子たちの間から、一人の女子生徒が進み出て将悟の前に立った。メガネをかけた、ショートカットの女の子だ。

「あ……あの、俺おれに、何か用事かな……？」

「新聞部です！　このたび深み流りゆう院いん学園杯『お兄ちゃんにしたい男子No.１』の座に輝いた帝野将悟センパイに、インタビューをお願いにきました！」

「インタビュー？　お兄ちゃんにしたい男子？」

「今や帝野センパイは、全校の女子から、頼れるお兄ちゃんになってほしい男子生徒として大人気なんです！」

「はぁ……」

　新聞部の女の子は、持っていたマイクをぐいっと突きつけた。

「それでは帝野センパイ！　栄誉ある『理想的なお兄ちゃん』として一言！　帝野センパイにとって、妹とはどんな存在ですか!?」

　――い、妹、だって……？

　周囲をキョロキョロ見まわすと、取り囲むみんなが、まさに理想のお兄ちゃんを見るような、キラキラした瞳ひとみを向けていた。どんなにステキで美しい妹像が語られるのかと、心待ちにしている。

「み、みんな、年下かよ……」

　ジンマシンが出そうになった。

　妹、妹、妹――。ここにいる女の子たちが全員、血のつながった妹に見えてしかたない。

　この学園に潜む、何百人もの女の子が、みんな俺の妹……。

「さっ、帝みかど野のセンパイ！　センパイにとって、理想の妹とは!?」

「妹だって……？　妹なんか……妹なんか……」

　将しよう悟ごは全身がピクピク震えるのを押さえられなくなって……

「妹なんか、いらねっ!!」

　叫び声を廊下に響かせた。
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「ふぁ……。眠いぜ……。朝っぱらからたたき起こされたのに、休むヒマもねぇ……」

　食後の昼休み。将悟はあくびを噛かみ殺しながら背中を丸め、校舎の廊下を歩いていた。

　ただでさえ眠いうえ、昼ごはんを食べたらますます睡魔が襲ってきた。

「このままじゃ、午後の授業で確実に居眠りしちまう……」

　ふらふらと歩きながら保健室の前に来た。

　ここだ。学校の中で一番静かで休めそうな場所。ケガでも病気でもないけど……。

「いいよな。寝不足だって、こじらせたら立派に健康に悪影響だ」

　言い訳するようにつぶやきながら、扉を開ける。

　古い学園の、歴史ある校舎の一室。レンガづくりの柱がむき出しになり、壁際には消毒薬や救急箱の並んだ棚がある。昔の診療所みたいな雰囲気だ。

　陰気くさくて、夜中に怪談話でもすればさぞかし盛り上がりそうである。

　保健の先生は外出中らしく、保健室には誰だれもいなかった。部屋の奥に目を向けると、診療用のベッドが二つ並んでいる。

　ベッドの脇わきに立ってカーテンを引くと、窓からの陽がさえぎられて薄暗くなった。

「これでやっと休める……」

　将悟は倒れるようにベッドに寝転がり、毛布を頭までかぶった。

　目を閉じ、意識がぼんやりとかすむ。数分後、うつらうつら眠りかけたとき、気がついた。

　寝返りを打とうとして、体が動かない。大きな石が乗っているみたいだ。

「な……？　か、金縛りっ!?」

　眠気が吹き飛び、冷や汗が流れた。

　静まり返った保健室で、何かが体を押さえつけている。

　――なんだ、これは。ここに何かいるのか？　目に見えない力を持った何かが……。

　ええいっ、と、力を振りしぼり、かろうじて動く両腕で毛布をはぎ取った。

「うわわわわぁっ!?」

　心臓が止まりそうになって、大きな悲鳴を上げた。

　将しよう悟ごの上に、女の子が横たわっていた。彼の胸にうつぶせの頭を乗せて、三つ編みの髪がベッドの上にまで垂れている。

　――ゆ、幽霊!?　昔、学校で死んだ女子学生の地縛霊がっ!?

「たたた、頼む、じ、成仏してくれ……。う、恨みなら、俺おれが晴らしてやるから……」

「ん……」

　祈るようにつぶやくと、もぞもぞと幽霊が動き出す。

「ひいいいぃっ!!　お、襲われるっ!!」

　将悟は歯を食いしばり、強く目を閉じた。体中にガクガクと震えが走る。

　動き出した幽霊が、そぉっと顔を寄せる気配がして……ピタッと制止した。まっすぐ将悟を見つめているようだ。

　――く、食われるのか？　俺、このまま幽霊に食われちまうのか!?

「そんなのイヤだあああぁっ!!」

　死にたくない、俺はまだ死にたくないんだ！

　幽霊をはね除のけようと両手をつき出した。

「…………んっ！」

　幽霊が、死者にしちゃ妙になめかましい叫びを上げた。

　まるで、生きてる女の子みたいな……。

「……え？」

　虚をつかれたように、将悟は目を開けた。

　体の上に、制服姿の女の子が乗っている。

　将悟の手が彼女の胸を押していて……柔らかかった。幽霊どころか生身の体みたいに、ふにふにと柔らかかった。

「嵯さ峨が良ら……センパイ……？」

　彼女の顔を見て、将悟はつぶやいた。

　嵯峨良芽め依い。小柄な体格と幼さの残る顔立ちで、パッと見は年下の一年生に見える。けれど実際は、将悟より上の三年生だ。

　普段かけているメガネを外しているから、とっさにわからなかったらしい。

「帝みかど野の……か？」

　芽依は将悟を見下ろしながらつぶやいた。

「ススス、スミマセンっ！」

　将悟はあわてて、彼女の胸から両手を離した。

「ゆ、幽霊……じゃなかったんだ……」

「……失礼な。わたしは魔女っ娘こだぞ」

　芽依は口を尖とがらせながら、ベッドから下りた。

　隣のハンガーラックには、マントのような黒い布と、おとぎ話の魔女がかぶるような黒い三角帽子がかかっていた。彼女のコスプレ衣装らしい。

　――そういや嵯さ峨が良らセンパイって、『いもうとカフェ』って喫茶店を経営してるんだ。

「ていうか嵯峨良センパイ、俺おれのベッドに潜りこんで何やってるんですか……」

「昼寝しようとしたのだが、まさか帝みかど野のがいるとは気づかなくてな」

　言って、コスプレ黒マントのポケットに入っていたメガネをかける。

「なんで気づかないんですか。だいたい、隣のベッドが開いてるでしょ」

「頭まで毛布を被かぶってるからだ。てっきり萌もえ抱き枕まくらが用意されてるのかと思ったぞ」

　ぷりぷりと怒った声で言う。全面的に将しよう悟ごが悪いと言わんばかりだ。

「学校にそんなものありません」

「にしても、帝野は失礼なやつだな。『襲われる』などと、いくらわたしでも夜よ這ばいの趣味などないぞ」

「いえ、それはその、別の意味の『襲われる』で……。てっきり幽霊かと……」

「ん？　でも今は昼だから、『昼這い』と言うべきか？　う～む、わたしはイマイチ日本語の語ご彙いが弱い。帝野、昼の夜這いをなんて言うか知らないか？」

「知りませんよ」

　そのとき、保健室のスピーカーから、ゴーン、ゴーンと、おごそかな鐘の音が鳴り響いてきた。午後の授業開始前の予鈴だ。

「もう休み時間終わりかよ……。しょうがない、戻るか……」

　将悟はベッドから立ち上がり、着くずれた制服を直した。

　すると入れ替わりに、芽め依いが開いたベッドに寝転んで毛布を被る。

「って、センパイ？　授業始まりますよ!?」

「むぅ。店の経営が忙しくて眠いのだから、しょうがないだろう。これというのも、帝野がちっとも店に来ないからだ！」

「んなムチャな……」

「そうだ。帝野にこれを渡しておくぞ」

　芽依は頭まで被った毛布の中から手を伸ばし、折りたたまれた紙をヒラヒラと振った。

　受け取って広げると、それは一枚のチラシだった。

　数人の、どこかの学校の制服を着た女の子が並んだ写真。『いもうとカフェ　りりかる☆しすたぁず』と派手なロゴが書かれている。芽依が経営する店のチラシだ。

「……これ、前にも一度もらいましたよ」

「どうせなくしたんだろ？　持ってけ」

「なくしてませんって。持ってけって言われてもなぁ……」

「とにかくわたしは寝る！　静かにしろ」

　将しよう悟ごが困っていると、芽め依いは早くも毛布の中で、スゥ～と寝息を立て始める。

　はぁ、とため息をついて、将悟はベッドを囲むカーテンの外に出た。

「じゃ、センパイ。俺おれは行きますからね」

　カーテンの向こうの芽依に向かって言うが、すやすや寝てるのか、返事はない。

　――嵯さ峨が良らセンパイって、天然っていうか、傍若無人っていうか……。

　なんとも変わり者でとらえどころのない芽依をあとに残し、将悟は保健室から出た。



　　　§



　そんなこんなで今日も学園での一日が終わり、将悟は家に帰ってきた。

　将悟の家は、学園の敷地から細い道一つへだてた、すぐ隣だ。玄関を出てすぐ右手に、校舎の建物が見える。部屋は小さな木造アパートの、１ＬＤＫの部屋だ。大きくはないけど、一人暮しには充分な広さである。

　玄関に入って扉を閉めようとしたとき、まっすぐ駆け寄ってくる足音があった。

「やぁ将悟くん。キミの帰りを待っていたよ」

　将悟と同じ学校の男子制服を着た若者が立って、ニコッと笑顔を浮かべる。ハンチング帽をかぶったその姿は、少女のような甘いマスクをした美少年に見える。

「誰だれかと思えば、衣い楠くすかよ」

　水みず谷たに衣楠。しかし偽名らしく、本名はわからない。帝みかど野のグループ内にある『帝野清せい流りゆう会』という謎なぞの特殊組織に属し、普段はミスターＸなるコードネームを名のっている。

「そういや、今日、学校休んでたけど、何かあったのか？」

「心配してくれるのかい？　将悟くんは実に優しいな。さすがは将来、帝野グループを担うだけのことはある」

「い、いやまぁ、珍しいなって思ってさ」

「――実は、清流会から緊急の出動要請があったんだ」

「緊急要請……？　グループに、トラブルがあったのか？」

　清流会の役目は、帝野グループを襲うトラブルを極秘裏に解決することだ。

　衣楠は鋭い仕事人の目つきになって、「うむ」と小さくうなずいた。

「帝野グループのゲームブランド『ミカドノゲームズ』から来週『ドラモンハンターⅦ』が発売されるのだが、先日からネットの匿名掲示板に、内部告発と称して『とんでもないクソゲーだ』という書きこみが現れるようになったんだ。発信元を調査したところ、同日にゲームを発売する『馬ば具ぐ月つきソフト』というゲーム会社に雇われたネット工作部隊によるネガティブ・キャンペーンと判明した。そこで我々が出動し、徹夜で連中と論戦を繰り広げた。ボクも『名無しさんＸ』の名前で何千という投稿をしたさ。――結果、ついに敵を黙らせることに成功し、掲示板はふたたび、ゲーム発売を期待する声であふれるようになったんだ」

「……いろいろ大変だったみたいだな」

「おかげで、最近のネットスラングにくわしくなってしまったよ。まさに、逝いってよしだゴルァ!!　という気分だね、ははは」

　とても徹夜で戦ってたとは思えない、さわやかな笑顔を浮かべる。

「そ、そうか。とにかく、ごくろうさまだよ……」

「そこでだ、将しよう悟ごくん。おりいって頼みがあるのだが……常時緊張を強いられる激論で、非常に汗をかいてしまった。シャワーを貸してもらえると助かるのだが……。体臭を消さねば、何かと隠密行動に支障が出てしまうのでね」

「う……。なんでわざわざ、俺おれの部屋のシャワーを使うんだ？」

「前にも言っただろう？　清せい流りゆう会は本来、男性のみが入会を許される組織で、ボクは身分を隠している。だから一番安心してシャワーを使用できるのは、将悟くんの部屋なんだ」

「でもさ、学校のシャワー室とかでも……。すぐ近くにあるんだし」

「ボクが徹夜で帝みかど野のグループのために働いたというのに、次代社長の将悟くんは認めてくれないのかい!?　こんな悲しいことはないよ！」

　衣い楠くすは将悟の両手を握にぎり、ウルウルとした目で見上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      　うぅ……と思わず将しよう悟ごはたじろぐ。急に女の子っぽい目をしやがって……。

「わかったよ、もう……。シャワー、使っていいからさ……」

「そうか。それはかたじけない。では遠慮なく使用させてもらうよ」

　とたんに元の美少年っぽい顔に戻り、ニコッと笑いながら部屋に上がる衣い楠くすだった。



　その十数分後。

　将悟は居間にペタンと正座して、両手を握にぎりしめたまま、じっと床を見つめていた。

　背後で、ベッドに寝そべり携帯用ＰＣを見ていた衣楠が、突然喜んだ声を上げた。

「おぉ！　『ドラモンハンターⅦ』のゲーム雑誌でのレビュー点数は、オール十点満点だそうだ。実に喜ばしい」

「そうか……それはよかったな……。ついでに……」

　将悟は立ち上がり、バッと衣楠のほうを振り返った。

「お前が服を着てくれると、もっと喜ばしいんだけどなっ!!」

　衣楠は何くわぬ顔でうつぶせに寝転がり、ひざを曲げて足をぷらぷらさせている。

　服どころか、下着すら一切身につけていない。

　スラッときゃしゃな背中に、長い黒髪が広がっていた。さっきまでの美少年の面影はすっかり失せて、今やどこからどう見ても、日本人形すら思わせる凜りんとした美少女だ。

「隠密行動する身として、一切の気配を消すため、こうして一時間は全身を大気に触れさせ中和しなければならない。ボクたちは影とならねば」

「気配を消すはいいけどな……なんで一時間もかかるんだ」

「こう見えても、お肌の手入れは念入りなのさ。イヤな体臭もせず、いつもツルツルだ。――なんなら、触ってみるかい？」

「触らねぇって。男の前で素すっ裸ぱだかで、少しは恥ずかしいって感情を覚えてくれよ」

　すると衣楠は、ふふんと目を細めた。

「さては将悟くん、ボクの体を見て『反応』してるのだな？」

「なっ……なんだよ、反応って……」

「キミと出会ってから、いろいろ『子作り』について調べたんだ。なんでも、男性というのは、女性の体を見ると、体の様々な部分に変化が現れるそうではないか」

「俺おれは別に、なんともねーよ。ただ一般常識としてだな……」

「では、試してみるかい？」

　衣楠は少しイジワルそうな顔になって、ごろんと転がりあお向けになった。

　むき出しの胸が視界に入りそうになって、将悟はサッと目をそらす。

「どうしたんだい、将悟くん。顔が真まっ赤かだ。それも『反応』の一つだろうか」

　将悟はぷるぷると握にぎり拳こぶしを震わせた。

　――衣い楠くすめ。俺おれをもてあそぼうとしてないか？　からかってないか？

　ここはもっと毅き然ぜんとした態度を取らねば。堂々と、未来の社長としてふさわしい威厳を見せなければ！

　つかつかと部屋の壁際に歩き、かけてあった衣楠の制服を手に取った。

　それからベッドの前に歩いて、衣楠の前に制服をつき出す。

「衣楠。今すぐに制服を着てくれ。これはお願いじゃない。――命令だ」

　――我ながら決まったぜ。

　こんな威厳ある態度なら、衣楠も言うことを聞くだろう。

　が、衣楠はフッと余裕の笑みを見せ、肩をすくめた。

「やれやれ。将しよう悟ごくんも次代の社長たるもの、少しは女性の体くらい慣れてくれたまえ」

「いいから服着てくれってば！」

　威厳も何もどうでもよくなって、将悟は持っていた制服を衣楠に押しつけようとした。

　と、ベッドの縁に足がぶつかって……

「うわっ！」

　バランスをくずし、前のめりに倒れる。

　将悟はかろうじてベッドに両手をついた。

　ホッとしたのもつかの間……すぐ真下に、衣楠の顔があった。

「将悟……くん……」

　あの衣楠がほんのりほおを染め、目を見開いている。

「い、衣楠……」

　あとほんのちょっと手をつくのが遅かったら、キスしちゃってたかも……。

　――こ、こうして見ると……ほんとに女の子だよな。

　お互い見つめあううち、なぜだか心臓がドキドキと高鳴ってしまって……。

「将悟さぁ～ん」

　玄関のほうから声が聞こえた。

　おそるおそる首をひねると、玄関に立っている心こ乃の枝えが……笑顔を凍りつかせていた。

　次に将悟が見たのは、背中からどす黒いオーラを立ちのぼらせ、スタスタとまっすぐに歩いてくる心乃枝の姿だった。



「す、スミマセン、スミマセン……」

　居間で将悟の前に座り、心乃枝は何度もペコペコと頭を下げた。

「心乃枝の往復ビンタ、すごかったぜ……。最後のアッパーもきいたよ……」

　将悟は両手のひらで腫はれぼった顔をあおぎながら、しみじみと言う。

　――ていうか、心乃枝って怒らせると怖いな……。

「スミマセン……。わたし、てっきり将しよう悟ごさんが女の子を襲ってるんだとばかり」

「俺おれ、そんなことしないってば。さっきのは誤解されてもしかたないけどさ……」

　言いながら将悟は、ベッドの上に座っている衣い楠くすの背中を見た。今はもう制服を着ていて、後ろ向きのまま、何かいじくっている。

「でも、ビックリしました。水みず谷たにさん、女の人だったんですね……」

　結局将悟は、心こ乃の枝えに衣楠のことを説明せざるを得なかった。

　衣楠は帝みかど野のグループの人間であり、今は将悟を守るボディガードのようなもの……と。

「いくらボディガードでも……裸はだかでベッドの上でなんて……」

「それも誤解なんだってば。なんていうか、衣楠の活動準備らしくてさ。――衣楠、お前からも説明してくれよ。……って、さっきから何やってんだ？」

　衣楠の背に声をかけると、彼女はくるっと振り返った。

　右手に小さな針のようなものを持っている。

「完成したぞ。見たまえ、これは秘密を話そうとすれば、たちまち舌がしびれる秘薬だ」

　さっきの女の子っぽい雰囲気もどこへやら、衣楠はすっかりあやしげな研究者の顔になっていた。ふふふふふ……と笑う口元が、三日月のように歪ゆがんでいる。

「ち、ちょっと待て衣楠。なんだそれ。まさかそれを心乃枝に……」

　ひっ、と心乃枝が短い悲鳴を上げた。

「ボクの秘密を知られたからには、このまま帰すわけにはいかない。何、心配はいらないよ。薬を注入しても日常生活にほとんど影響はない。――せいぜい、らりるれろが、はひふへほと発音されてしまうだけだ」

「影響ありまくりじゃねーか！　そんなこと心乃枝にさせられないだろ！」

「将悟くん、いくらキミがそう言おうと、これはボクの秘密を守るためだ」

「ダメだ！」

　将悟は心乃枝をかばうように立ち、衣楠に向かいあった。

「今のお前には、心乃枝に指一本触れさせないぞ！　すぐその薬をしまうんだ」

「……ほぅ。それは、帝野グループ社長の息子、としての命令かな？」

「なんだっていい！　どうしてもってんなら、俺を吹っ飛ばしてからにしろ」

「へぇ。いいのかい？」

「言っておくけど、どこまでも抵抗するからな！」

　衣楠はじっと将悟をにらみ……小さく肩を落とした。

「――将悟くんはずるい男だな。ボクはキミに、そんなことできる立場じゃない」

　そしてあきらめたように、針をポケットにしまう。

「心配するな。心乃枝は、衣楠の秘密をしゃべったりしないよ。そうだろ、心乃枝？」

「もちろんです！　わたし、水谷さんの秘密、絶対誰だれにもしゃべりませんから！」

　衣い楠くすは将しよう悟ごと心こ乃の枝えの顔を交互に見て……

「……ふん」

　少しふてくされたようにほおを膨らませ、そっぽを向いた。

　――よかった。衣楠、わかってくれたみたいだ。

「ところで、心乃枝は俺おれになんか用事だったのかな？」

「用事ってほどじゃないんですけど、一緒に夕ごはんなんてどうかな～って思って」

「うん。いいけど、どうしてまた急に？」

　聞くと、心乃枝は少し表情を曇らせてうつむいた。

「あの……最近の将悟さん、またわたしたちのこと、避けてません？」

「えっ。そんなことないと思うけど……」

「でも一緒に話していると、腰が引けてる感じで……。わたしだけじゃないです。神かん凪なぎさんも同じこと言って、心配してました」

　――そうか。俺、心乃枝や雅みやびが、本当は妹なのかもって思って、つい……。これじゃまた、心乃枝や雅を傷つけてしまうじゃないか。

　このまま黙ってたって、どうしようもない。確かに心乃枝や雅が『妹』だって可能性はある。だけど、そうじゃない可能性だってあるんだ。

「心乃枝。それから、衣楠も聞いてほしいんだ」

　将悟は座り直しながら、おもむろに言った。

「――また、『妹』が現れた」

　どういうことなのか、とっさにわからなかったらしい。

　二人はしばらく沈黙して、やがて衣楠が口を開いた。

「どういうことだい？　『妹』の正体は、鶴つる眞まくんだとわかったのだろう？」

「あぁ。ところがその後、俺の携帯にまた『妹』からの電話がかかってくるようになったんだ。新しい『妹』は、おそらく、間違いなく深み流りゆう院いん学園の中にいる。そして彼女は……俺と結婚しようとしてるんだ！」

「新しい『妹』……？」

　衣楠はとまどった声を出して、それから心乃枝の顔を見る。

「鶴眞くん。キミはまた、そんなことをして将悟くんを困らせたいのかい？」

　ぽかんとしながら聞いていた心乃枝は、顔を真まっ赤かにして首を横に振った。

「そ……そんな！　わたし、もう『妹』の電話なんてかけてません！」

　心乃枝は鞄かばんから携帯電話を取り出した。青い流線形のボディーが特徴的な電話だ。心乃枝の父が重役をつとめる会社『共きよう明あ日すカンパニー』で開発されたものの、発売中止になってしまった幻の機種である。

　最大の特徴として、高性能のボイスチェンジャー機能が搭載されている。本来は、アニメのキャラクターや芸能人になりきって遊ぶことを想定された機能だ。

「わたし、もうヘンな電話かけてません。本当にあのことは反省してますから……」

　心こ乃の枝えは携帯電話を握にぎりしめたまま、泣きそうな顔でうつむいてしまう。

　将しよう悟ごはかばうように、彼女の肩に手を置いた。

「何も心乃枝が新しい『妹』だなんて言ってるんじゃない。ほかの誰だれかが『妹』かもしれないじゃないか」

　しかし衣い楠くすは冷ややかな目を向けたままだ。

「ほかにって、誰がいるんだい？　鶴つる眞まくんが持っている携帯電話のボイスチェンジャーを使用しなければ、『妹』の音声は再現できないはずだ。――となれば、新たな『妹』の正体も、鶴眞くんとしか考えられないだろう？」

　もっともな意見だ。この携帯電話を持っているのは、心乃枝一人なのだから。

　将悟だって最初に新たな『妹』の声を聴いたときは、また心乃枝がいたずらしたのかと思った。今だってその疑念が消えたわけじゃない。

「でも……やっぱり落ち着いてよく考えると、妙なんだよ」

「キミが鶴眞くんをかばいたい気持ちはわかる。しかしだね……」

「そうじゃないんだ」

　将悟は衣楠の言葉をさえぎった。

「もちろん俺おれは、今度の『妹』の正体も心乃枝だなんて、信じたくない。でも、むやみにかばってるわけじゃない。客観的に考えても腑ふに落ちないんだよ。――衣楠が言うとおり、新たな『妹』の正体として一番あやしいのは、心乃枝だ。それは俺も否定できない」

　そっと心乃枝の顔を見ると、しゅんとうつむいている。

「――けど、だからこそ、だ。あやしまれるのが確実なのに、なぜそんなことをする？　今さら心乃枝が『妹』になるメリットが思いつかないんだ」

「なるほど。これで疑われないと思っているのなら、そんなバカな策略はないな。――けれど、仮に別の第三者がいたとして、どうやって『妹』の声を作れるんだ？」

「考えられるとしたら、ほかにも同じ電話を持ってる人間がいるって可能性だよな……」

　将悟は座ったまま、改めて心乃枝に向かいあった。

「なぁ心乃枝。その携帯電話って、心乃枝のお父さんが企画して、一年ほど前に販売中止になった……ってことでいいんだよな？」

「はい。なくなってしまうのがかわいそうで、試作品をパパからもらったんです」

「販売中止のいきさつって、わかるかな？」

「あるベンチャー企業から技術を買って、ボイスチェンジャー機能が開発されたそうなんですけど、あまりに高性能すぎて、犯罪使用されるかもしれないって指摘があったんです。結局、数ヶ月後にボイスチェンジャーが削除された後継機が発売されました。デザインも変更されたから、すぐ別機種だって見分けがつきますよ」

「それじゃあ、発売中止になった電話の試作品って、何台ぐらい作られたんだろう。まさか、心こ乃の枝えの持ってる一台だけとか……」

「そんなことないですよ。量産こそ開始される前でしたけど、見本用の本体が何台も作られてたはずです」

　ピン！と頭に響くものがあり、将しよう悟ごは思わず身を乗り出した。

「その、何台も作られた電話って、どこに行ったんだ!?」

「携帯電話の関連会社に配布されたと思います。販売店の販促用に配ったりとか、出版社に送って雑誌のレビュー記事を書いてもらったりとか。携帯電話コンテンツの開発会社に、開発用機材として渡したりもありますね」

「なら、そうした中の一台が流出して、『妹』が手に入れたってことも考えられるぞ」

「だが将悟くん。一般的に入手できないものを、一学生がどうやって手に入れる？」

「考えてみろ。ここは政財界の子息が多く集まる深み流りゆう院いん学園だ。――携帯電話に関連した企業の社員の娘が在籍している可能性だって、充分ある」

「新たな『妹』である第三者は、なんらかの経路で同型の携帯電話を入手した。――だとしてその第三者は、声を加工して正体不明の『妹』を演じる、というアイディアを、どのように思いついたんだ？」

　衣い楠くすは別の疑問を提示した。

　電話の『妹』とは、心乃枝が作り出した架空のキャラクターのようなものだ。その声や口調は、昔のテレビ番組『改造戦士グランベリオン』の登場人物をマネたものである。

　それとそっくり同じ演技を、別の人間がすることなんてできるのだろうか？

　将悟は考え……ふいに、ひらめいた。

「心乃枝が『妹』だってバレたとき、俺おれに真相を告白してくれたり、捜してくれたみんなにも謝ったりしてただろ。そのときの会話を聞けば、同じことができるじゃないか」

　心乃枝の『妹』騒動の終わり、彼女は責任を感じて学園を去ろうとした。そんな彼女を、みんなで手分けして捜したことがあったのだ。

「わたし、あのとき捜してくれたみんなに、ちゃんと説明しなきゃって思って、自分のしたことを正直に話しましたけど……。あ、もちろん、将悟さんに本当に妹がいるかもしれない、なんてことは言ってないですよ」

「将悟くんは、鶴つる眞まくんを捜索したメンバーの誰だれかが新たな『妹』だと言うのか？」

　あのとき心乃枝を捜してくれたのは、将悟のほかに、雅みやび、衣楠、芽め依い、それに天てん導どう生徒会長と国くに立たち副会長、担任の小こ都と里り先生の六人である。

　彼女たちなら、心乃枝がした『妹』のいたずらをマネたとしても、おかしくないが……その六人を疑わなきゃならないのか？

「いや、そうとも限らないぜ。心こ乃の枝えの告白を、誰だれかが盗み聞きしたのかもしれない」

「神かん凪なぎさんや天てん導どう会長たちは同じ女子寮住まいですから、寮のロビーとかで説明したこともあったんです。もしかしたら、そこで誰かに聞かれた可能性も……」

「壁に耳あり、って言うしな。――これなら心乃枝以外の誰かが『妹』になったことも、考えられるぞ」

「なるほど……。理屈としてはありえるな。将しよう悟ごくんが心情的に鶴つる眞まくんをかばっているだけ、と切り捨てることはできないか」

　衣い楠くすは納得したように、小さくうなずいた。

「整理すると、新しい『妹』は、流出したボイスチェンジャーつき携帯電話を手に入れた。そして心乃枝が『妹』を演じていたことを知り、マネをして俺おれに電話をかけてくるようになった。――そういうことだな」

「でも、誰がなんのために、そんなことをするんでしょう？」

　心乃枝が不可思議そうな顔をする。

「わからない。――ただ父さんの葬儀の日、『あなたの妹です』って話しかけてくる誰かがいたんだ。彼女は言ってた。俺と結婚しに来たって」

「鶴眞くんは、熊くま五ご郎ろう氏の葬儀には行ったのかい？」

　衣楠の問いに、心乃枝は首を横に振った。

「いいえ。前に将悟さんにもお話ししましたけど、深み流りゆう院いん学園の入試日だったんです。三日間の入試日程のうち、わたしの試験日が熊五郎さんのお葬式と重なっちゃって……」

　聞きながら、将悟はうなずいた。

「だが今度の新たな『妹』は、まさに、その葬儀の日に現れた『妹』なんだ」

　あの雪の葬儀の『妹』が、一年以上の時間を経て、また将悟の前に現れたのだ。

　窓の向こうに現れた『妹』が、今度は電話の向こうの『妹』として。

　――彼女は血のつながった妹なのか？　そして俺と、結婚しようとしてるのか？

　考えこむ将悟を前に、心乃枝も衣楠も黙りこんでしまった。
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「はぁ～。なかなかタイム伸びないなぁ……」

　屋内プールの更衣室に併設されたシャワールームで、雅みやびはため息をついた。

　五つ並んだシャワーはすべて空いている。部活が終わってみんな帰ってからも、雅は一人で残って、何度も五十メートルプールを往復していたのだ。

「来月中に、あと一秒は縮めないと。――今年は絶対、大会に出るんだから！」

　頭の中でクロールのフォームを思い描きながら、先日買ったばかりの競泳水着を脱ぐ。

　濡ぬれた水着が肌にピッチリ貼はりついて、少し脱ぎにくい。両方の肩の部分を脱ぐと、それからちょっとずつ丸めるように、胸から腰へと下ろしていく。

「大会に出て……将しよう悟ごに、見せてやるんだ。あたしだってカッコいいとこあるんだって」

　水着を脱いでカゴに入れると、雅みやびはシャワーの栓に手を伸ばした。キュッと音を立ててひねると、シャアッと勢いよく水流が飛び出す。

　それから手のひらで体中をふいて、染みこんだ塩素のにおいを洗い流した。

「む～……贅ぜい肉にくついてないよね……」

　なんだか気になって、両手で軽く、おしりを軽く握にぎってみる。

「あたし、おしりの形はいいって言われるんだよね……。引き締まっててさ……。む、胸はちょっと自信ないけど……」

　それから雅は、また将悟のことを考えた。

「し、将悟、胸とおしり、どっちが好きかな……」

　と、さっきからおしりを何度も何度もふにふにしている自分に気がついた。

「って、し、知らないわよっ！　スケベ！　ヘンタイ！　チカン!!　ほんと、将悟って信じらんない！　今日だって、あたしの水着イヤらしい目で見てたしさ！」

　自分から見せつけたことなど思いっきり棚に上げ、一人、ぷりぷりと腹を立てる。

「ま、いいわ。待ってなさいよ、将悟。水泳大会であたしのこと見直させてあげるから。カッコいいあたし見てから惚ほれなおしたって、遅いんだからねっ！」

　もう一度栓をひねってシャワーを止めた。

「もっと泳いで練習しないとね。明日は早く起きて、朝から練習しよう」

　ふたたび水泳大会の目標に向けて、拳こぶしを握って気合いを入れる。

　そのとき近くで、土を踏みしめるような足音がした。

「誰だれ!?」

　シャワールームの奥の壁に、曇りガラスの小さな窓がついている。

　雅は窓のそばに駆け寄り、ガラスの向こうをにらみつけた。外はもう夜だ。

「そこに誰かいるの!?」

　叫んでも返事はない。気のせい？

　――ううん、今、そこに誰かいた！

　鍵かぎを外し、そっと窓を開く。隙すき間まから涼しい夜風が流れこんで、ほおをなでた。

　窓のすぐ前には、学園を囲む高い塀が見えている。狭い裏庭だ。

　もう、人の気配はなかった。

　雅は指先を震わせながら、静かに窓を閉めると、カチリと鍵をかけた。



    

  
    
      


２章　誰だれかが妹を狙ねらってる？





　朝、今日も『妹』にたたき起こされた将しよう悟ごは、眠い目をこすりながら登校した。

　教室に入ると、もう雅みやびが席についていた。

　何やら考えこむように、両腕を組んで眉まゆをしかめている。

「おはよ、雅。早いな。今日も水泳部の朝練か？」

　自分の席に座ろうとすると、雅がキッとにらんできた。気分屋な彼女にしちゃ珍しくないけど、いつにも増して不機嫌そうだ。

「なんだよ。どうしたんだ？」

「みんな、信じてくれないんだから……」

　ボソッと言うと、弱気な顔でうつむく。

「何があったんだよ？　言ってみなよ」

「うん……。実は昨日、部活が終わったあと、あたし一人で残って練習してたのよ。それで部室のシャワー浴びてたら、誰かが窓の外にいて――のぞいてたみたいで……」

「のぞいてた……？　雅がシャワー浴びてるところ、見られたのか？」

「想像しないでってば！　イヤらしい!!」

「想像してねぇよ！　――けどマジだったら、すぐ先生に言ったほうがよくないか？」

「うん……。一応今朝の朝練で、水泳部のみんなに話したんだ。もしかしたら盗撮かもって話になって、更衣室やプールの点検をしたの。けど何も見つからないし、気配を感じたのはあたし一人だけだから、結局みんなにかん違いじゃないかって言われて……」

「それで『みんな信じてくれない』か……」

「だけど！　あたし昨日、一人ですごく怖かったんだよ！　制服着てプールの外に出るまで、ずっと震えてたんだから！」

「誰かがのぞいてたのは確かなんだな？」

「のぞいてたのかは、よくわかんないけど……。更衣室を物色しようとしてたのかも。下着盗もうとしてたとか」

「泥棒の可能性もあるな。――どっちにしろ、ほんとに痴漢目的だったら許せねぇな」

　コクリと雅はうなずいた。

「おはようございます、将悟さん、神かん凪なぎさん」

　声に振り返ると、心こ乃の枝えが教室に入ってきたところだ。

「どうしたんですか、二人とも？　深刻そうな顔してますけど……」

　心こ乃の枝えは将しよう悟ごたちを見て、きょとんとした顔で立ち止まる。

　雅みやびは、将悟にしたのと同じ説明を心乃枝にも聞かせた。

「のぞき魔……ですか……。怖いですね……」

　話を聞き終わると、心乃枝は自分の身を守るように、両手を胸に当てた。やはり女の子だと、最初に感じるのは恐怖なんだろう。

　予鈴の鐘が鳴って、小こ都と里り先生が教室に入ってきた。

　将悟たちの担任で歴史の先生だ。しかしその姿は中学生……いや小学生にしか見えない。今日は髪に、ペカッと笑顔をしたカエルのアクセサリーをつけている。

「ほーら、もうすぐホームルーム始めるぞー。みんな席につけー。女子にセクハラしてる男子はいねーだろーなー」

「はいっ！」

　教室の前のほうにいた男子生徒の田た中なかが手をあげた。

「どーした？　田中」

「僕たちは、小都里先生にしかセクハラしたくありません！」

「アホンダラーッ!!」

「ガフッ!!」

　先生の蹴けり上げたおみ足から飛び出したスリッパが、田中の口にスポッとはまった。

　なぜかしあわせそうな顔で目をまわし、田中はくずおれる。

「せんせーはセクハラするほうが好きなんだよっ！」

　――なんて高校教師ですか。

　呆あきれている将悟の横で、心乃枝が雅に話しかけた。

「神かん凪なぎさん。さっきのこと小都里先生にも相談してみますね」

　心乃枝はクラス委員で、小都里先生は生徒会の指導教諭だ。

「どうせなら俺おれたちからも、生徒会に直接説明してみるといいんじゃないか？　ちょうど生徒会長たちとも知りあいだしさ。あとで生徒会室に行ってみようぜ」

　雅はまだ不安そうに、コクリと小さくうなずいた。



　というわけで、休み時間、将悟と雅が生徒会室に向かって廊下を歩いていると……

「あ～んっ、侵入者よっ！　誰だれかが生徒会室に侵入したんだわっ！」

　突然、生徒会室の中から叫び声が響き渡った。

「この声は生徒会長!?」

　将悟は駆け出し、生徒会室の扉をバンッと開けた。

　長机が四角く並べられた生徒会室。部屋のまん中で、長く柔らかそうな髪を揺らした少女が、おろおろした様子で震えている。

　彼女が深み流りゆう院いん学園の生徒会長、天てん導どう愛ま菜なだ。

「天導会長！　どうした!?　大丈夫か!?」

　将しよう悟ごを見ると、愛菜の目にたちまち涙があふれ、ポロポロとこぼれ出した。

「いったい、何があったんだ!?　侵入者って、部屋を荒らされたのか!?」

　愛菜は、テーブルの上に置かれていたビニール袋を手に取って、パタパタと振った。

「ううぅ……。愛菜が楽しみに取っておいたタラコえびせん、いつの間にかなくなってたの～っ。きっと誰だれか忍びこんで、食べちゃったんだよぉ～っ」

「…………は？」

「今日のおやつ、楽しみにしてたのに～っ。愛菜にイジワルしてるんだ～っ。ひ～んっ」

　と、机に座って書き物をしていた少女が立ち上がり、スタスタと愛菜の後ろに歩いてきた。持っていた書類を丸め、愛菜の頭をペシッと叩たたく。

「天導会長のおやつではありませんっ。来客用に買い置きしておいたものです！　昨日、お見えになった教育委員会の方々にお出ししたんです！」

　この、本物よりよっぽど生徒会長に見えるしっかり者が、生徒会副会長の国くに立たち凜りん香かだ。一年生でこの春に入学したばかりなのに、こうして生徒会を支えている。

　実家は旧華族の血を引く家系で、正真正銘のお嬢さまなのだ。

「愛菜の分も残しといてくれてもいいじゃな～いっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　椅い子すにくずおれながら、愛ま菜なはうるうると凜りん香かに訴うつたえかけた。

「知りませんっ」

　元の席に座りながら、ようやく凜香が将しよう悟ごたちのほうを見た。

「お騒がせしましたわ。それでセンパイがた、何かご用ですか？」

　凜香は何事もないかのように、落ち着き払った声で言う。

　――もうすっかり慣れっこかよ。

　それから、雅みやびはのぞき魔のことを凜香たちに説明した。

　話を聞いた凜香は、あごに手を当て難しい顔をした。

「……水泳部にのぞき魔、ですか。うーん……」

「そう！　あたしシャワー浴びてるとこ見られたんだから！」

「一応、水泳部から簡単に報告は受けていますけど……見まちがいではないか、とも聞いておりますが」

「そんなはずないわよっ！　信じてくれないの!?」

「雅、落ち着けって」

　将悟は怒る雅を押さえて、代わりに聞いた。

「国くに立たちさん、何か、のぞき魔対策とか考えられないかな？」

「一応、先生がたと相談して、帰りのホームルームで注意をうながす予定です。皆で警戒すれば、不審者も近づけませんわよ」

　のぞき魔の報告を信じているのかいないのか、その対策はあまりに簡単なものだ。

　もっとも、雅以外にはっきりした被害が出ていない以上、あまり大々的にも動けないのかもしれない。

　むやみに生徒を不安がらせても、よくないだろうし。

　結局、そのまま将悟と雅は生徒会室をあとにした。

「ちぇっ。こんなんじゃ、のぞき魔にされたい放題だわ」

　廊下を歩きながら、雅は不満そうにほおを膨らませている。

「証拠でもないと、警察にも相談しづらいだろうしなぁ」

「そんならさ、あたしがなんとかしようじゃないの。自分の身は自分で守んなきゃ！」

「なんとかって、どうするんだよ？」

「のぞき魔はまた現れるわ。犯人は現場に戻るって言うでしょ。だから張り込んで、取っ捕まえてやるのよ！」

「取っ捕まえるって……危険じゃないか？　のぞき魔っていっても、どんな人間かわからないんだぞ。ここは副会長が言うとおり、みんなで警戒して……」

「いいこと将悟！　止めたって、あたしはやるから。水泳の特訓をジャマした罪、思い知らせてやるんだから！」

　雅みやびはグッと拳こぶしを握にぎり、瞳ひとみの中で正義の炎をメラメラ燃え上がらせた。
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　陽はすっかり落ち、空には月が出ている。この時間、生徒も教職員もほとんど帰宅し、学校内に残っているのは用務員や警備員などわずかな人だけだ。

　広い学園敷地内は昼間の賑にぎやかさが嘘うそのように、シンと静まり返っている。

「よ～し、これでバッチリだわ」

　踏み台から下りて、雅は満足そうに見上げた。

　ここは屋内プールの女子更衣室。左右に着替え用のロッカーが並んでいる。

　隣で将しよう悟ごは、どうにも反応に困りながら、雅の視線の先を見た。

「なぁ、雅。これ……なんだ……？」

　両側のロッカーの上にロープを渡してハンガーをかけ、そこに一着のスクール水着がぶら下がっていた。

　窓からの月明かりに照らされ、隙すき間まから吹きこむ風にぷらーんと揺れている。

　……シュールだ。実にシュールな光景だ。

「エサよ。のぞき魔をおびき寄せるエサに決まってるじゃない」

「エサ？」

「そ。この位置なら、窓の外から水着が見えるでしょ？　のぞき魔が気づいたら、スクール水着が干してある！　って喜んで、ピラニアみたいに食らいつくに決まってるわ」

　ピンと張られたロープの両端は、ロッカーの上に置かれたポリバケツに結びつけられている。スクール水着を引っぱると両側のバケツが倒れ、中の泥がぶっかかる仕組みだ。

　雅の渾こん身しんの一作である。もっとも、バケツの泥くみをさせられたのは将悟だが……。

「ワナにかかったのぞき魔がひるんだ隙すきに取り押さえるのよ」

「……のぞき魔を野ウサギかなんかと間違えてないか？」

　結局将悟は、犯人を捕まえる使命に燃えた雅を止めることができず、こうして協力するハメになったのだ。

　雅が一人でのぞき魔と出くわしたら危険すぎる。なら、将悟がそばにいるしかない。

「とにかく、取り押さえるのは俺おれがやるからな。危ないから雅は離れてろよ」

「援護射撃はまかせてよ」

　雅は得意気に、腰のポーチから小さな木の枝とビニール袋を取り出した。

　枝は二ふた股またにわかれ、太いゴム紐ひもが結びついている。ビニール袋には泥団子が何個も入っていた。即席で作ったパチンコだ。

「ふふふ、決戦のときには、あたしの最終兵器が火を噴くわ！」

「いや、火は噴かないと思うんだけど。泥だし」

　とりあえず、のぞき魔がおとなしく捕まってくれるのを願う将しよう悟ごだった。

「――ところでさ、俺おれ、女子更衣室に入ってて、いいのかな」

　将悟は居心地悪い思いで室内を見まわした。女の子が着替えてるわけでもない更衣室なんて殺風景なだけだけど……。

「しょうがないでしょ。でも平気よ。今日は部のみんな、荷物は家に持ち帰ってるから。将悟に盗られそうなものは置いてないわ」

「盗らないって。――で、あのスクール水着は……雅みやびが着てたものなのか？」

「何イヤらしいこと考えてんのよっ！　触ったらぶん殴るから！」

「さ、触んねーってば」

　ぶん殴られちゃかなわねぇ。将悟はあわてて後ずさりし、スクール水着から体を離した。

「何よその、汚いものから離れるような動きは」

「お前が触るなって言ったんだろっ!?」

「ふんっ。――とにかく、ここにいたらのぞき魔が近づかない。ほら、隠れてよ」

　雅に押されて、部屋の隅に移動した。ロッカーと角の壁に挟まれた、コの字型の狭い空間がある。窓からの侵入者にとって、死角になる場所だ。

　よっこらしょ、と将悟はその空間に体を入れた。

「しかし狭いな……。立ってるのがやっとだ。――雅はどこに隠れるんだ？」

「あたしもそこに隠れるんだから、もうちょっと詰めてよ」

「ちょ、ちょっと雅っ！　ムチャだ、二人も入れないってば！」

　一人が立つのがやっとの空間に、雅は強引に体を押しこめてきた。

「ほら、これじゃ外から見えちゃうから。もっと中に行ってよ！」

「これ以上無理だって！」

「だから足をこっちに動かせばいいでしょ！」

「ムチャだ！　足がつる、つるから！　雅こそ、体をもっと横にだな……」

「や、やめてよっ。そんな格好、できないわよっ」

「けどこのままじゃ、胸当たってるぞ」

「今度やらしいこと言ったら引っぱたく！」

「引っぱたけるほど動けるときに言ってくれ！」

　そんなこんなで、ツイスターゲームのごとく両手足の位置を試行錯誤した結果……狭い空間に、ピッタリと二人の男女が収まった。

　壁とロッカーに挟まれ、向かいあって立ったまま、体の正面が密着している。

　手をあげようとすれば雅の体に触れてしまいそうで、身動きすらできない。

「なぁ雅……。俺たちいったい、何やってるんだろう……？」

「将しよう悟ご、コーフンしないでくれる？」

「してねぇよ！」

「……あたしとこんなにくっついてもコーフンしないんだ。そんなに魅力ないんだ」

「お前はコーフンしてほしいのかしてほしくないのか、どっちだ」

「どっちもイヤ!!」

　――しかしコーフンするなって言われても、こんなに雅みやびと密着してたら……ヘンな気分になっちまうぜ。のぞき魔よ、来るなら早く来てくれ……。

　雅は緊張しているのか、はぁはぁと大きく息をし始めた。そのたびに熱い吐息が首筋にかかり、大きく上下する胸が将悟の体を押した。

　彼女の平らな胸が、今ばかりはやたらと柔らかそうに思えてしょうがない。

　イヤでもドキドキして、こっちの鼓動まで雅に伝わってしまいそうだ。

「み、雅。心を落ち着けろ。落ち着けるんだ」

「どうやってよ……」

「いいか。俺おれたちは人間じゃない。石ころだ。ブロックだ。空間にはまって消される、はかない運命のテトリスブロックだ」

「て、テトリス……？」

「そうだ。テトリスになった気分で、頭でロシア民謡を流すんだ」

「なんでロシア民謡なの」

「テトリスは元々ロシアで作られたゲームなんだぞ」

「へーっ、知らなかった」

「テトリスが世界中で大ブームになったとき、西側資本主義諸国の生産能力を低下させる、共産国家の陰謀だと噂うわさされたほどなんだ」

　……女の子と密着しながら、なんで旧ソビエト連邦製テレビゲームのうんちくを語っているんだろうと思う将悟だった。

　そんなふうにして、雅とぴったりくっついたまま、ひたすら長いようにも短いようにも思える時間が過ぎていって……。

　カツッ――。ふいに、更衣室の外で物音がした。堅い床を歩く足音。

「将悟、誰だれか来たよ……」

「シッ!!　静かに」

　足音は、扉のほうから聞こえてくる。

　カッ――カッ――。足音は一歩一歩、着実に扉の前に近づき……止まった。

「マズいな。窓じゃなくて扉から入られると、すぐ見つかっちまう……」

「どうすんのよ」

「こうなったら、扉を開けた瞬間に、飛びかかる」

　小声で言うと、雅みやびはコクコクとうなずいた。

　将しよう悟ごは隠れていた空間から体を引き抜こうとして……動けなかった。

「あ、あれ……抜けない……？」

「何やってんのよ、将悟」

「体が抜けないんだ。ちくしょ、どうなってんだ……」

「ひ、引きずらないでよっ。痛いってば！」

　体がピッタリ重なったまま、空間にはまりこんだらしい。

　扉の向こうで、カチャリと侵入者がドアノブをまわす音がする。

「入ってくるよ！　ど、どうするのよ、将悟！」

「こうなったら……。雅、ちょっと痛くても、ガマンしてくれ！」

　将悟は雅の脇わきの下に両手を入れた。

「ひゃうっ!?」

　雅のほっそりした体を抱え、自分の体と一緒に、少しずつ横にずらしていった。

「や、し、将悟っ、く、くすぐったいってば！　背中がこすれてるっ」

「ガマンしてくれ！　あとちょっとだから！」

　壁とロッカーに挟まれて、ズリズリと服のすれる音が響いた。二人の体は少しずつ横に押し出され……半身が抜けたところで、将悟は両足に力をこめ、一気に踏みこんだ。

　次の瞬間、シャンパンの栓のように二人はコの字型の隙すき間まから抜け出た。突然無重力空間に投げ出されたように体が一瞬浮き上がり……

　倒れて背中を床に打ちつけた。

　その上に雅が倒れこみ、将悟の体がボフッと鈍い音を立てる。

「ぐはっ。――だ、大丈夫か、雅」

「いたた……。もう、将悟ったら無理に引っぱんないでよ……」

　そのとき、カチャッと扉の開く音が響いた。

「しまった、遅かったか！」

　振り返った直後、強烈な光に視界が白くなる。

「だ、誰だれだっ!?」

「将悟さん!?　それに神かん凪なぎさんまで……」

　あっけに取られたような、心こ乃の枝えの声が聞こえた。

　懐中電灯の光に目が慣れ、徐々に視界が戻る。

「あ、あれ……？　心乃枝……？」

　将悟は思わず目をしばたたいた。

　そこに立っていたのは、驚いてまん丸な目をした心乃枝と、呆ぼう然ぜんと立って見下ろしている生徒会の二人……愛ま菜なと凜りん香かだったのだ。



「もうっ。将しよう悟ごさん、こんなところで何をしてたんですかっ！」

　明かりのついた女子更衣室。心こ乃の枝えはほおを膨らませて、プンプンと怒っていた。

「神かん凪なぎさんもですよ！　女子更衣室に将悟さんを連れこむなんて……」

「連れこんでないわよっ。のぞき魔を捕まえてやるんだから、ジャマしないでよね」

「まぁまぁ、二人とも落ち着いてくれよ」

　将悟は、にらみあっている雅みやびと心乃枝をなだめた。

「雅一人にするのも危険かなって思ってさ。――心乃枝たちはどうしたんだよ？」

「放課後、のぞき魔のことについて、校内で聞いてまわったんです。そしたら、ほかにも何人か、あちこちの更衣室付近であやしい気配を感じたって人がいて……」

　心乃枝の言葉に、隣の凜りん香かも小さくうなずいた。

「それで、念のため校内を見まわることにしたんですの」

「そうなの～。夜の学校って、なんかドキドキするよね～」

　愛ま菜なが一人、まったく空気を読まずにわくわくしている。

「けど、女の子だけで危ないだろ。俺おれに一声かけてくれれば手伝ったのに」

「ご心配には及びませんわ。こう見えても体術には多少の心得がありますので」

　センパイなどに負けませんわ――とでも言いたそうな顔の凜香である。

「凜香ちゃん、ケンカ強いんだよ～。真しん空くう拳けんだって出せるんだから～」

「いくらなんでも、そんな大げさな……。なぁ、国くに立たちさん」

「あら？　センパイ、試してみますか？」

「……いや、そこは否定するとこだろ」

　それから、将悟はもう一度心乃枝に向き直った。

「それで見まわって、不審者とか見つかった？」

「わたしたちが見た限りでは、何もなかったです。それで最後に、プールを見まわりに来たんですが……」

「わざわざ来てみれば、なんなんですか、あれは」

　凜香は、更衣室のまん中に干されたスクール水着を見上げた。

「のぞき魔を捕まえるワナだ、などと言いませんわよね。子供じゃあるまいし」

　バカバカしそうな声に、雅の顔がサアッと赤くなった。

「ななな、何言ってんの。もちろん洗濯して干してあるだけよ。ワナだなんて、こんなのに引っかかるバカいるわけないってーの。あは、あはははは……」

　――おい雅。さっきまでの自信満々ぶりはどこに行った。

「ともかく、センパイがた。これで帰りますわよ。『夜間は帰宅し、学生らしい生活時間を心がけること』と深み流りゆう院いん学園校則にもあります」

「ちょっと待ってよ。あたし、まだのぞき魔捕まえてないわよ！」

「こんなところで待っても、捕まえられませんわ。それに見まわりの警備員さんに見つかったら、怒られますわよ」

「じゃいいわよっ。一人でも徹夜で見張るから」

　半ばムキになる雅みやびを、心こ乃の枝えがなだめた。

「神かん凪なぎさん、今夜は帰りましょうよ。――今日のクラス委員会で、のぞき魔のことが議題に出たんです。それで小こ都と里り先生、明日から警備員さんを増やすって約束してくれましたから。もう心配いりませんよ」

「む～……。そんなこと言ってもさぁ……」

　雅はまだ不満顔だ。意地っ張りにも見えるけど、無理ないのかもしれない。

　不安なんて理屈でなくせるものじゃない。雅はのぞかれた張本人なんだ。

「だったらさ、明日から雅が部活してる間、俺おれがまわりを見張っててやるよ。のぞき魔なんか近づかせないから」

「そんなことしたら、今度は将しよう悟ごにのぞかれるかも！」

「のぞかねえってば。――な。これなら、雅も少しは安心できるだろ」

「……わかったわよ。そんなに言うなら、今日は帰ってあげる！　明日から、ちゃんと見張りなさいよね！　ほんとはのぞき魔捕まえなきゃ、気がおさまんないけど！」

　言いながら、ぷいっとそっぽを向く雅だった。相変わらず素直じゃないな。

「じゃ、今夜はお開きにしようぜ。もう遅いし、みんな寮まで送っていくよ。――その前に雅、このスクール水着片づけないと」

　将悟は、ぷらぷら揺れているスクール水着に手を伸ばそうとした。

「ちょっともー、将悟は触んないでってば！」

　とっさに、雅が恥ずかしそうにスクール水着を引ったくる。

　と、かけてあったロープが引っぱられ……雅の顔が一瞬にして青ざめた。

「しまっ……」

　気づいたときには、もう遅かった。ロープの両端に結びつけられた二つのバケツは、ロッカーの上でぐらりと傾き、次の瞬間――

　ドバアアアアアッ!!

　滝のような泥が五人の頭上に降り注いだ。

　将悟も女の子たちも、思いきり派手に泥をかぶって……頭からつま先まで、にごった灰色にべっとりと染まってしまう。

「ななな、なんですかっ、これはっ!!」

　凜りん香かが怒ど鳴なると、雅はひっと身をすくめた。

「ご、ごめーん……」

「しかしすげぇ臭さだな……」

　将しよう悟ごは鼻をつくようなにおいに息を止めた。

　雅みやびはうなだれて……ふと思いついたように手を叩たたいた。

「そうだ！　水泳部のシャワーで洗えばいいじゃない！」

　更衣室の壁にある小さな扉を指す。向こうがシャワールームになっているらしい。

「でも泥だらけの服着たら、また汚れてしまいますよ」

　心こ乃の枝えが服のすそをつまみ上げながら言う。

「うーん。だったらさ、あたしたちがシャワー浴びてる間、将悟に教室からジャージ取ってきてもらえばいいじゃん」



　と、いうわけで。将悟は一人、校舎の廊下を早足に歩いていた。

「ったく、雅のやつ人使いが荒いんだから……」

　――まぁ、一緒にシャワー浴びるわけにいかないけどさ。

　夜の校内には誰だれもいない。壁が月明かりにほんのり白く照らされて、そのへんから幽霊が飛び出してもおかしくない雰囲気だ。

「雅が見たのぞき魔って、幽霊だったりして……」

　一人で冗談を言いながら、暗い廊下を歩いて、校舎二階の自分のクラスに向かった。

　教室に入ると、後方に生徒用の小さなロッカーが並んでいる。

　心乃枝に借りた懐中電灯で順に照らしていくと、『鶴つる眞ま』の名札があった。

「これが心乃枝のロッカーだな」

　借りた鍵かぎで戸を開けた。中には何冊かの辞書や、家庭科の授業で使うらしい裁縫道具なんかが入っている。その横に、褐色のジャージが丁寧にたたまれていた。

　ジャージを手に取り、ロッカーを閉める。

「心乃枝のジャージか……」

　――これ、心乃枝が着たあとなのかな……。

「いっ、いやいやいや。――ていうか、こんなところを誰かに見られたら、それこそ変質者そのものだよな」

　なるべくジャージから顔を離し、今度は雅のロッカーを探す。

　ロッカーを開けると、くしゃっと丸まったジャージが乱雑に放ほうり投げられていた。

「雅め、もう少しきれいにしまえよ……」

　軽くたたみ直し、二人分のジャージを抱え持つ。

　教室を出ると、次は同じ階にある愛ま菜なのクラスに向かった。

「これが天てん導どう会長のだな」

　愛菜のロッカーを開けると、バサバサッとお菓子の空き袋がこぼれ落ちる。

「これ、生徒会室から持ち出したんじゃないだろうな……」

　とても凜りん香かには見せられないなぁと思いながら、将しよう悟ごは空き袋をロッカーにつっこんだ。ジャージは……と見ると、ロッカーの奥に丸めて入れられていた。

　取り出すと、なぜか上着のそでとズボンのすそが蝶ちよ結うむすびにされている。

「……相変わらず、よくわからんことをするなぁ」

　最後は凜香の教室だ。一年生の凜香のクラスに向かう。

　凜香の教室に入って彼女のロッカーを開けた。

　中は小箱が並べられ、きちんと整せい理り整せい頓とんされていた。

「さすが国くに立たちさんだな。こんなところまでしっかりしてるなぁ」

　感心しながら、たたまれたジャージを取り出す。

　ピッチリとアイロンがけされ、シワもついてない。

「……ちょっと、しっかりしすぎのような」

　シワをつけたら怒られそうだ。なるべく形かたくずれしないように、そっと抱え持った。

「よし、これでみんなの分、そろったな」

　いつまでも、泥棒と誤解されそうなことしてられない。急ぎ足で校舎を出て、プールの建物に向かう。

　夜空の下でひゅうっと一筋の風が通り抜けたとき、将悟は立ち止まった。

　――誰だれか、いる？

　目の前にプールの建物がある。その周囲に並ぶ木立の一本。

　暗い木こ陰かげで、何かが動いた気がした。

　――まさか、のぞき魔か!?

　将悟は駆け出し、木陰に近寄った。が、誰の気配もない。

　逃げたのか？　あたりを見まわすが、建物の陰で暗く、はっきりと見えない。

　――そうだ、まずみんなに知らせないと！

　ここは女の子の安全が優先だ。

　きびすを返し、プールの入り口に向かって走った。

　建物に入ってプールサイドを駆け抜け、女子更衣室の扉に近づいたときだ。

「きゃあああああっ!!」

　悲鳴が響き渡った。

「この声……天てん導どう会長!?」

　――しまった、のぞき魔に先回りされたのか!?

　将悟は更衣室の扉に走り寄って、バンッ！と一気に開けた。

「みんな！　大丈夫か!?　のぞき魔は!?」

　次の瞬間、将悟と女の子たちは、お互いの顔を見つめながら硬直した。



    

  









    
      　彼女たちは泥だらけの服を着るわけにもいかず……ほとんど裸はだかの状態だったのだ。

　部屋に荒らされた形跡もなく、シャワーからあがってくつろいでいるところだったらしい。むしろ突然踏みこんだ将しよう悟ごに、呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。

　しばらく、誰だれも微動だにできないまま時間が流れ……

「「「「いやあああああああっ!?」」」」

　四人同時に、五十メートルプールが激しく波立つほどの悲鳴を上げた。



「……やっぱり将悟はエロ将悟だったんだ。このチカン」

　ジャージに着替えた雅みやびが、ジトッとした目を向けた。

「わざとじゃないって。律儀に一人ずつ引っぱたかなくてもいいじゃないか……」

　将悟は大きなアザのできたほおをさすりながら、ぶつぶつと文句を言う。

　凜りん香かが真まっ赤かな顔で怒ど鳴なった。

「当たり前ですっ。まだ殴り足りませんわっ」

「まぁまぁ国くに立たちさん。このくらいで将悟さん、許してあげましょうよ」

「鶴つる眞まセンパイがそんな甘い態度だからつけ上がるのですっ」

「さっきの天てん導どう会長の悲鳴はなんなんだよ。それで俺おれ、てっきりのぞき魔が現れたのかと思ったんだぞ」

　すると、不安そうな顔で自分の制服をまさぐっていた愛ま菜なが顔を上げた。さっきから何かを探しているらしい。

「ない……何度捜しても、やっぱりないの……」

「何かなくしたのか？」

「愛菜のＩＤカードがないの。ポケットに入れといたのに……。床にも落ちてない……」

　凜香が愛菜の制服をのぞきこんだ。

「カードの管理はしっかりしてくださいと、いつも言っていたではありませんか」

「ＩＤカード？　なんのカードなんだ？」

「生徒会役員のカードですわ。紛失したのなら、明日、先生に報告して再発行してもらうしかありませんわね。それとセキュリティの変更も忘れずに、ですよ」

「うん……。帰りに生徒会室をロックしたときは、ちゃんとポケットに入れたのに……」

　将悟は、凜香たちの言葉が気にかかった。

「セキュリティって？　ただの身分証じゃないのか？」

「ＩＤカードは、生徒会室の電子ロックの鍵かぎになるのです。再発行したらセキュリティコードを変更しないと、古いカードを拾われて不正使用されるおそれがありますわ」

　そのとき、将悟の頭に妙な不安が渦巻いた。

　最初に雅が気づいた、プールの更衣室に現れたのぞき魔。

　不審者は、校内の各更衣室付近にもいたらしい。

　そして、ついさっき将しよう悟ごがニアミスした謎なぞの気配。

　たった今、愛ま菜ながシャワーを浴びている間に紛失したＩＤカード。

　カードは生徒会室の鍵かぎになっている……。

「のぞき魔じゃない！」

　突然、将悟は叫んだ。

「わかったぞ……。のぞき魔――いや、不審者の目的は、ＩＤカードだったんだ。カードを盗めそうな隙すきをうかがって、更衣室の近くをウロウロしてたんだよ！」

「衣服の中にカードがないか、捜してたってことですか？」

「たった今、プールの近くに誰だれかがいるのを見たんだ。そいつが、みんながシャワーを浴びてる隙に更衣室に忍びこんで、制服から天てん導どう会長のＩＤカードを盗んだんだよ！」

　言われて、心こ乃の枝えが更衣室の扉を見た。

「そういえば鍵、かけてませんでした。誰もいないって思ってたから……」

「今の校舎には人がいない。ＩＤカードがあれば生徒会室に自由に侵入できるぞ」

「ですが、生徒会室に忍びこんで何を盗むのです？　たいした貴重品も置いてませんわ」

「そうだよ～。パソコンがあるけど、あんな重いの持てないよ～」

　愛菜の言葉に、凜りん香かはハッと気がついたらしい。

「パソコン……!!　そうですわ、カードがあれば電子ロックだけでなく、あの端末から学園のデータベースにアクセスできます！」

「データベース？」

「入学願書をもとに作成された、詳細な名簿が見られるんですの。本人のプロフィールはもとより、家族の情報まで記載されています。――学園の生徒でも、許可がなければ閲覧してはいけないものですわ」

　深み流りゆう院いん学園は、政財界の子息が多く通う学校だ。資産家の親を持つ生徒も多く、そのため在校生徒の個人情報は、ひときわ厳重に管理されているのだ。

「そんな名簿だったら、犯罪のための参考にされるかもしれないな。あるいは不法な名簿業者に売れば、大金になる……」

　たちまち更衣室の中は、緊迫した空気に包まれた。

「わたし、生徒会室に急ぎますわ。侵入前にセキュリティを変更すれば間にあいます！」

「犯人がいるかもしれない。俺おれも行くぜ」

　うなずきあい、一同は生徒会室目がけて駆け出した。
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　将しよう悟ごと凜りん香かは並んで校舎の階段を駆けのぼり、生徒会室の扉にたどり着いた。心こ乃の枝えたちは後方で待機して、不安そうに見つめている。

「国くに立たちさん、どうだ？」

　凜香は扉の脇わきにつけられた電子ロックの電光板を見つめた。赤く『ＣＬＯＳＥ』の文字が浮かび上がっている。その下には、タイマーのような表示があった。

「ほんの少し前に、ロックを開けた記録が残っています。――先に侵入されてしまったようですわね」

「今、犯人が中にいるんだな。開けられるか？」

「はい。――準備はいいですか？」

　凜香がジャージのポケットからＩＤカードを取り出し、電子ロックの読み取り部分にかざす。ピッ――と静かな廊下に電子音が響き、電光板の表示が『ＯＰＥＮ』に変わった。

　将悟は大きな扉を力任せに押し、生徒会室の中へと駆けこんだ。

「誰だれかいるのか!?」

　明かりはついてなく、暗い。窓の外に、月明かりに照らされたグラウンドが見える。

　部屋の奥で、ブーンと静かな機械音が響いていた。見ると部屋の隅に、一台のパソコンがある。ちょうどＯＳが起動したところらしい。

　直後、モニターにデスクトップ画面が明るく表示され、無人の室内をほんのり照らす。

　――侵入者が電源を入れたんだな。

　あれが名簿データにアクセスできるパソコンだろう。やはり狙ねらいは生徒名簿か。

　だがパソコンの前には誰もいない。将悟たちに気づいて隠れたようだ。

　――誰だ。どこにいる……。

　将悟はそろりそろりと慎重に、パソコンに向かって歩いた。

　と――影が忍び寄るように、背後に何かが下り立つ気配がした。

　瞬間、将悟は全身が硬直した。動けなくなった。気がついたときには両手を後ろにまわされ、手錠をはめられたようにガッチリつかまれている。

「くっ……!?」

　動けず、叫び声すら引きつってしまう。

　この体術の使い手は……もしや……。

　背後で、モニターの明かりに照らされ、大きなサングラスをかけた顔が浮かび上がる。

「まさか、こんなに早く追いつくとはね。さすがは将悟くんだ。――悪いようにはしない。今すぐこの部屋から出て、今見たことを忘れてくれたまえ」

「い、衣い楠くす……か？　な……何をしてるん……だ……」

「これも将悟くんと――帝みかど野のグループのためだ」

　ぐい、と、将悟の腕がひねりあげられる。

　抵抗すらできないまま、将しよう悟ごが痛みに悲鳴を上げそうになったとき――

「センパイっ！　離れてくださいっ!!」

　暗くら闇やみに凜りん香かの声が響き、直後、周囲の空気が震えた。

　ボンッ！と音を立て、パイプ椅い子すの跳ね飛ぶ音がする。鉄の塊のような風圧が急速に近づいた。衣い楠くすは舌打ちし、将悟の手を離して飛び退のく。

　将悟は巨大な風圧をもろに背中に受け、なぎ倒され、ビタン！と体を床に打ちつけた。

「ぐはっ！　――てててて……な、なんだ……？」

　パチパチッと天井の光が明滅し、生徒会室の蛍光灯がついた。部屋が明るく照らされる。見ると、心こ乃の枝えが扉の横にある電灯のスイッチを入れていた。

「凜香ちゃんの真しん空くう拳けん出た～！　明るかったらよく見えたのに～」

　心乃枝の横で愛ま菜なが、相変わらず空気を読まないのんきな声で叫んだ。

　――ていうか真空拳って……。マジだったのかよ……。

　凜香は、窓際に下り立った黒装束とサングラスの人物――衣楠を見据えていた。

「あなた、何者ですの？」

「……キミたちは知らなくていい」

　押し殺した声で言う。普段の衣楠とは似つかない声だ。凜香は……いや、将悟以外のみんな、目の前にいる黒装束の正体に気づいてないらしい。

　衣楠は素早く両腕を構えると、凜香に向かって大きく跳ねた。

「国くに立たちさん！　避けろ！」

　将悟が叫んだ直後、ペチャッと水っぽい固まりのつぶれる音がした。

「……くっ!?」

　飛んできた何かが当たったらしい。衣楠は宙でバランスをくずし、床にひざをつく。

「な――！　なんだ、これは!?」

　彼女の顔にベッタリと泥がついていた。両手ではらい落とそうとすればするほど、ぬかるんだ泥が顔中に広がっていく。

「のぞき魔は、このあたしが絶対に許さない！」

　衣楠の正面に、泥玉パチンコを構えた雅みやびがいた。

　雅はめいっぱいゴムを引っぱり、二発目の泥玉を放った。勢いよく飛んだ泥が、今度は衣楠の胸元に直撃する。漆黒の黒装束に、べっとりと泥が広がった。

「や、やめろ！　異臭を放ってるぞ！」

「へへんだ。いいこと？　その泥はね、近所のドブで汲くんだメチャクチャ臭いやつなんだから！　一週間はプンプンにおうの、覚悟しなさいよ！」

　さっき泥をかぶった女の子たちが、思いきりイヤそーな目で雅を見つめた。

　――そうさ。ドブに入って泥くみしたのは俺おれさ。通りかかったおばちゃんに、「若いのにドブさらいなんて感心ねぇ～」って褒ほめられたさ！

「な、なんたることをっ！　これでは隠密行動に支障がっ！」

　衣い楠くすはすっかり気が動転した様子で叫んだ。

　――そういやあいつ、やたら体臭を消すことにこだわってたっけ……。

「くうっ!?　においが、異様なにおいが体に擦すりこまれるっ!!」

　黒装束のすそに手をかけ、一気にまくり上げる。顔の泥をはらおうとして、大きなサングラスが落ちた。

「って、水みず谷たにくん……!?」

　パチンコを構えたまま、雅みやびが呆ぼう然ぜんとしながら叫んだ。

　今そこに、黒装束を脱ぎ捨てた衣楠が……フリフリとかわいらしいフリルのついた、ピンクのブラとパンツ姿の彼女が立っていた。



「くっ……。一生の不覚だ……。自ら女という秘密をさらしてしまうとは……」

　衣楠はパイプ椅い子すの上でひざを抱えて座り、うなだれている。

　下着姿で、しかも顔中泥だらけの姿はあわれというかなんというか……。

「あの……。タオル使いますか？」

　心こ乃の枝えが気をきかせて、濡ぬらしたタオルを差し出している。彼女だけは衣楠の正体を知っていたから、すぐに状況をのみこめたようだ。

「将しよう悟ごくんの部屋で気配を消させてくれないから、隠密行動に支障をきたしたんだ」

　衣楠が恨みがましい目を向ける。

　――気配を消すって、俺おれの部屋で裸はだかになるあれかよ。

　ともかく、こうなったら隠すこともできない。

　将悟は雅と凜りん香か、愛ま菜なに、衣楠のことを説明した。衣楠は普段男装している女性で、帝みかど野のグループの人間であり、将悟の身辺警護をしているということを。

「衣楠。どうしてこんなことするんだ？　ＩＤカードまで盗んで……名簿のためか？」

「察しのとおりさ。深み流りゆう院いん学園のデータベースは、学園内の主要コンピューターからアクセスしないと閲覧できないからね」

「やっぱり……あのことのためか？」

　あのこと――。『妹』のこと……。おそらく衣楠は『妹』の手がかりを探して、学園の名簿を調べようとしたのだろう。

「あのこと、ってなんですか？」

　聞いていた凜香が、苛いら立だった声を上げた。

　将悟は『妹』のことを話すべきかどうか迷った。

　しかし、ここにいる女の子たちには、迷惑をかけてしまった。それに彼女たちは、前に心こ乃の枝えがいなくなったとき、捜すのを手伝ってくれた恩もある。

　ここにいるみんな、信頼できる人たちだと思う。ここは隠しとおすより、素直に話したほうがよさそうだ。

「以前、心乃枝が俺おれの『妹』だって名のる電話をしたことは、聞いてるよな？　みんなが捜してくれたときだ。――そのときと同じ声の『妹』が、また俺に電話をかけてくるようになったんだ。正体はわからない。ただはっきりしてるのは、この学園にいる誰だれかだってことなんだ」

　衣い楠くすはうなずきながら立ち上がった。

「新たな『妹』は、ボイスチェンジャー機能つきの携帯電話を入手した可能性がある。そこで在校生の詳細な名簿を調べれば、携帯電話関連企業の親を持つ女子生徒を把握できると考えたんだ。――じゃあ、ボクは名簿を閲覧させてもらう。カード、借りるよ」

　衣楠は愛ま菜なから盗んだＩＤカードを取り出し、パソコンに向かって歩き出した。

　すると彼女の前に、凜りん香かが立ちはだかった。

「いけません。生徒会役員でも、担当教員の許可なしに名簿データを閲覧することは許されないのです。名簿には、生徒の各家庭にとって、あまり知られたくない情報も記載されているんですのよ」

「知られたくない情報？」

　将しよう悟ごは凜香に聞いた。

「例えばこの学園には……養子として育てられた生徒も少なからず在籍しています」

　思わず心乃枝の顔を見た。前に、心乃枝は言っていた。みなしごの彼女は、今の両親に引き取られ育てられたのだと。

　察したのか、心乃枝は小さくうなずいた。

「わたしみたいな立場の子は、この学校では珍しくないんです。わたしは気にしませんけど、話したがらない子もいますから、おおやけに語られることは少ないんですけど」

「でも、珍しくないってどうして……？」

「政財界には、経済的に余裕のできた親が、養子を求めることがよくあるんです。パパとママは子供がほしかったけどできなかったから、わたしを引き取ったそうですけど……中には、跡継ぎを求めて養子をもらうご家庭もあるそうですね」

　言われてみれば将悟も、財をなしたものの跡継ぎに悩む家族の話を何度か、父や母から聞いたことがあった。そのときは人ごとに思えて、あまり深く考えることもなかったけど……。

「それも、名簿が厳重に管理される理由なんだな」

「逆に言えば、名簿を調べることで、将悟くんの妹の手がかりを得られるかもしれない」

　衣楠は獲物を狙ねらうかのように、目を細めた。

「ですがデータベースにアクセスすれば、ログに記録が残りますから、すぐバレてしまいますわ。天てん導どう会長のカードでログインすれば、会長の責任になってしまいます」

「ひ～ん、愛ま菜なが怒られるの～？　衣い楠くすちゃん、ダメ～っ」

　愛菜は今さらのように泣き声を上げ、ぷるぷると首を横に振った。

「ボクの責任だと説明すればいいさ。罰則だろうと甘んじて受けるよ」

「理由次第では、退学処分だってありえますわよ」

「そうしたいなら、すればいい」

　衣楠は凜りん香かの警告も意に介さない表情で押しのけ、パソコンの前に立った。

　将しよう悟ごはあわてて駆け寄り、彼女の横顔に向かって叫んだ。

「待ってくれよ、衣楠！　さっきから思ってたけど、今日のお前、なんかおかしいぞ。ＩＤカードを盗んだり、勝手に見たらいけない名簿を調べようとしたり……。いくらなんでも、やりかたが強引すぎないか？」

「将悟くんは、『妹』の正体を知りたくはないのか？」

「そりゃ知りたいけどさ……。でも、これは俺おれの問題だろ？　人に迷惑をかけてまで調べることじゃない」

「キミに名簿のことを話せば、そう言われると思ったよ。だが今や、事態は将悟くんだけの問題じゃない。帝みかど野のグループの問題に発展しかねないんだ」

「帝野グループの？　どういうことだ？」

「一部のゴシップ系マスコミが感づいたんだ。将悟くんに隠された妹がいる、とね。彼らはスキャンダルを追って、将悟くんの周辺を取材しようとしている」

　帝野グループの一人息子である将悟に、妹がいた。その妹とは、グループを育て上げた稀き代たいのカリスマ社長・帝野熊くま五ご郎ろうの隠し子である――。

　まさにゴシップ好きなマスコミの、格好のエサとなるスキャンダルだ。

「だからボクは、強引な手段を持ってしてでも『妹』の正体を突き止める必要がある。彼女が本当に将悟くんの妹なら、存在を隠さなくてはならない」

　衣楠はモニターの前に立つと、カードリーダーに愛菜のＩＤカードをさした。

　その場の誰だれもが、止めることもできず見守る中、衣楠はキーボードに手をかざす。

　と、将悟はキーを打とうとする彼女の手首をつかんだ。

「いくらお前の責任にしていいって言ってもだ。天導会長だって、カードを紛失したって怒られるかもしれないじゃないか」

「それは気の毒だが、彼女の管理が甘かったのは事実だろう？」

「確かに『妹』のことも重要さ。けど、天導会長や……衣楠、お前に責任を押しつけるなんてできないよ」

「目の前に有力な情報があるというのに、みすみす見逃すつもりかい？」

　将しよう悟ごは、じっと目の前のパソコンモニターを見つめた。

　画面にＩＤ番号が表示されている。このままエンターキーを押せば、名簿のデータベースにログインできるようだ。

「――わかった。なら俺おれが押すよ」

　衣い楠くすの手を離し、将悟は指先をキーボードに乗せた。

「最初に、『妹』が流出した携帯電話を持っているかもしれないと考えたのは俺だ。だから、俺が責任を持って調べる。――天てん導どう会長、悪い。あとで怒られたら、全部俺のせいにしてくれ。俺が会長を騙だましたって言ってくれてかまわない」

　将悟はモニターを見つめ――意を決して、エンターキーを叩たたいた。

　ピーッ、とパソコンのビープ音が鳴って、『リードエラー』と表示される。

「……あれ？　ログインできないぞ」

　不思議に思って衣楠のほうを見ると、いつの間にかＩＤカードを抜き取っていた。

　指先に挟んだカードをピッと投げる。宙でまわって弧を描き、愛ま菜なの手に落ちた。

「ボクの負けだよ。万一にでも将悟くんが退学処分を受ける可能性があるなど、認められるわけがない。ボクはあくまで帝みかど野のグループの人間だ」

　衣楠はため息をつき、あきらめたような目で小さく笑った。

「心配しなくてもいい。今後は、将悟くんに迷惑をかけるような手段は自重するさ」

「すまん。俺も、なんとか『妹』の手がかりを追ってみるよ」

「今夜はこれで失礼する。帰ってマスコミの動向を調べ、今後の対策を検討しよう」

　泥で汚れた黒装束を抱えると、衣楠は下着姿のまま生徒会室を出ていった。

　扉を出たところで一度立ち止まり、雅みやびを振り返る。

「――な、何よ。あたしのシャワーのぞいたこと謝ろうってんなら、今なら許してあげないこともないわよ。女の子だったんだし……」

「一人でシャワー浴びながら、『将悟、胸とおしり、どっちが好きかな……』などとつぶやくのは、恥ずかしいからやめておきたまえ」

「なっ……!!」

　衣楠はふふんとイジワルな笑みを浮かべたまま歩き出し、廊下の暗くら闇やみへと姿を消した。

　雅は、全身がゆであがったほど真まっ赤かになってぷるぷる震え……

「あんにゃろおおおおぉっ！　今度絶対、頭っから泥ぶっかける!!」

　夜の校舎がグラグラ揺れそうなほどの、怒ど鳴なり声を響かせた。
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「それにしても、本物ののぞき魔じゃなくてよかったですね」

　夜の校庭に出ながら、心こ乃の枝えはホッとした顔で言った。

「ま、ワナ張ったかいがあったというものね。あたしを本気にさせれば、こんなもんよ」

「まったく、とんだ人騒がせですわ。――あぁもう、帰ったら制服洗わないと」

「でも夜の学校って面白いね～。お化け出ないかな～。今度、肝試ししようよ～」

　雅みやびと凜りん香か、愛ま菜なも口々におしゃべりしながら、将しよう悟ごの後ろを歩いていた。

　のぞき魔事件も無事に解決し、これから帰るところだ。

「しゃべってないで、早く行くぞ。女子寮の門限、もう過ぎてるんだろ？」

　将悟は振り返ってせかした。もう夜も遅いし、彼女たちを寮まで送ってあげないと。

　それからふと立ち止まって、なんとなく背後の校舎を見上げた。歴史と格式を思わせるレンガづくりの壁が、夜の闇やみに浮かんでいる。

　さっき、ジャージを取りに教室をまわったときのことを思い出した。

　――夜の校舎って、ほんとに幽霊が出そうだったよなぁ。

　と、何気なく教室の暗い窓を見たとき。

　中で一瞬、何かが動いた……気がした。

　誰だれかいた……？　衣い楠くすはもう帰ったはずだし……。

　まさか、幽霊とか……。

　ブルッと体が震えた。

「将悟ー？　どうしたのよ」

　追いついた雅が見つめる。

「な、なんでもない。さ、帰ろうぜ」

　ごまかすように笑って、将悟は校門のほうへ歩き出した。



    

  
    
      


３章　妹は魔女!?





　その朝もまた、将しよう悟ごは『妹』からの電話でたたき起こされた。

『おはようございます、お兄さま』

　寝ぼけた目で時計を見ると、まだ六時だ。

「おはよう過ぎるだろ……。寝てる時間だぞ」

『お兄さまこそ、いいかげん寝起きよくしてください。今朝なんか八十回も着信音を鳴らして、ようやく出てくださったではありませんか』

「八十回も鳴らす前に切るだろ、普通。今日はほんと眠いんだからカンベンしてくれ」

『夜ふかしするからです。昨晩あんなに遅く帰るからですよ』

　昨夜は水泳部のぞき魔事件を追っていたのだ。帰ったあとも近所のコインランドリーで、泥で汚れた制服を洗濯したりしていた。

　が、そんなことより……。

　――『妹』のやつ、どうやって俺おれの生活時間を把握してるんだ？

　やはり、正体は俺の近くにいる人物なのか……？

「俺が遅く帰ったことを知ってるってことは、お前も夜ふかししてたんだろ？　お前こそ夜遅くまで、何してたんだ？」

『それはもう、お兄さまのことを考えてあんなことをしたり、こんなことをしたり』

「あんなことって、なんだよ」

『もう、イヤです……お兄さまって……エッチ……』

　ピクッと、将悟のこめかみに青筋が立った。

「俺は今、猛烈な勢いで電話を切りたくなった」

『そんなイジワル言わないでください。――お兄さまは、わたくしのことを想像したりしないのですか？』

　――想像だって？　まったくもって正体不明な相手を、どうやって想像しろってんだよ。できるものならしてみたいよ。

　将悟はムッとしたが、すぐに思い直した。

　いや待てよ、ここでうまく『妹』の外見を聞き出せれば……。

　顔の特徴とか、背の高さとか、髪形だけでも、相手を特定する手がかりになる！

　突然、将悟はわざとらしいほどの猫なで声になった。

「いや～、そりゃもう、お前のこといつも想像してるに決まってるじゃないか。なにしろ、俺おれの家族なんだろ？　妹なんだろ？　気にならないはずないぜ」

『やはり想ってくださるのですね。うれしい……。でも、少し恥ずかしいです』

「なんで恥ずかしいんだよ。人として、家族のことを想うのは当然だ」

『わたくし、お兄さまの想像の中で、どんな格好をさせられているのかしら……』

　こめかみの血管がブチ切れそうになった。

　――いや、耐えろ。ここは耐えろ！　心理戦に勝ち抜くんだ!!

「だけどさ、俺、妹のことを考えたくても、どう想像していいか、わからないんだよな～。――俺の妹って、どんな顔してるんだろうなぁって」

『わたくしの顔を知りたいのですか？』

「もちろん！　な、ちょっとでいいから、お前がどんな顔をしているか教えてくれよ。きっと、すごくかわいい女の子なんだろうな～」

『お兄さまったら、お世辞がうますぎです』

「お、お世辞じゃないって」

『しょうがないですね。少しだけ、わたくしのこと教えてあげます。少しだけですよ？』

　――よっしゃあ！　『妹』の手がかりゲットだぜ！

　将しよう悟ごは心の中で、勝利のガッツポーズをした。

「少しだけでいいぞ！　それだけで俺、あまりのかわいさを想像しちまいそうだ」

『もう……。その代わり、約束してくださいね？』

「約束？　何を約束するんだよ」

『これから毎晩ベッドに入って寝る前には、必ずわたくしのこと想像してください。エッチな本なんか見てたらダメですから』

「……頼むからエッチな本から離れてくれないか」

『約束、してくれますか？』

「わわ……わかった……。約束するよ……」

『しっかり宣言してください。「俺は毎晩ベッドの中で、愛する妹のあんな姿やこんな姿を想像するぞ」って、声に出してください』

「……なんか、ひじょーにヘンタイっぽい言いまわしの気がしてならないんだが」

『イヤなら別に、いいんですよ』

「いいい、いや、待て、待ってくれ……」

　将悟は大きく深呼吸して、心を無我にした。

「お……俺は、毎晩ベッドの中で……あ、愛する妹の……あんな姿やこんな姿を……想像する……ぞ……」

　――あぁそうだ。俺は毎晩ベッドの中で、妹がしあわせに生きてる姿や、がんばって勉強してる姿を想像するんだからな。ほんとだぞ。

「さ、さぁどうだ。宣言したぞ」

『これからはわたくし、毎晩お兄さまの夢で、思いのままにされてしまうのですね……』

「いいから教えてくれってば」

『わかりました。――お兄さまはどうせ、わたくしの胸に興味あるでしょう？』

　――胸……？　胸だって……？

　い、妹の胸になんか、興味あるわけないだろ。

　しかし胸の大きさだけでも、『妹』を特定する手がかりにはなるはずだ。

「もちろん知りたいさ。いや～、恥ずかしくて言い出せなかったんだよな～」

『兄妹の仲ではないですか。そんな照れなくてもいいんです。わたくし、体の隅々までお兄さまに知ってほしいのですから』

「じゃ、さっそく教えてくれ」

『……なんだか、ぞんざいな聞きかたですね。本当に知りたいのですか？』

「もちろん、胸のこととか知りたいんだってば」

『何をどう知りたいのか、ちゃんと聞いてくれなきゃ教えてあげません』

「ぐ……。わ、わかったよ。……俺おれの妹のおっぱいは……何カップなのかな？」

　聞きながら将しよう悟ごは、自分が救いようもなく堕落していく気がしてならなかった。

『そうですね……。測はかったことないから、わかりません』

「は？　測ったことないって……。じゃ、大きいのか小さいのかだけでも」

『うふふ。それはぜひ、お兄さまに触って確かめてほしいです』

「いや別に、触りたくもないし確かめたくもないんだけど……」

『結婚してからのお楽しみです。今は思う存分、毎晩想像して待っててくださいね』

「おっ、おい！　なんで結婚前提の話になってるんだ」

『それではお兄さま。今日もいい一日でありますように』

　プチッと電話が切れた。

「ま、ちょっと待って、おっぱい……」

　受話器から、ツーッという回線音が無情に流れてくる。

「くあああああああああっ!?　『妹』め、いつもいつも、俺をもて遊んでるのかっ!?」

　――新しい『妹』も、兄をからかう性格を受け継いでやがるのかっ!?

　将悟の叫びがニワトリの鳴き声よりも激しく、静かな朝に響き渡るのだった。
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「ふぁ……。『妹』のせいで今日も眠いぜ……。昼寝するかな……」

　昼休み、将悟は大きなあくびをしながら、保健室に向かう廊下を歩いていた。

「おっ、帝みかど野のか？」

　保健室の前につくと、後ろから呼び止められた。

　振り返ると、一人の女子生徒が立っている。制服の上に黒いマントを羽織り、頭には三角帽子。魔女みたいなコスプレをしたメガネっ娘こだ。

「嵯さ峨が良らセンパイ。――センパイも、保健室に用事ですか？」

「帝野もか？　奇遇だな」

「もしかして、センパイもまた昼寝ですね」

「昨日は『りりかる☆しすたぁず』のイベントデーでな。夜も後片づけやら何やら、寝る間もないほど忙しかったのだ」

　芽め依いは口に手を当て、ふぁあああ……と大あくびをする。

　高校生で、カフェのオーナーでもある芽依のことだ。学業との両立も大変なんだろう。

「じゃ、一緒に昼寝しましょう。――ちゃんと別のベッドで寝てくださいよ」

「帝野も失礼だな。そんなにわたしに夜よ這ばいされたいのかっ」

「されたくないんですってば」

　将しよう悟ごは、ガラッと保健室の扉を開けた。

　中に入ろうとして、デスクの椅い子すにおかっぱ頭の女子生徒が座っているのに気づいた。

「あら、嵯峨良さん、どうしたの？」

　女子生徒が将悟たちのほうを見る。

「嵯峨良センパイの知ってる人ですか？」

「わたしのクラスメイトだ。保健委員だぞ」

　――三年生の保健委員か……。昼寝させてくれるといいけど。

「あの～、実はですね……。そこのベッドで、少し横になりたいなって思って……」

　保健委員の女子生徒は立って、将悟たちの前に歩いてきた。

「体調でも悪いの？　風邪なら、早退して病院に行ったほうがいいわよ。こじらせると治らなくなるから」

「体調というか、少し寝不足なんです……」

　すると、保健委員の眉まゆがつり上がった。

「あっ、さてはキミでしょ！　最近、保健室を昼寝部屋に使ってるってのは！」

「えっ……いや、それは、その……」

「保健室で昼寝なんて許可しないから！　するなら、外でしなさい！」

　ピシャリと怒ど鳴なって、バンッと扉を閉めてしまう。

「怒られちゃった……」

「帝野がバカ正直に話すからだぞ」

「と言われても……。こりゃ、あきらめるしかないかな……」

「なんだ帝みかど野の。やけにあきらめがいいな」

「だって、また怒られたくないですし」

　すると芽め依いは、弱点を見たりとばかりに、ニヤッと笑う。

「さては帝野、年上が苦手か？　姉萌もえ属性ではないのか。メモしなくては」

　言い当てられて、将しよう悟ごはギクッとした。

「苦手って言うか、さっきみたいに目上の人から怒られると、つい母さんのこと思い出しちゃって……。俺おれの母さん、厳しくしつける人でしたから」

「では、このわたしも苦手か？」

「いえ、そんなことは……」

　将悟は思わず芽依の顔を見つめ返した。

「でもこうして見ると、嵯さ峨が良らセンパイって年上の感じしませんね。……なんでだろ。小柄だからかな？」

「ほほ～う。帝野はロリっ子萌えなのか。メモメモだ」

「いちいちメモらないでください」

「わたしが生まれたのは三月だからな。それほど年齢は離れていないのだぞ」

「そうなんですか？　俺は四月生まれだから、一ヶ月くらいしか違わないのか。だからあまり、年上って感じがしないんですね」

「誕生日の都合で、学年が一つずれたのだな。一歩間違えば、帝野と同級生だったかもしれん。くわばらくわばら」

「なんでくわばらなんですか。――とにかく保健室も使えないし、俺は戻りますね」

　歩き出そうとすると、芽依が呼び止めた。

「まぁ待て帝野。こういうときは、場所を変えよう」

「場所を変えるって、嵯峨良センパイ、外で寝る気ですか？」

　いくら女子の多い学校とはいえ、そりゃあまりに無防備すぎる。

　すると芽依は、秘密を共有する子供のような目で、ニヤリと笑った。

「昼寝に最適な場所がある。わたしの隠れ家だ。――帝野も来るか？」

「隠れ家……？　そりゃ、寝られる場所があるなら助かりますけど。――俺が行ってもいいんですか？」

「その代わり約束だ。必ずわたしの店に遊びに来い。わかったな」

「あの『いもうとカフェ』ですよね……。考えておきます……」

「なんだその煮え切らない返事は。妹に萌えて悶もだえるすばらしい店だぞ。――それと隠れ家のことは、誰だれにもナイショだからな。わたしと帝野だけの秘密だ」

　そうして、将悟は芽依のあとについて歩いた。

　渡り廊下をとおって、別の校舎へ入った。そこはほかの校舎よりやや小さめで、音楽室や会議室などの特殊教室がある、学園でも一番古い建物だ。

「ここだぞ」

　芽め依いが足を止めたのは、三階の狭い廊下の奥を曲がった先にある、小さな扉の前だ。

　白いペンキがはげて、所々に木目が見えている。『資材室』と、小さなプレートが貼はりつけられていた。

「こんなところにも部屋があったんですね」

「遠慮するな。入るといい」

　将しよう悟ごは芽依のあとについて、資材室の中に入った。

　小さな窓に遮光用のブラインドが閉められていて、隙すき間まから光が漏れている。薄暗い、物置のような部屋だ。あちこち塗装のはげた棚があり、ホコリの被かぶったダンボール箱がそこら中に置かれている。

　窓の近くに歩くと、大きなダンボール箱に囲まれた床に、白いマットが敷かれていた。

「どうしたんですか？　これ」

「古い体育用具だろうな。ここには、使われなくなった備品が押しこめられているのだ。――めったに人も来ないから、昼寝し放題だぞ」

　芽依はマットの上にペタンと座った。

「ほら突っ立っていないで、帝みかど野のも座れ。昼寝に来たんだろ？」

「えっ、えぇ、そうですけど……。でもなぁ……」

　――まさか、ここで嵯さ峨が良らセンパイと添い寝しろと……？

「じゃあ、俺おれはあっちに行って寝ますよ」

「床の上で寝たら体が痛くなるぞ。――わたしのことなら気にするな。昼寝仲間ではないか。少々狭くともかまわん」

「いや、狭いからマズいんですが……。そもそもいつ昼寝仲間に」

「いいから、早くここに寝ろ。わたしも早く寝たいのだぞ」

　芽依はパンパンとマットを叩たたいた。

　――今さら断れないしなぁ……。

　将悟はため息をつきながら、遠慮がちに芽依の隣に座る。

「それじゃおやすみだ。萌もえる夢を見ようではないか」

　芽依は魔女っ娘このコスプレの黒マントと三角帽子を脱ぐと、たたんでそばに置いた。それからメガネを外し、ごろんとあお向けに寝転がった。

　目を閉じて……一分もしないうちに、もう寝息を立て始めている。

「嵯峨良センパイ、よっぽど眠かったんだな」

　その寝顔を見ていると、とても年上とは思えないあどけなさだ。

「俺も、寝るか……」

　そっと芽め依いの隣に横たわった。体を横にして、彼女に背を向ける。

　外の明るさがブラインドにさえぎられ、ちょうどいい薄暗さだ。

　そして目を閉じ、一分、三分……。

　――寝られねぇ……。

　眠いはずなのになぜか頭が冴さえて、将しよう悟ごは目を開けた。

　さっきから、すぐ背中に芽依の気配が感じられてしょうがない。

　――やっぱりもうちょっと離れたほうがいいよな……。

　そう思いながら、場所をずらそうと体をひねって振り返る。

「さ、嵯さ峨が良らセンパイっ!?」

　ドキッとして上半身を起こし、パッチリと目を見開いた。

　寝返りを打ったらしく、芽依の体がこっちを向いている。

　スカートが大きくまくれ上がり……ほっそりした太ももが丸見えだ。

　上着も着くずれておなかが出て、チラッとおへそが見えている。

　あまりに無防備な寝姿で、すやすやと気持ちよさそうに寝息を立てていた。

「う……。こ、こんなんで寝られるかよ……」

　ますますギンギンに冴えてくる頭を押さえながら立ち上がった。

「やっぱり、あっちに行こう……」



    

  
    
      



    

  
    
      　芽め依いを起こさないように、そっと立ち上がった。

　見まわすと、棚の向こうにも空間がありそうだ。歩いていくと、棚の裏側と壁に挟まれた、細い空間だった。奥に一つ、古びたデスクが置かれている。

　デスクには数冊の本が積まれていた。洋書で、表紙に英語のタイトルが書かれている。

　なんかの授業で使ったんだろうか。けど、一見して学術的な本らしく、高校の英語の教材とも思えない。

　――これ、嵯さ峨が良らセンパイの持ち物？　ここを隠れ家にしてるって言ってたし……。

　芽依はどんな本を読むんだろうと興味が出て、洋書の一冊を手に取ろうとした。

　そのとき手が当たってしまい、積まれた洋書の山がくずれた。

「いけね」

　くずれた本を元の位置に戻そうとして……将しよう悟ごは全身が固まった。

　薄暗い室内で、すぐには気づかなかったらしい。

　だがよく見ると……積まれていた本の陰に、それはあった。

　一台の携帯電話。青く流線形をした、特徴あるデザイン。

　――これは！　どうして、ここに!?

　心こ乃の枝えが持っていたのと同じタイプの携帯電話だ。発売中止になり、一般的には手に入らないはずの機種。充電器にセットされ、電源ランプが赤く小さな光を放っている。

　震える手で携帯電話を手に取り、ふたを開けた。無機質な画面が表示される。

　並んだボタンの隅に、はっきりと『ボイスチェンジャー』の文字が書かれていた。

「なんでこの電話が……。まさか、これは嵯峨良センパイの……」

「どうした、帝みかど野の？」

　突然話しかけられ、将悟はギクリと背筋を伸ばした。

　振り返ると芽依が立っていた。寝起きのせいか、眠そうに目をこすっている。

「そんなところで何をしているのだ？」

「なな、なんでもないですよ。早く起きたから、あちこち見てただけで……」

　勝手に携帯電話を手に取ったのが、ちょっと後ろめたい。将悟は携帯を後ろ手に隠しながら、笑ってごまかした。

　と、予鈴の鐘が響き渡った。

「そろそろ昼休みも終わりだな。よく寝たぞ。帝野は寝られたか？」

「は、はい、バッチリです」

　将悟は引きつった笑いを浮かべながら答えた。

「では戻るとするか」

　ふあぁ……とあくびをしながら芽依は背を向け、歩き出す。

　彼女が棚の向こうに行ってしまうと、将悟は改めて携帯電話を見つめた。

　――この携帯電話が嵯さ峨が良らセンパイの持ち物なら……『妹』は、センパイ……？

　一年以上前、熊くま五ご郎ろうの葬儀に現れ、今また『妹』として将しよう悟ごに近づく彼女の正体は、嵯峨良芽め依いなのか？

　だけどおかしい。芽依は上級生だ。将悟より年上なのだ。

　芽依が将悟の、血のつながった妹であるはずはない。

　――そうだ。メニュー画面を操作して、この電話の番号を表示させられるかも。

　電話番号を調べられれば、『妹』の正体の強力な手がかりになるはずだ。

　盗み見るみたいで、さすがに気が引けるけど……。これで『妹』の騒動を終わらせられるかもしれないのなら……。

　センパイの電話って決まったわけじゃないんだ。そう自分に言い聞かせながら、震える指を電話のボタンにかけた。

「こら帝みかど野の！　早く出ないと閉じこめるぞ！」

　その瞬間、資材室の外から芽依の声が飛んできて、将悟はまたもビクリとした。

「は、はい！　今出ます！」

　あわてて答え、携帯電話を充電器に戻すと部屋の外へと駆け出した。



　放課後になって、将悟は一人、もう一度資材室にやってきた。

　あの携帯電話が気になってしょうがない。なんとか『妹』の手がかりがほしい。

　閉じたブラインド越しに、午後の落ちかかった陽の色が狭い室内を薄明るく染めている。

　さいわい芽依はいないようだ。

「おじゃまします……」

　そろりそろりと奥へ進む。体育マットのところにも芽依が寝ていないのを確認してから、棚の裏側の、狭い空間に向かう。

　緊張しながら、洋書の積まれたデスクに近づいて……将悟はつぶやいた。

「ない……」

　どんなに目を凝らしてみても、あの携帯電話は充電器もろとも、デスクの上から姿を消していた。まわりの棚や床、資材室の中を捜しまわっても、影も形もなくなっていた。

「しまった、遅かったか……」

　もっと早い時間に来たかったけど、授業の移動教室などで、午後の休み時間に来られなかったのだ。充電中ならしばらく置かれたままだろう、なんて考えたのが甘かった。

　だけど……電話がなくなったという事実も、一つの手がかりだ。

　――めったに人の来ない部屋だってのに、こんな短期間のうちに持ち出されたんだ。やっぱりあの電話は、嵯峨良センパイのものってことじゃないか？



　　　§



　五月の青空をゆっくりと白い雲が流れていく。

　日曜日の午後。将しよう悟ごは一人、学校のプールの前に立っていた。

　制服のポケットから、折りたたまれたチラシを取り出して広げる。

　どこかの学校の制服を着た、数人の女の子が並んだ写真。『いもうとカフェ　りりかる☆しすたぁず』と、甘ったるいほどかわいらしいロゴが印刷されている。

「やっぱり、行かなきゃなんないよな……。妹に萌もえて悶もだえるとかって言ってたけど、どんな店なんだ……」

　チラシを見つめながら、将悟は空恐ろしくなった。入ったら最後、二度と出られない世界が広がっているような気がした。全力で回避したい気分だ。

　……が。今となっては、そんなことも言ってられない。

　――嵯さ峨が良らセンパイが『妹』なのか……？　なぜ、俺おれの妹だなんて名のるんだ？

　芽め依いの隠れ家で、ボイスチェンジャーつき携帯電話を見つけてしまった以上、確かめないといけない。彼女は『妹』なのかどうかを。

「な～にポケーとしてんのよっ」

　突然、背中をぽこんと柔らかいもので叩たたかれた。

　振り返ると雅みやびが立って、つき出した手に水着用のバッグをぶら下げている。

「やっと部活終わったのか」

　将悟はあわててチラシを胸のポケットに戻しながら、立ち上がった。

「ちゃんとのぞき魔がいないか、見張っててくれた？」

「見張ってたってば。ていうかさ、のぞき魔の正体は衣い楠くすだったんだし、わざわざ見張る必要ないじゃないか」

「次は本物ののぞき魔がくるかもしれないじゃない。将悟、約束したでしょ。あたしが部活の間、見張っててくれるって」

「けど、なんで外で見張らなきゃいけないんだよ？　退屈でしょうがないぜ。せめて中に入ってれば、水泳部の……」

　言いかけて、将悟は口をつぐんだ。雅がジトッとした目で見ている。

　水泳部の練習を見て目の保養になったのに、なんて言ったら引っぱたかれそうだ。

「エロ将悟。でもおかげで、今日は思いっきり集中できたわ。この調子ならタイムも縮められそうだし。……ありがと」

　最後の『ありがと』で、照れたのか小声になる雅だった。

「よし、じゃあ俺の任務は終了、っと。また明日な」

「もう帰っちゃうの？　お礼に、ファミレスでお冷やくらいおごってあげるわよ」

「おごられるまでもなくお冷やはタダだろーが。――今日は用事があるんだよ」

「用事って？」

「いやその、たいしたことじゃないんだけどさ。行かなきゃいけない場所があって……」

　将しよう悟ごはあいまいに答えた。『いもうとカフェ』に行くだなんて知られたら、どんな目で見られることやら。

「何よー。隠しごと？」

「か、隠してないよ。つまんない用事だから、気にするな」

　雅みやびはジーッと将悟を見つめ……

「あっ！　あんなところで鶴つる眞まさんが服脱いでる！」

「えっ!?」

　思わず雅の指さすほうを見た瞬間、胸ポケットのチラシを引き抜かれた。

「なになに……『いもうとカフェ』……って将悟！　さては、一人でこのお店に行くつもりでしょ！　このシスコン!!」

「う……。いや俺おれは行きたくないんだってば。ほら、嵯さ峨が良らセンパイっているだろ？　その店、彼女が経営してる店でさ。『一度店に来い』って言われてるんだよ」

「わかったわ。あたしも一緒に行く」

「なんでだよ!?」

「将悟がますますシスコンになんないよう、見張らないと！」

「……お前、俺の説明全然聞いてなかっただろ」

「いいからいいから。荷物ロッカーに入れてくるから、待ってなさいよ！」

　雅は水泳の荷物を置くため、プールの建物へ戻っていく。

　結局、将悟は雅を連れて『いもうとカフェ』なる未知の秘境へと、立ち向かう運命になるのだった。



　学校を出て、チラシの案内図を頼りに歩くこと約二十分。

　大通りから一本中に入った細い道に面して、その店はあった。まわりには、五階建てほどの小さなビルや、ひさしを出した商店などが雑然と並んでいる。

「ここ……で、いいんだよな」

　将悟はチラシと目の前の建物を交互に見た。『いもうとカフェ』なんて言うから、どんな店舗なんだろうと覚悟していたが……。

「うわぁ～、オシャレな店じゃない」

　隣に立つ雅が感嘆の声を上げた。

　ヨーロッパの街角に立っていても違和感ないような、西洋風のカフェ。薄茶色の石壁に、緑の勾こう配ばい屋根。しゃれたデザインながら、周囲の景観を壊すことなく、大人びた雰囲気でたたずんでいる。

「ほんとに、この店でいいんだよな……」

　信じられない思いで、もう一度チラシに目を落とした。このチラシの、なんとも甘ったるさの漂う雰囲気とは大違いだ。

「早く入ってみようよ」

　雅みやびにせかされながら『営業中』の木のプレートがかかった扉を押すと、カランカランと鐘の音が響き渡った。

　店内に入った瞬間、将しよう悟ごたちの左右に二人の女の子が駆けてきて立った。

　どこかの学校の制服を着て、その上からエプロンをつけている。

「おかえりなさい！　お兄ちゃん！」

「おかえりなさい！　お姉ちゃん！」

「お……お兄ちゃん……？」

　将悟の腕に、ぞわっと鳥肌が立つ。

「ね、ね、将悟、聞いた!?　あたしのこと、お姉ちゃんだって！」

「あ、あぁ。そうみたいだな」

「うふ、お姉ちゃんだって。あたしのこと、お姉ちゃん」

「雅、そんなうれしいのかよ。もしかして子供っぽく見られるの気にしてるのか？」

「うっさいわね」

　店員の一人の、小柄で快活そうなウェイトレスが将悟たちの前に立った。

「わたし、くるみ！　小生意気でちょっぴりおマセな妹だよ！　よろしくね！」

　――帰ってきたらしいのに、なぜ自己紹介？　おマセとか言われても。

「お兄ちゃんとお姉ちゃんのために、とっておきのテーブル用意するからね！」

　将悟はあっけに取られながら店内を見まわした。真っ白な壁に囲まれて、十数席分の丸テーブルが並んでいる。中ほどの席に二人の男性客がいて、ランチを食べていた。

　窓際の席に案内されて座ると、くるみさんがお冷やを置いて、それからおしぼりとメニューブックを手渡してくれる。

「それじゃ、メニューを選んでね。くるみ、な～んでも作ってあげるから」

　将悟はメニューブックの表紙を見た。焦げ茶色の革表紙の、高級感あるデザインだ。

「へぇ……。このメニューブックはけっこう立派だな」

「わぁ～、フランス料理みたいじゃない」

　雅の言葉で、将悟はふと思い出した。

　彼が昨年一年間に受けた、社長になるための猛特訓。その中には、テーブルマナーの講義もあったのだ。社交界に生きる者にふさわしいマナーを身につけよというわけだ。

　――フランス料理のメニュー覚えるの、苦労したんだよなぁ。地中海でとれた小魚とナントカのマリネだとか、仔こ牛うしフィレ肉のカントカ煮込みだとか。

　その点、こういう大衆店ならメニューに迷うこともなくて助かるぜ。

　そんなことを思いながらメニューブックを広げた。

　つんでれいもうとのつんつん辛口ケチャップおむらいす

　あまえんぼいもうとのおさとうた～っぷり甘甘おむらいす

　どじっこいもうとがいっしょうけんめいつくった愛情おむらいす

　……フランス料理より難解なメニューが並んでいた。

「あたし、チョコレートパフェ！」

「俺おれはおなか空すいたし、オムライスにするかな。――この三種類はどう違うの？」

「それぞれ味つけが違うんだよ、お兄ちゃん」

　くるみさんが教えてくれる。カレーみたいに、辛口や甘口があるってことらしい。

　将しよう悟ごは一番無難そうなのを注文することにした。

「じゃあ俺は、この愛情おむらいすにするよ」

「え～、どれ？　それじゃわかんないよ～」

「……いや、だからこの、いっしょうけんめい愛情おむらいすってのを」

「もう～、お兄ちゃん、しっかりメニュー言ってくれなきゃダメ～っ」

　こんな長ったらしいメニューをいちいち言わせるのか……？

「どじっこいもうとが！　いっしょうけんめいつくった！　愛情おむらいすですっ！」

　叫んでぜーはーと息をつきながら、がぶりとお冷やを飲んだ。

　――ここは羞しゆう恥ちプレイをさせる店なのかっ!?

「ご注文を確認するね～。チョコレートパフェが一つ、愛情おむらいすが一つだね？」

「俺の羞恥プレイはいったい……」

「じゃ、がんばって用意するから、待っててね。お兄ちゃん、お姉ちゃん」

　くるみさんが店の奥の厨ちゆう房ぼうへと去っていく。

　そして待つこと十数分。くるみさんがトレイにオムライスとチョコレートパフェを持って運んできた。

「お待たせ～。お兄ちゃんもお姉ちゃんもた～くさん食べてね」

「わ～、いっただきま～す」

　フルーツやアイスがてんこもりのパフェを前にして、雅みやびが目を輝かせる。さっそくスプーンにいっぱいアイスをすくって、パクつき始めた。

　将悟の前には、ふわりと黄色い薄焼き卵の乗ったオムライスが置かれた。

「こっちもなかなかうまそうだな。それじゃさっそく……」

「待ってお兄ちゃん！」

　スプーンを手に取ろうとすると、くるみさんに止められた。トレイに乗せてあったケチャップの容器を持って、オムライスにかけようとする。

「あ、自分でやるからいいよ」

「ダ～メ。これが愛情なんだから。お兄ちゃんは見てて」

　言ってくるみさんは、オムライスにケチャップで文字を書き始めた。

『お』

「……お？」

『に』

『い』

　ケチャップでヨレヨレの文字が書かれていく。

「これってまさか……」

　将しよう悟ごはイヤな予感がして、ジトッとケチャップ文字を見つめる。

『おにいちゃ』

　そこまで書いたとき、くるみさんはハッとした顔で手を止めた。

「あっ、ごめ～ん！　書くとこなくなっちゃった」

　字を大きく書きすぎて、これ以上書けなくなってしまったのだ。

「はい、『おにいちゃんへ』」

　卵の上に『おにいちゃ』と書かれたオムライスを差し出す。

「…………」

「ぷっ……。『おにいちゃ』だって。『おにいちゃ』……」

　雅みやびが今にも噴き出しそうに、震えながら笑いをこらえていた。

　――さすが、どじっこいもうとの名は伊だ達てじゃないぜ。

「いいんだよ。どうせ食べるんだから。――いただきまーす」

　将悟はスプーンを持って、オムライスを一口すくって食べた。

「ん……？　なんか、この卵、やたらしょっぱくない……？」

　一口食べて、将悟は眉まゆをしかめた。

　するとくるみさんが、突然うるうると目をうるませる。

「そ、そんなぁ～。またお塩のグラムとキログラム、間違えちゃった～」

「……はい？」

「ごめんね……。一生懸命お兄ちゃんのために作ったのに、くるみ、ドジだから……」

　――間違えたって……。こりゃ、作りなおしてもらったほうがいいのかな。

　そう思っていると、別席にいた男性客とウェイトレスの会話が聞こえてきた。

「おぉ～、この味の混こん沌とんっぷり。実に舌がピリピリしますなぁ～」

「え～ん、また胡こ椒しよう多く入れすぎちゃったよぉ～」

「いやいやいや。この絶妙なマズさこそ、理想のドジッ娘こ料理というものですよ」

「えへへ。今度は『いもうとが初めて手づくりした、一口食べただけで気絶する超絶殺人ランチ』にも挑戦してね」

　将しよう悟ごはジーッと目の前のオムライスを見下ろした。

　これは調理に失敗したんじゃなくて、最初からそういうメニューなんじゃ……。

「でもくるみの愛情はた～っぷり入ってるからね！　全部食べてね、お兄ちゃん！」

「は、はははは……。あ、愛情ね。言われてみれば、愛情って味がするなぁ……」

　――あぁ食べてやるさ。おにいちゃはいもうとの愛情料理を一生懸命食べるからな。

　将悟はちょっと涙目になりながら、オムライスをバクバクと口に運んだ。

　青春に苦い味がするように、愛情にはしょっぱい味がするんだなぁ……。

「それじゃあ、ごゆっくり。お兄ちゃん、お姉ちゃん」

　ペコリと頭を下げて、くるみさんは席を離れていく。

「雅みやびのパフェはうまそうだな……」

「こっちはおいしいよ～。チョコもたくさん入ってるし」

　――ちぇっ。俺おれもパフェにすればよかった……。

「おぉ、帝みかど野の！　ついにわたしの店に来てくれたのか！」

　声に振り返ると、店の奥から芽め依いが顔をのぞかせていた。いつものクールな顔に喜んだ表情を浮かべ、将悟たちのテーブルに歩いてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　いつもの魔女っ娘こコスプレ姿だけど、妙なおまけがくっついていた。頭に猫耳の飾りがついて、おしりには長いしっぽがぷらぷら揺れている。

「センパイ。……その猫耳としっぽはなんですか？」

「最近流行の、猫カフェの要素を取り入れたのだぞ。癒やされるだろう？　にゃあ～」

　胸元で両腕を曲げ、猫っぽいポーズを取る。

　なぜか将しよう悟ごの頭に『混ぜるな危険！』と書かれた洗剤のイメージが思い浮かんだ。

「どうだ、帝みかど野の。さっそく萌もえ死んでるか？」

「萌えたかどうか知りませんが、いろんな意味で死んだ気がします。――ていうかセンパイ、ウェイトレスさんの格好はなんなんですか？」

「当店ではウェイトレスではなく『しすたぁず』だ。――今日は『おさないもうと妻』デーなのだぞ。幼い妹が妻になるという、まさに禁断の設定だ」

　げふっと、将悟はむせ返りそうになった。

　――妹が妻とか、禁断を通り越して悪夢のような設定だぜ……。

「こんなコアな日を狙ねらって来るとは、さすが帝野はあなどりがたい」

「狙ってませんっ！」

　――まったく、なんてこと考えてんだこのセンパイは。

　そんなので喜ぶのは、妹から結婚を迫られたことのない男だけだ！

「まったく……。――それにしてもセンパイ。この店、なんだか外見と中身の雰囲気が違ってませんか？　コスプレとかは派手だけど、店舗は落ち着いた雰囲気だし……」

「それはだな……この店は、わたしの母から受け継いだものなのだ」

「お母さんから？」

「元々、母が経営していた喫茶店でな。母が亡くなって、わたしが引き継いだのだぞ」

　そう話しながら店内を見まわす芽め依いの顔は、なんだか懐かしそうだ。

「だから大人っぽい雰囲気が残ってたんだ……」

「わたしも子供のころから、この店にいろいろと思い出があるからな」

「へぇ……。でもいいですね、そういうのって」

　芽依はうなずいて、ニコッとほほ笑んだ。

「さて、今日はせっかく来てくれたのだ。もっともっと萌え萌えして帰ってもらわねばならん。わたしも帝野のため、本気を出すときがきたようだ」

「萌え萌えって、これ以上何を……」

　芽依は将悟の持っていたスプーンを手に取ると、オムライスを一口すくった。

　そしてフッと笑い、おもむろにメガネを外す。

　クールだった目つきが急に熱っぽくなって、将悟を見つめた。

「ほーらお兄ちゃん、もっと食べて、あ～ん」

　突然別人のような口調になって、大盛りのスプーンを将しよう悟ごの口元に運んだ。

「あ、あーんって、自分で食べられますって！」

「恥ずかしがらないのっ。あん」

「ちょっとちょっと！　そんなのダメ！」

　雅みやびが叫んで、バンッとテーブルに手をついた。

「ほら将悟、あたしがやったげるから！」

　パフェのスプーンでオムライスをガバッとすくい上げると、将悟の前につき出した。クリームとケチャップが混ざって紅白になってる。

「ほら口開けてっ！　もっと大きく！」

「にゃあん」

「って二人とも、歯医者じゃねーぞっ」

　――そもそも塩っ辛いオムライスを、そんないっぺんに食べられないだろっ！

　萌もえ萌もえどころか、もはやなんかの罰ゲームを受けているとしか思えない将悟だった。



「はぁ……。なんか疲れる店だった……」

　店を出て帰り道を歩きながら、将悟はため息交じりにつぶやいた。

「そう？　意外と楽しかったじゃん。チョコパフェおいしかったし」

「雅にも一口、どじっこ愛情おむらいすを食べてもらいたかったぜ。そうすりゃ俺おれの気持ちがわかるはずだ。しかも山盛りあ～んしやがって……」

「だけど、オシャレなお店だったね～」

「――まぁな。お母さんの思い出の店ってのは、なんかいいよな」

　美しい店舗を思い返しながら、将悟はつぶやいた。

　なんだかんだ言って、母の店を継いで働く芽め依いの姿に感銘を受けたのも事実だ。

　――俺も、父さんの会社を継ぐかもしれないんだ。負けないようにがんばらないとな。

　しかし芽依が『妹』なのか知る手がかりは、結局見つけられなかった。

「すみませーん」

　ふと後方から呼びかけられて、将悟と雅は振り返った。

　追いかけてきたのは、ウェイトレス……いや、しすたぁずだったくるみさんだ。仕事が終わったのか、トレーナーの私服に着替えている。

「あれ、忘れ物とかありました？」

「そうじゃないんです。あの……お二人は、オーナーのお友だちなんですよね」

　オーナー――つまり芽依のことだ。

「もしかしたらオーナーのこと、何か聞けないかと思って……」

「何かって、どうしたんですか？」

「最近、オーナーが何か悩んでるみたいなんです。わたし、オーナーが誰だれかと電話して、アメリカに帰ると言ってたのを聞いてしまって……。それでお二人なら、何か心当たりがないかって思ったんです」

　アメリカに『行く』じゃなくて、『帰る』？　店の経営はどうするんだろう？

　思わず将しよう悟ごは、雅みやびと顔を見あわせた。雅もきょとんとした顔をしている。

「心当たりも何も、俺おれたちも初耳ですけど……」

　くるみさんは小さくため息をつくと、にっこり笑顔に戻った。

「スミマセン、よけいなことお話しして。――また、いらしてくださいね」

　――嵯さ峨が良らセンパイが、いなくなるのか？

　将悟は背を向け去っていくくるみさんの姿を見ながら、突然聞かされた話をどう受け止めていいのか、わからなかった。
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「将悟～。そんなにオムライス好きだったの？」

　翌日、昼休みの学食で、将悟はオムライスランチを食べていた。

　そんな彼を、隣に座った雅が呆あきれた目で見ている。

「いいだろ。口直しだよ、口直し。俺はどじっこいもうとの愛情料理より、学食おばちゃんの愛情料理のほうが好きなんだ」

　向かいの席に座っていた心こ乃の枝えが、目をパチクリさせた。

「なんですか？　『どじっこいもうと』って」

　すると雅が、これ見よがしに腕を組んできた。

「へへ～ん、日曜日はあたしとデートしてたもんね～」

「なっ！　し、将悟さん、そんなことしてたんですかっ!?」

「デートじゃないよ。ほら雅、離れろって！　――そうじゃなくて、嵯峨良センパイっているだろ？　あの人に、店に遊びにこいって誘われてたんだ。で、断るのも悪いし、一度行くことにしたんだよ。そしたら雅も一緒に来るって言ってきかなくて」

「何よー。それじゃあたしが無理矢理ついてきたみたいじゃん」

「みたいじゃんって、そのとおりだろっ」

　すると、二人の様子を見ていた心乃枝が、ふいにくすっと笑った。

「ん？　心乃枝、どうかしたか？」

「いえ、なんでもないです。――ただ、よかったなって」

「よかった？」

「わたしが『妹』になったとき、将悟さん、わたしや神かん凪なぎさんに疑心暗鬼になってたみたいだから……。でもこうして仲良くできるようになって、よかったなって思ったんです」

「心こ乃の枝え、そんなこと心配してくれてたのか……」

　もちろん今でも、心乃枝や雅みやびが『妹』だという可能性が消えたわけじゃない。

　でも将しよう悟ごは……二人を疑ってばかりいたくない。もっと仲良くしていたかった。

　それから店の帰りに、くるみさんに聞かれたことを思い出した。

「ところで心乃枝、クラス委員だから、生徒会の人たちともよく一緒にいるだろ。それで聞きたいんだけどさ、嵯さ峨が良らセンパイについて、何か変わったこととか、知らないかな。最近悩んでるらしいとか」

「うーん、そういえば最近、天てん導どう会長と小こ都と里り先生が相談してるのを聞きましたよ。嵯峨良センパイから、休学申請が出されたとか。くわしいことは、わからないんですけど」

「休学？」

　将悟は思わず考えこんだ。

　芽め依いがアメリカに帰る、という話と、彼女の休学。

　彼女が『妹』かもしれないことと、何か関係あるんだろうか……？



　昼食を終えると、将悟はある場所に向かった。古い校舎の一角。芽依の隠れ家だ。

　そーっと資材室の扉を開け、薄暗い室内に入る。

「嵯峨良センパイ、いますかー？」

　奥に進むと、芽依はダンボール箱に囲まれた体育マットの上で寝息を立てていた。

「ん……。帝みかど野の……か？」

　足音で気づいたらしく、目をこすりながら上半身を起こした。

「わたしを夜よ這ばいしたいなら、事前に言ってほしいぞ。心の準備というものがある」

「だから夜這いとかしませんから」

「調べたところ『夜這い』の語源は『呼ぼう』であるらしいな。だから昼でも夜這いと言うのだぞ。覚えておけ」

「……非常にためにならない雑学をどうもありがとう」

「で、帝野は昼の夜這いに来たのか？」

「来てませんっ」

「なんだ、ただの昼寝か。ならいいぞ。ほら」

　芽依は脇わきにずれて、空いた場所のマットをポンポンと叩たたいた。

　――いや、センパイの隣じゃ眠れないですってば……。

　が、今日は昼寝に来たんじゃない。将悟は芽依の隣に腰を下ろした。

「ふあぁ、わたしはもう一眠りする。ではおやすみだぞ、帝野」

「――嵯峨良センパイ、休学するって本当ですか？」

　聞くと、あくびをしていた芽め依いが将しよう悟ごを見返して、目をパチクリさせた。

　寝ていたためメガネはかけていない。メガネ姿の芽依はどこか理知的な雰囲気だけど、素顔になると子供っぽさが増して見える。

「帝みかど野のは情報が早いな。さすが帝野グループ元社長の息子だ」

「えぇ、まぁ……。でも休学って、どうして？」

「わたしはしばらく、店の経営に専念しようと思う。だから時間がほしいのだ」

「それじゃ『アメリカに帰る』ってのは？」

「そんなことまで知ってたのか？　……帰るというのは、アメリカ――マサチューセッツにわたしの父がいるからだ」

「嵯さ峨が良らセンパイ、アメリカに住んでたんですか？　でもどうして、今帰ることに……」

　また、芽依は黙ってうつむいた。どう説明しようか、考えている顔だった。

　それから顔を上げ、唐突に意外なことを言った。

「――わたしの両親は、実の親ではない」

「え……」

　そういえば心こ乃の枝えも言っていた。この学園には養子として育てられた子も多いって。

「捨て子だったのだ。拾われたのは、一歳か二歳くらいのときだそうだ。だから自分の本当の名前すらわからなかった。今の名前は、施設の施設長がつけてくれたのだぞ」

　芽依は特に感情もなく、淡々と説明した。

「子供のころ、わたしは算数が得意で、大学レベルの数学問題すら楽々と解いていたそうだ。自分ではあまり覚えていないがな。――父は大学の教授で、わたしのことを噂うわさで知ったらしい。それで能力を伸ばそうと、引き取って育てることにしたのだ」

「嵯峨良センパイって、そんなすごい人だったんですね」

　なんとなく、頭のよさそうな人だなぁとは思っていたけど……。

　見つめられて、芽依はちょっと顔を赤くした。

「なっ、なんだ帝野。数学の宿題は肩代わりしないぞ」

「頼んでませんってば」

「だが父はマサチューセッツの大学へ講師をしに行っていてな。それでわたしを面倒見てくれたのが、当時喫茶店を経営していた母だった」

　いつもクールな表情の芽依が、少し懐かしそうにほほ笑む。

「しかし母と過ごす日は長く続かず、彼女は病気で亡くなった。店は売られ、わたしは父のいるマサチューセッツへ移り住んだ。……だが一年半ほど前、父の指導でわたしの発表した論文が、ちょっとしたお金になった。わたしは一人で日本に戻り、売られていた母の店を買い戻したのだ」

「それでセンパイ、まだ高校生なのに店のオーナーになれたんですね。お金って、賞金もらったとか？　どんな論文発表したんですか？」

「なんなら、論文の理論を聞かせてもいいぞ。早口にしゃべっても十時間はぶっとおしの講義だ。帝みかど野のの脳が破裂しなければいいがな」

「う……。ま、また今度にします……」

「父はわたしに、学問の道へ進ませたいと思っている。だから店を続けられなければ、父のもとへ戻り、学者の道を歩む約束をしているのだ」

「店を続けられなければって、まさかお店の経営が厳しいとか……」

　聞くと芽め依いはしばらく黙り……小さくうなずいた。

「今はなんとか持っているが、このままでは、店はつぶれる」

　芽依の店に行ったとき……常連らしいお客さんがいるにはいたが、逆に言えば、彼らと将しよう悟ごたちしかいなかった。休日なのに、ずいぶん空席が目立っていたのだ。

「あいにくわたしは、経営学は得意でないようだな」

　ふと将悟は、芽依の魔女っ娘こコスプレや、制服エプロンや、どじっこいもうとの愛情おむらいすなんかを思い出した。

「経営学ってことより、センスの問題のような気が……」

「む。わたしの計算された萌もえセンスに問題があるだと!?」

「い、いえ……そういうわけじゃ……」

　しかし、芽依は無事、店を再建できるんだろうか。もし失敗すれば、彼女はアメリカへ戻らなければならない。思い出の母の店を捨て、不本意な気持ちのままに。

「嵯さ峨が良らセンパイ。そうとわかれば俺おれ、手伝います！　お店が盛り上がって、お客さんがたくさん来るような方法を考えましょう！」

「――言ってくれるのはありがたいが、帝野がそこまでする義理はないぞ」

　確かにこれは芽依の問題だ。将悟がしゃしゃり出ることじゃないかもしれない。

　だが将悟もまた、父の残した帝野グループを継ぐ身だ。それは極秘事項のため、芽依の前では言わなかったが……彼女の身に、通じあうものを感じずにいられなかった。

「それにこれは、俺自身のためでもあるんです。帝野グループ社長の息子として、経営危機と聞いて放ほうっておけないというか……。血がたぎるんです。立ち向かわなきゃって」

　芽依はしばらく将悟を見つめ、ふいに笑顔を浮かべた。

「そうか……。そこまで言うのなら、わたしも、帝野熊くま五ご郎ろうの血を引きし男がどのような力を見せてくれるか、興味が出てきたぞ。帝野を頼ってみても、いいのだな？」

「もちろんですよ！　俺に手伝えることがあれば、なんでも言ってください」

　そのとき芽依の顔に浮かんだ表情は、将悟を見守る姉のようでもあり、彼を頼る妹のようでもあった。
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　陽のくれた夜。店の後片づけを終えた芽め依いは、汗を流すため風ふ呂ろに入っていた。

　店舗の二階が住居をかねていて、芽依はここで一人暮しをしている。

『りりかる☆しすたぁず』は、夜の八時過ぎには閉店してしまう。後片づけを済ませて店の仕事が終わるのは、いつも九時ごろだ。

　浴槽に身を沈めながら、芽依は雑誌を読んでいた。入浴しながら本や雑誌を読むのが彼女の習慣だ。たいていの本は一度読めば頭に入るので、濡ぬれてもかまわない。

　今読んでいるのは、英文の並ぶ海外の雑誌だ。どこかの学者が発表した数式理論の論文を目で追っていく。

「帝みかど野の、か……」

　しかし論文の内容は頭から抜け、いつの間にか将しよう悟ごのことを考えていた。

「想像以上におかしなやつだ。実に興味深い。彼をもう少し観察すれば、面白い理論の一つでも打ち立てられるかもしれないな」

　それはどんな理論だろう、と芽依は考えた。

「経営学……。いや、遺伝法則……。どれもありきたりだな……」

　雑誌を閉じて棚に置き、芽依は考えこんだ。

「男女についての考察、などはどうだ？　帝野将悟という男が、女という生き物によってどのような精神的変へん貌ぼうを遂げるか……。あいつをとことん萌もえさせてみたいものだ」

　浴槽の中で、芽依はそっと自分の胸を両手で抱えた。

「男女の体か……。実にカオスで、理論にほど遠いものだな。――それでこそ考察のしがいがあるというものだ。ふふふ……」

　自分でも気づかないうちに、口元にニヤリと笑みが浮かび上がっていた。

「しかし帝野が、店を手伝うなどと言い出すとは思わなかった。本当に面白いやつだな」

　――帝野は、わたしの店を立て直してくれるのか……？

　考え、小さく首を横に振った。

　いくら帝野グループ社長の息子といっても、しょせん素人だ。手伝ってもらったところで、つぶれかけた店の再建などできるわけがない。奇跡でも起きなければ無理だ。

「でも……これでいい」

　もう店は持たない。それは覚悟している。

　休学する本当の理由は、閉店処理のためだ。

　自分は間もなく母の店を売り、アメリカへ戻るだろう。

「それで、いい……。そうなれば……すべて計画どおりに終わる……」



    

  
    
      


４章　猫耳メイドな妹たち！





　放課後の視聴覚室で、将しよう悟ごはコピー用紙に熱心に鉛筆を走らせていた。

「よし、できたぞ！」

「さっきから何書いてるのよ、将悟？」

　隣で見ていた雅みやびがのぞきこんだ。

「広告の素案だよ」

　用紙に書かれているのは、『りりかる☆しすたぁず』のロゴや案内図などの下書きだ。

　芽め依いの店を救うには、多くのお客さんに来てもらわなければならない。それにはまず、宣伝が必要だ。けれど、テレビや雑誌に広告を出すお金なんてない。

　そこで将悟が考えた方法は……まずはこの深み流りゆう院いん学園の生徒たちに、大々的に『りりかる☆しすたぁず』を宣伝しようというものだった。アピールに成功すれば、やがて口コミで評判が広がって、もっと多くの人が店に来るようになるはずだ。

「どんな調子だ？　帝みかど野の」

　隣の準備室の扉が開き、芽依が出てきた。

「今、下書きが終わったところです。……って」

　芽依はいつもの魔女っ娘こコスプレではなく、紺色のメイド服を着ていた。

　それだけならまだしも……カチューシャの横から大きな猫耳が飛び出ていた。おまけに、やけに短いスカートの下から、ピョンと細長いしっぽが出ている。

「なんですか、その服は」

「店では猫カフェ要素が好評でな。思いきってメイドカフェ要素とコラボレーションさせたのだ。今度のイベントは、このコンセプトでのぞむぞ。どうだ、萌もえるかにゃあ～？」

「……ていうか『いもうとカフェ』じゃなかったんですか？」

　ツッコむと、芽依はハッと驚きの表情を浮かべた。

「わたしとしたことが、なんとうかつな！　――よし、妹要素としてランドセルもミックスすることにしよう。まさに猫とメイドと妹の三位一体だ。ふふふふ……」

「やめてくださいってば。カオスすぎます！」

「あの～」

　芽依の後ろから、とまどった声が聞こえた。

　準備室から、芽依と同じくメイド服を着て、猫耳としっぽをつけた心こ乃の枝えが出てくる。

「わ、わたしまでこんな格好しなきゃダメなんですか～？」

　心こ乃の枝えは顔を赤くして短いスカートを押さえ、モジモジと身をくねらせていた。

　――う……。心乃枝の恥ずかしそうな顔といい黒タイツといい、フリフリのエプロンといい……かわいい……。

「や、将しよう悟ごさん、どこ見てるんですか……」

　心乃枝が恥ずかしそうに、黒タイツの足を閉じる。

「ご、ごめんっ。――心乃枝、似合ってるよ」

「もう……」

　心乃枝は真まっ赤かな顔のまま、ぷいっとそっぽを向いた。

　将悟が、芽め依いの店を手伝うことにしたことを説明すると、心乃枝も「わたしにもできることがあったら言ってくださいね」と、名のり出てくれたのだ。

　店が盛り上がれば人手も足りなくなる。だから助かるのは確かだけど……。

「でも嵯さ峨が良らセンパイ。心乃枝がここまでしなくても……」

「何を言うか。鶴つる眞まはなかなかの萌もえ素材だぞ。助っ人にはもったいないほどだ。――どうだ、鶴眞。わたしと新しい萌えビジネスを展開させないか？」

「か、考えておきます……」

　心乃枝は引きつった笑いを浮かべた。

　――どんな萌えビジネスになることやら……。

「ふ～ん。でもなんかな～、イマイチ愛らしさに欠ける感じがするのよねー」

　見ていた雅みやびが口を尖とがらせて、どこぞの評論家みたいなことを言う。

「鶴眞さんって優等生で勉強ばっかだから、ウェイトレスなんてできなさそうだしー」

　トゲのある口調に、心乃枝はムッとほおを膨らませてつかつかと歩いた。

　雅の真ん前に立って、グッとにらみつける。まったく、この二人は……。

「わたし、ちゃんとできますから！　萌え萌えなウェイトレスさんになりますっ！」

　身を乗り出して叫んだとき、おしりのしっぽがピョコンと持ち上がり、スカートの後ろが派手にまくれ上がった。

「ひゃう!?」

　心乃枝はのけ反りながら、あわてて後ろ手でスカートを押さえる。

「見た!?　将悟さん、今、見ました!?」

「見てない、見てないっ！」

「な、なんですか、このしっぽ!?」

　芽依が心乃枝の後ろに立って、ピンと立ったしっぽの先を握にぎる。

　すると力が抜けたように、ふにゃっとしっぽが垂れ下がった。

「気をつけろ、鶴眞。このしっぽには特殊な形状記憶合金がしこんであり、体温によって形を変えるのだ。あとわたしの店ではウェイトレスではなく『しすたぁず』だ」

「形状記憶って、なんでそんなのが」

　将しよう悟ごは半ば呆あきれながら聞いた。

　芽め依いは横向きになり、両腕を胸元で猫みたいに曲げる。前屈みの体勢でつま先立ちになって、おしりをつき出した。

　ピョコッ！としっぽが立ち上がる。

「にゃあ～ん」

　猫っぽいポーズで鳴き声を上げた。

「――こうやって使うのだぞ。かわいいだろう。ほら鶴つる眞ま、やってみろ」

「えっ、わたしもですかっ!?　に、にやああ……」

「『にやあ』ではない。『にゃあ』だ！　おしりはもっと勢いよく！」

「はうぅ……。に、にゃああ……」

　心こ乃の枝えは涙目になりながら、いつの間にか芽依の特訓を受けていた。

　と、見ていた雅みやびが不満そうにつぶやく。

「む～。あたしだって、水泳部の練習がなかったら手伝ってあげたのに」

「気持ちだけでうれしいさ。お前は水泳部がんばれ。これでも俺おれ、大会見に行くの、楽しみにしてるんだぜ」

　雅はほんのり顔を赤くして、チラッと将悟をにらみつけた。

「でも人手が足りないときは言いなさいよ。あたしだって手伝うんだから」

「あぁ。忙しくなったら、雅にも応援頼むよ」

「――っと、そろそろ部活行かなきゃ」

　雅は鞄かばんを持つと、教室を駆け出していく。

　将悟は見送って、それから改めて広告の下書きを見つめた。

「俺も準備を進めないと。――それじゃ、広告掲載を頼みに行ってきます！」

「うむ。帝みかど野の、頼んだぞにゃあ～」

「将悟さん、行ってらっしゃいにゃあ～」

　……すっかり語尾が猫になっている二人だった。



　将悟はとある教室の前にやってきた。

　廊下の壁に掲示板があり、何枚も貼はり紙がみがしてある。

『妹にしたい美少女No.１ついに決定！　小こ都と里りまい子こ先生の王座は守られるのか!?』

　という、派手な見出しが目に飛びこんできた。

　掲示板のど真ん中に大きく貼られた学校新聞だ。

「いったいどんな記事なんだ……」

　ここは新聞部の部室の前。新聞部では、こうして学校新聞を作って、学園のあちこちに貼はり出したり、配ったりしているらしい。政財界の子息が多く通う学園の新聞とあって、校外にも多数の読者がいるほどなのだそうだ。

　そんな新聞に広告を載せてもらえば幅広く宣伝できると考え、やってきたのだ。

「こんにちはー」

　将しよう悟ごは部室の扉を開け、中をのぞきこむ。

　インクのにおいが廊下に漏れ出てきた。部室の中には、所狭しと印刷物が積み上げられ、その合間にパソコンのモニターやキーボードが見え隠れしている。

「ねぇユウ。何枚写真撮れば気が済むのよ」

　並んだデスクの手前で、ロングヘアの女の子が不機嫌そうな顔で立っていた。

「もっと笑顔、笑顔。美香を妹にしたいお兄ちゃんたちを泣かせる気？」

　ユウと呼ばれた、ショートカットでメガネをかけた女の子が、カメラを持ってパシャパシャと写真を撮っている。以前、将悟にインタビューしにきた子だ。

　彼女はふと気づいて、将悟の前に駆けてきた。

「美香、ちょっと待っててね。――あっ、帝みかど野のセンパイ！　新聞部にご用事ですか？」

「えっと、部長さん、いるかな」

　聞くと、ユウさんは部室の奥に呼びかけた。

「部長！　お客さんです」

　積み上がった印刷物の向こうから手が伸びて、クイクイッと手招きする。

「どうぞ、中に入ってください」

　将悟はペコリと一礼して、インクのにおいが充満する室内に入った。

　案内されながら印刷物の山を迂う回かいすると、デスクに突つっ伏ぷすようにモニターに向かっている女子生徒がいた。カタカタカタ……と、ものすごい高速でキーボードを打っている。

「部長の新あら谷やさんです。ああ見えて二年生なんですよ。――部長ーっ、帝野センパイですよーっ」

　しかし聞こえないのか、新谷部長は一心不乱にキーを叩たたいていた。

「ほら、写真撮りますから！」

　ユウさんがカメラを向けてシャッターを切ると、新谷部長は青ざめた顔で振り返り、手を広げて顔を隠した。

「や、やめろォ！　撮るなァ！　魂が抜かれるゥ!!」

「はい、チーズ」

「や、やめて……！　お願いだからやめてよぉ……」

　新谷部長は、突然弱々しい女の子っぽい悲鳴を上げた。

「部長はですね、魂が抜かれると人格が失われるんだそうです。普段の部長は、第二人格なんですって」

「魂？　第二人格？」

「我は『深み流りゆう院いん学園の七不思議・零ゼロの月光に這はう霊魂の叫び』の執筆で忙しい」

　新あら谷や部長が、第二人格らしき声に戻ってつぶやいた。

「夜中に幽霊が出るとか、ただの噂うわさじゃないですか」

「クッ！　いるぞ、いるのだ、この学園に浄化せぬ霊魂が！　我が魂が共鳴する!!」

　叫ぶと、新谷部長は猫背のままくるっと椅い子すをまわし、じろりと将しよう悟ごを見た。

「客人というのはお主かね」

　白い肌に、ちょっと古風なボブカットの髪形。一見フランス人形みたいな顔立ちだけど、なんともいえないアヤしい雰囲気をまとっている。

　人形は人形でも、夜中に動く人形っていうか、本人が霊魂の叫びを上げそうだ。

「クククク！　あの深流院学園きっての有名人、帝みかど野の将悟が自ら訪れるとは！」

「実は、お願いしたいことがあって……」

　将悟は『りりかる☆しすたぁず』の広告を学校新聞に掲載してほしいことを説明した。

「――というわけなんだ。もちろんお礼はするよ。お金はあまりないけど……」

　広告の下書きを受け取って、新谷部長はしばらくジーッと見つめている。

「ククク……。我が『深流院タイムズ』を使って宣伝活動か。面白い。――だが、我が部も何かと人手不足だ」

「あ、無理にってわけじゃないんだ。ジャマしてたらごめん」

「結論を急ぐでない。我々は人手も不足しているが、それ以上にニュースに不足している。我々が何より求めるのは事件！　スクープ！　そして真実っ!!」

「はぁ……」

「ときに帝野将悟。お主は帝野グループ元社長・帝野熊くま五ご郎ろうの一人息子として我が校内でも著名な存在だ。大衆はお主に非常な関心を持っている！」

「はぁ……」

「我々は真実を伝えるマスコミとして、人々に応えねばならん！　彼らの好奇心を代弁し、大衆の目となり耳とならねばならんッ!!」

「はぁ……」

「そこでだ。我々に広告掲載を頼むなら、一つ条件を出そうではないか」

「条件？　言ってくれれば、できることならなんでもするよ！」

「ククククク！　よろしい！」

「あっ、部長が『ク』五つで笑った！　めっちゃ機嫌いいみたいですよ」

　ユウさんが教えてくれる。

「我々が提示する条件は……『お兄ちゃんにしたい男子No.１』、帝野将悟の独占ロングインタビューの掲載だ!!」

「い、インタビュー？　前にも理想の妹がどうとかって聞かれたような……」

　けど、背に腹は代えられない。これも芽め依いの店のためだ。

「わかった……。その条件、受けるよ」

「ではインタビューの準備だ！」

　そうしてその日、将しよう悟ごは夜遅くまで「ククク……理想の妹はどのようなタイプかね」とか「ククク……妹と遊びに行くとしたらどこかね」とか「ククク……ククククク」とか、延々とロングなインタビューを受けるハメになるのだった。
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　カチャカチャとフライパンで溶き卵をかきまわし、ジュウッと焼き上げる。

　薄焼き卵を器用に箸はしですくい上げ、ケチャップで味つけした炒いためごはんに乗せた。

　たちまち目の前に、ほくほくと湯気の立つオムライスができあがる。

「――とまぁ、こうすれば味わい深いオムライスが完成するのです」

　学校の調理室で、エプロン姿の凜りん香かが言った。

「すご～い。凜香ちゃん、料理も得意なのね～。おいし～い」

　横で見ていた愛ま菜なが、どこからかスプーンを取り出して、早くもパクついている。

「こら、天てん導どう会長のごはんじゃありませんっ」

「いいじゃな～い。おなか空すいちゃったんだもん」

　その横で、芽依は熱心にメモを取っていた。

「嵯さ峨が良らセンパイ、どうでしたか？」

　将悟が聞くと、芽依は感心した様子でメモを見直した。

「店のオムライスは、少々卵を焼く時間が長すぎたようだ。すぐにも改善せねば」

　宣伝も大切だけど、それだけじゃ足りない。店を繁盛させるには、料理だって少しでもおいしくしなきゃいけない。

「それにしても国くに立たちさん、いったいどこで料理習ったの？」

「子供のころから、家庭でしつけられたんですわ」

「国立さんって格式ある家柄らしいもんな」

　凜香は照れたのか、ほおを赤く染める。

　芽依がパタンとメモ帳を閉じ、うん、とうなずいた。

「よし。このレシピは『たかびしゃいもうとの高級お嬢さまおむらいす』と名づけよう」

「はっ!?　わ、わたし高飛車などではありませんわっ！」

「気にするな。タカビーも重要な萌もえ属性の一つだぞ」

「ね、天導会長。わたし高飛車じゃありませんわよね？」

　凜りん香かはとまどった顔で、愛ま菜なの肩を揺する。

　――もしかして国くに立たちさん、気にしてるのかな……。

「ん～？　大丈夫。とってもおいしいよ～」

　聞いているのかいないのか、オムライスをパクつき続ける愛菜だった。



　将しよう悟ごが教室にいると、新あら谷や部長がやってきた。両手に印刷物の束を抱えている。

「ククク……。帝みかど野の将悟。『深み流りゆう院いんタイムズ』の最新号が完成したぞ」

「ありがとう！　よかった、けっこう早くできたんだね」

　将悟はどっさり重い学校新聞の束を受け取った。

「これが約束どおり、お主が配布する分だ」

　たたまれた新聞を広げながら裏側の最終面を見ると、そこに堂々と『りりかる☆しすたぁず』の全面広告があった。将悟の素案どおり、店の情報やイベントデーの概要がわかりやすく書かれている。

「この新聞、がんばって配らないとな」

「ククク、それとお主の独占インタビュー記事も見るがいい」

「そういや、そんなのもあったっけ……」

　好みの妹がどうとか、いろいろ聞かれたけど……どんな記事になったんだか。

　新聞の表を向けて目を落とした。

　一面にめいっぱい、あごに手を当てニカッと笑った将悟の写真が載っていた。

　よく見ると口元が引きつっている。無理矢理ボーズを取らされて撮影されたんだ。

　さらに写真の横には、ドドーンと派手な見出しがあった。

　お兄ちゃんにしたい男子No.１

　帝野将悟、大いに語る！「妹はツンデレに限るぜ!!（キリッ）」

「ツンデ……？　あの、俺おれ、こんなこと一言も言ってないような……」

「クククク……。我を見くびるでない。お主の第二人格にインタビューを試みたのだぞ。魂の仮面を引きはがし、隠されし真の人格を白日のもとにさらしたのだ!!」

　――し、真の人格……？　俺、そんな人格してるの!?

　クククと不気味に高笑いする新谷部長を、呆ぼう然ぜんと見つめる将悟だった。



「と、いうわけでイベントデーを開催するんだ。だからみんなも来てくれよ」

　それから毎日、将悟は放課後も学校に残って新聞配りに精を出した。

　校門の横に立って、帰りがけの生徒たちに新聞を手渡す。そのとき、しっかり『りりかる☆しすたぁず』の宣伝もしておくのだ。

　新聞を受け取りながら、三人組の一年生の女の子たちが大きくうなずいた。

「はいっ！　お兄ちゃんセンパイのお誘いなら、絶対行きます！」

　目をキラキラさせて将しよう悟ごを見つめる。

「その『お兄ちゃんセンパイ』って何……？」

「今、一年生の間で流行ってるんですよ。帝みかど野のセンパイのこと、お兄ちゃんって呼ぶの」

「そそ、そうなんだ。うれしいな、はははは……」

　引きつった笑顔を浮かべる将悟だった。

　女の子たちは学校新聞に載った将悟のインタビュー記事を読みながら、口々におしゃべりしあって去っていく。

　――いったい俺おれって、どんな目で見られてるんだろ。本気でツンデレ妹好きの人間なんて思われてんじゃないだろうな……。

　ともかく、これで受け取った新聞もほとんど配り終わった。

「ふぅ、疲れた。今日は早めに帰るかな」

　明日から休日。いよいよ、芽め依いの店『りりかる☆しすたぁず』でのイベントデーだ。

　鞄かばんを取りに教室に戻ると、心こ乃の枝えがいた。

　夕陽の射しこむ中、メイド服姿で猫耳としっぽをつけている。

「よ、心乃枝。――今まで嵯さ峨が良らセンパイの特訓につきあってたのか？」

「はぅ……。もうクタクタです……」

「心乃枝も大変だな……。でもすっかりウェイトレス……じゃなかった、しすたぁずっぽくなってきたぞ」

「ほんとですか!?」

　と、ピョコッとしっぽが立ち上がる。

　心乃枝はあわててめくれたスカートを押さえた。

「ひゃうっ!?　――もう、このしっぽがどうしてもコントロールできなくて……。嵯峨良センパイは、特訓あるのみだ！なんて言うんですけど……」

「特訓、ねぇ。どんな特訓すればいいんだか……」

「あ、あの、将悟さん。もう少しこっちに歩いてきてもらえますか？」

「ん？　いいけど……」

　将悟は心乃枝の前に向かって歩いた。

　近づき、一メートルほどの距離になったとき……ピョコ！とまた心乃枝のしっぽが立ち上がって、スカートの後ろがふわりとまくれる。

「ひゃんっ」

「心乃枝!?　大丈夫か!?」

「い、いいんです！　将悟さん、もっと、こっちに」

　おそるおそるもう一歩踏み出して近づくと、またまた心乃枝のしっぽが立った。

　――あのしっぽ、体温の変化に反応するとか言ってたけど……。

「もしかして心こ乃の枝え、恥ずかしがってるんじゃ……」

「いえ！　これでいいんです。これで、特訓になるんです！」

「と、特訓!?」

「このまま、お店でしっぽがあがったら恥ずかしいじゃないですか。だからコントロールできるように特訓しなきゃ……。将しよう悟ごさん、もっと、わたしの近くに来てください！」

　もっとって……。もう、すぐ目の前に心乃枝がいるのに……。

　心乃枝は顔を真まっ赤かにしながら、真剣な目で将悟を見ている。

「あ、あと一歩しか、近づけないぞ……」

　将悟はさらに踏み出して、ギリギリ心乃枝の手前に立った。すぐ前に向かいあって、お互いの吐息が顔にかかる。ちょっと背中を押されれば、抱きついてしまいそうだ。

「はう……」

　心乃枝は恥ずかしそうにうつむいて両手でスカートを押さえ、必死で耐えていた。

「大丈夫か、心乃枝……」

　将悟が話しかけたとたん、耐えきれなくなったのか、ピョコーン！と心乃枝のしっぽがまっすぐ天井に向かって立ち上がる。

「ひゃうぅっ!?」

　スカートの後ろが派手にまくれ上がり、勢いに押されて心乃枝の体が倒れこんだ。ドサッと体重を預け、心乃枝の顔が将悟の胸に埋まる。

　思わず伸ばした腕の中で、心乃枝は真っ赤な顔でぷるぷる震えていた。

「心乃枝、落ち着け、心を落ち着けるんだ！」

　将悟は、ピンとそそり立っているしっぽを見た。あれをなんとかしないと、心乃枝のスカートがまくれたままだ……。

「しっぽの先を握にぎると元に戻るんだっけ」

　将悟は手を伸ばし、ふさふさしたしっぽの先を握った。

「ひゃあっ!?」

　抱き抱えられたまま、心乃枝の全身がビクッとけいれんした。

「悪いっ。――ていうか、神経つながってる!?」

「し、しっぽの根元が、その、おしりのところに当たって……」

「そうか。ビックリした……。気をつけるよ」

　将悟は慎重な手つきでしっぽの先を握ったり、つまんだり、軽く引っぱったりした。

「ひっ！　ひゃ！　あんっ!!」

　そのたびに心乃枝が短い悲鳴を上げて、ピクピク体を震わせながら何度も跳ねる。

　しっぽが揺れて、うまく握れない。

「くそ、このしっぽ、どうなってんだ……」

　将しよう悟ごはだんだんやけになって、両手で思いきりしっぽの先端を握にぎりしめた。

「きゃううううっ!?」

　心こ乃の枝えが甲かん高だかい悲鳴を上げ、直後、将悟の胸にぐったりと倒れこんだ。

　と同時に、ようやく力を失ったようにしっぽが垂れ落ちる。

「心乃枝？　心乃枝っ!?」

「も、もう、らめれふ……」

　すっかりくてっとなって、はぁはぁ息をついていた。

　――ほんとにこのしっぽ、神経がつながってるんじゃないだろうな……。



　将悟が教室の外に出て待っていると、制服に着替えた心乃枝が出てきた。

「はぁ……。本番のとき、どうしよう……」

「あんなピョコピョコスカートがめくれたんじゃ、仕事にならないよな」

「しょうがないから、当日はスパッツはくことにします」

　もう校内に残っている生徒も少ない。二人で並んで、廊下を歩き始めた。

「だけど心乃枝、こんなに手伝ってくれてありがとな」

「わたしアルバイトしたことないから、一度、こういうのやってみたかったんです」



    

  
    
      



    

  
    
      「嵯さ峨が良らセンパイはどう？　ウェイトレスの指導、厳しい？」

「とっても優しく教えてくれますよ。――猫耳としっぽはつけさせられますけど……」

　心こ乃の枝えは恥ずかしそうに笑った。

　――でもよかった。心乃枝、センパイと仲良くなってくれたみたいだ。

　けど……と、将しよう悟ごは思った。だからこそ、言わなきゃいけないのかもな。

「心乃枝、実は、話しておきたいことがあるんだ」

　将悟は立ち止まり、まっすぐ心乃枝を見つめた。

「嵯峨良センパイは……『妹』かもしれない」

「え……？」

「心乃枝のと同じ携帯電話を持ってたんだ」

「それで将悟さん、確かめるためにセンパイの店を手伝って……」

　しかし、将悟は首を横に振った。

「それは違うよ。店を続けられるように協力したいのは、本当の気持ちさ。『妹』のことが気になるのも事実だけど。――でも一応、心乃枝には話しておこうって思ったんだ」

「そういえば嵯峨良センパイが言ってたんですけど、センパイもわたしと同じく、みなしごだったんですね。将悟さんにも話したって言ってましたよ」

「うん、俺おれも聞いたよ。心乃枝にも教えてくれたんだ？」

「捨て子なんだって聞きました。ほかにも、育てのご両親のこととか……。――じゃあ、もしかしてセンパイ、本当に将悟さんの妹さんなんでしょうか？」

「おい心乃枝、忘れてるぞ。センパイは上級生だ。三月生まれだって言ってたから、俺より一ヶ月ほど早く生まれただけらしいけどさ。それでも年上の妹なんて、おかしいだろ」

「あっ、そうですよね！　うっかりしちゃった」

　間違いに気づいて、心乃枝は恥ずかしそうに舌を出した。

「でも、ならどうして『妹』だなんて言うんでしょうね」

「わからない。けど何か大きな理由があるはずだ。いつか、センパイもすべて話してくれるよ。俺はそう信じてる」

「そうですね……。うーん……」

　急に心乃枝は無言になって、何やら考えこみ始めた。

「心乃枝？　何か、気になるのか？」

「あ、いえ。……あの、わたしの考えすぎかもしれないですけど」

「うん？」

「嵯峨良センパイって、本当に年上なんでしょうか？」

「……どういうこと？」

「ほら、わたしもみなしごだったじゃないですか。それでたまに、名前は誰だれがつけたの？なんて聞かれるんです。でもわたしの場合、生みの親が出生証明書を残してて……」

　出生証明書とは、赤ん坊が生まれたとき、立ち会いの医師によって書かれる生誕の証明書類だ。出生届とともに、役所に提出することが義務づけられている。

「それで名前や生年月日がわかったんです。――だけど、もしそういう証明書とか、誰だれかの証言がなかったら、正確な生年月日ってわからないじゃないですか。そのあたり、どうなんだろって思って……」

　将しよう悟ごは、今までの芽め依いとの会話を思い返した。

　あの隠れ家で、芽依は言っていた。一歳か二歳くらいのときに拾われた彼女は、本当の名前もわからないって。

　一歳か二歳くらい。考えてみれば、拾われた時点での年齢すら、あいまいってことじゃないか？　例えば本当はまだ一歳なのに、二歳ってことにされてしまったりとか……。

「もし捨て子だった子供の生まれた日がわからなかったら、どうするんだろ？」

「拾われた日にちを誕生日にすることが多いそうですよ」

　じゃあ芽依は三月に拾われたから、その誕生日になったのか？

　芽依は将悟より、一ヶ月ほど誕生日が早いことになっている。けれど正確な誕生日がもっとあとの日――将悟の誕生日よりもあとの日だったら……芽依が、将悟より年下という可能性もある……。

　つまり芽依は、将悟の、血のつながった妹であるかもしれないのだ……。

　いつの間にか将悟は呆ぼう然ぜんとして、心こ乃の枝えの顔を見続けていた。



　　　§



　イベントデー当日、土曜日の早朝。将悟は、パッチリと目が覚めた。

　時計を見ると午前六時過ぎだ。『妹』にたたき起こされてたせいか、すっかり目覚める習慣がついてしまったようだ。

　ふあぁ……とあくびをしていると、携帯電話が鳴った。

　液晶には『非通知着信』と表示されている。

「……もしもし」

『おはようございます。お兄さま』

　聞き慣れた、機械的に加工された『妹』の声がする。

　電話の向こうに、ボイスチェンジャーつき携帯電話を持った芽依を思い浮かべた。

　けれど、まだ確証を得たわけじゃない。慎重に言葉を選んだ。

「あぁ、おはよう。残念だけどな、今日はあまり、長話してる時間はないんだ」

『お兄さまが忙しいだなんて、珍しい』

「珍しくて悪かったな。――とにかく今日から、大切な用事があるからな」

『大切？　どのくらい大切なのですか？』

「そうだな……。学校の授業を投げうってでもやらなきゃいけないくらい大切だ」

『お兄さま、どうせいつも授業など、投げうってるのではありませんか？』

「んなことないぞ。――ま、とにかくそういうわけなんだ」

『でしたら、わたくしも今日は失礼します。おじゃましてはいけませんものね』

　――ちぇっ、いつもこのくらい素直なら、かわいい『妹』なのになぁ。

　思わず心の中で愚痴ってしまう。

「それじゃあな」

　将しよう悟ごが電話を切ろうとすると、

『――ありがとう』

　一言、つぶやくような声が聞こえて、電話は切れた。



　――嵯さ峨が良らセンパイは、『妹』なのか？

　本当に、血のつながった妹なのか……？

　でも嵯峨良センパイが俺おれの妹だとしたら、なおさら店を救いたいじゃないか！

「……帝みかど野の。こら、帝野！」

　呼ばれて、将悟はハッと我に返った。

　すぐ横に猫耳メイド服姿の芽め依いが立って、将悟をにらんでいる。

「何をボーッとしているのだ。手が止まってるぞ」

「す、スミマセンっ」

　ウェイターの制服にエプロン姿の将悟は、あわてて持っていた皿を洗い始めた。

　ここは『りりかる☆しすたぁず』の厨ちゆう房ぼうだ。男の将悟はウェイトレス……いや、しすたぁずをするわけにもいかないから、こうして皿洗い担当なのである。

「わたしの店で働く以上、しっかりやってもらうからな」

　芽依は人差し指を立て、学校の先生みたいな顔で言う。さすがオーナーの迫力だ。

「はいっ。もう皿洗いならまかせてくださいって！」

　スポンジでゴシゴシ食器を洗っていると、返却棚の向こうに心こ乃の枝えが顔をのぞかせた。

「将悟さーん、これもお願いしまーす」

　ドサッと無慈悲なほどの量の皿やグラスが置かれる。

　――ひぃ、洗っても洗ってもきりがないぞ。

「三番テーブル、お嬢さまおむらいすお願いしまーす」

　くるみさんの声が聞こえて、彼女が顔をのぞかせた。

　将悟と雅みやびが最初に店に来たとき出迎えてくれたくるみさんも、今は一緒に働く仲間だ。

「はーい！　お嬢さまおむらいす入ります！」

　調理担当の女の子が答えて、将しよう悟ごのほうを向いた。

「ほらほら新人くん、食器足りなくなるわよ！」

　なぜか新人扱いの将悟である。

　――それにしても、よかった。思った以上の盛況ぶりだな。

　開店直後から、店内は常に半分以上の席が埋まっている状況だった。その多くが、学校新聞の広告を見てやってきた深み流りゆう院いん学園の生徒たちだ。

「すごい～。お店、混んでるね～」

　聞き慣れた声がして目を向けると、近くの席に生徒会長の愛ま菜なが来ていた。向かいには副会長の凜りん香かもいる。二人で来てくれたらしい。

「ようこそ、おかえりなさいませ～だにゃん」

　心こ乃の枝えが迎えて、ピョコンとかわいらしくしっぽを立てた。

　――だんだん、しっぽの使い方がうまくなってるな。

「心乃枝ちゃん、かわいい～。愛菜もそのしっぽほしいなぁ～」

「天てん導どう会長も、今度一緒にコスプレしますか？」

「うん、愛菜もやりたい～。猫耳つけて、朝礼で生徒会の挨あい拶さつしたら楽しそう～」

「やめてくださいませ」

　冷静な凜香のツッコみが入った。

「ところで、帝みかど野のセンパイはどうしてますの？」

　凜香がキョロキョロ見まわして、厨ちゆう房ぼうの中にいた彼と目をあわせた。

　エプロン姿の将悟を見て、ふふん、と不敵な笑みを浮かべる。

「お似合いの働きぶりですわよ、帝野センパイ」

　ピク、と皿洗いする彼の手が止まった。

　芽め依いがつけた『たかびしゃいもうとの高級お嬢さまおむらいす』というネーミングセンスは抜群なんだなぁと、思わずにいられない将悟だった。

「ほら、どうした。また手が止まってるぞ」

　芽依に言われて、将悟はまた忙しそうに手を動かした。

「サボッてません！　――だけどよかったですね。お客さん、たくさん来てくれて」

「そうだな……。なんだか、母の喫茶店を思い出すな」

「お母さんの？　こんな雰囲気だったんですか？」

「母の店は、けっこう繁盛していた。常連客も多くて――娘であるわたしのことを覚えてくれる人もいた。わたしは母が働いている間、よく店の片隅に座っていたからな」

「お客さんと仲良くなれるのって、いいですね」

「同じ年ごろの少女とも友だちになったこともあるぞ。最初は母親に連れられて店に来たのだ。――妙にわたしと気があって、やがて一人で遊びに来るようになった」

「へぇ……。どんな子だったんですか？」

「おとなしくて、まるでわたしの妹のようだった。いつも頼ってきて、放ほうっておけない気分にさせられたぞ」

　芽め依いは懐かしそうに言って、ふいに目を伏せた。

「だが、母が亡くなって店も閉じられ、彼女とも離れてしまったのだ……」

　それを聞いたとき、将しよう悟ごは、芽依がこの店にこだわる理由が、わかった気がした。

　――嵯さ峨が良らセンパイは、その女の子との思い出を残したいのかもな。

「もしかして、店を『いもうとカフェ』にしたのって、妹みたいだった彼女へのメッセージなんじゃないですか？」

　聞いてみると、芽依はきょとんとした目で将悟を見た。

「み、帝みかど野のがそんなろまんてぃっくなセリフを言うとは！　鳥肌が立ったぞ」

「……ほっといてください」

「いや『いもうとカフェ』は、萌もえ産業研究をかねて始めたのだかな」

「あ、そうですか……」

　芽依を甘く見ていた気分の将悟である。

　それはそれとして……芽依がこの場所に、深い思い出があることには変わらない。

　――だから、今日の繁盛がずっと続いてくれたらいいな。

「ほら帝野！　また手が止まってるぞ！」

「すっ、スミマセンっ!!」

　ロマンにひたるヒマもなく、馬車馬のように働かされる将悟だった。



　翌日の日曜日。『りりかる☆しすたぁず』のイベントデー二日目。

　店は昨日の賑にぎわいが嘘うそのように静かだった。

　いや、ちょくちょく来客があって、常に二、三席ほどは埋まっている。

　けれど昨日と比べると、客足は半減以下だ。これでイベントデーが終わったら……。

　――やっぱりあのくらいの宣伝じゃ、たいした効果にならないのか……。

「今日はお客さん、少ないですね……」

　厨ちゆう房ぼうの前で、トレイを持った心こ乃の枝えがつぶやく。

「これでもいつもよりは多めなんですけど……。昨日と比べるとね……」

　隣に立って、くるみさんは少し退屈そうにため息をついた。

　芽依は将悟の横で、無表情のままじっと店内を見つめている。

　そうしていると、店の扉が開き、カランカランと鐘の音が響いた。

「来ましたね！」

　心こ乃の枝えが扉の脇わきに駆けて出迎えた。

「おかえりなさいませ！　お姉ちゃ……あら、神かん凪なぎさん？」

　雅みやびが店内に入って、大きくＶサインを向けた。

「やっほ～。来てあげたよ～ん。ほらほら鶴つる眞まさん、出迎えの挨あい拶さつは!?」

「お、おかえりなさいませ、お姉ちゃん！　にゃん！」

「うふふふ。お姉ちゃん。あたし、お姉ちゃん……」

　ニヤニヤ笑っている雅を、心乃枝が席に案内する。気をきかせたのか、厨ちゆう房ぼうにいる将しよう悟ごに近い席へ連れてきてくれた。

「よ、雅、来てくれたんだな」

「昨日は一日中部活があって来れなかったから、今日になっちゃったけど」

　心乃枝がお冷やを運んで、雅の前に置く。

「お姉ちゃん、注文は決まったかにゃ？」

「ぷ……。鶴眞さん、その猫言葉似合ってるわよ。もっとにゃんにゃん鳴いてよ～」

　笑われて、サッと心乃枝の顔が赤くなった。

「おかしくないですっ！　からかわないでくださいっ」

「はいはい。さて、何にしようかな～」

　雅はメニューブックを開いてのぞきこんだ。

「む～っ。……神凪さん、この『どじっこいもうとがいっしょうけんめいつくった愛情おむらいす』が一番のオススメですにゃん」

　――こないだ俺おれが食べた、思いきりしょっぱいオムライスじゃねーか。心乃枝もえげつない仕返しするなぁ。

「ん～、じゃあプリン・ア・ラ・モードちょーだい！」

　心乃枝は敗残者のように背中を丸めて、すごすごと厨房の前に戻ってきた。

　――しかたないぜ、心乃枝。雅はこの店、二度目なんだ。歴戦の勇者なんだ。

「ところでさ、将悟、しっかり店を盛り上げてる？」

　雅が店内を見まわしながら聞いた。

「昨日は、もっと賑にぎわってたんだけどなぁ」

「そういえば、この店に来る途中なんだけど……店のほうをじっと見ながらウロウロしてる人がいたよ。大人の男の人が二人」

「じっと見てた？　店に来ようとしてるのかな」

「わかんないけど、迷ってるのかもしれないし、案内してあげたら？　――大きなカメラ持ってたから、すぐわかると思うけど」

　その言葉を聞いて、芽め依いの顔がわずかに険しくなった。

「カメラ？　カメラを店に向けていたのか？」

「カメラ持ってると、何かマズいんですか？」

　将しよう悟ごが聞き返すと、芽め依いは少し考えこむ顔になった。

「うむ……。杞き憂ゆうかもしれんが、しすたぁずを盗撮されると困るからな。店では、無断撮影は遠慮願っているのだ。写真を撮りたいときは、一声かけてもらわねば」

「そりゃそうですよね。プライバシーがありますし」

「ちなみに当店では、チェキ一枚につき三千円だ。ツーショットチェキなら五千円だぞ」

「それはぼったくりなんじゃ……」

「念のため様子を見てくる。待っててくれ」

　将悟は厨ちゆう房ぼうを出て、外に向かう芽依のあとを追いかけた。

「待ってください。俺おれも行きます」

　もしも相手が粗暴な人間だったら、芽依一人で行かせるのは心配だ。

　それとレジの横に置いてあった、店のチラシを一枚手に取った。店に入るのを迷ってるだけかもしれないし、それなら案内してみよう。

　外に出ると、表通りから中に入った細い道は、人通りもなく静かだった。

「どこにいるんだろ」

　将悟が道の左右を見まわしていると――パシャッと、シャッターを切るような音がかすかに聞こえた。電柱の陰に二人の男が潜んでいる。――やはり隠し撮りか？

　将悟は人影に向かって走った。逃げるかと思いきや、彼らは電柱の陰から姿を現し、将悟の前に立ちはだかる。

　二人組の中年の男だった。カメラを持った男は、寸胴な体格で短い無ぶ精しようヒゲを生やしている。もう一人は痩やせて猫背だ。二人とも薄汚れたジャケットを着ている。

「帝みかど野の将悟さぁん」

　猫背の男が、ねちっこく馴なれ馴なれしい口調で呼びかけた。

「お話、聞かせてもらえませんかねぇ？」

「な、なんだ……？　あんたら……？」

　彼らを見返しながら、将悟は異様な雰囲気にたじろいだ。

「将悟くん！　答えるな！」

　突然の声に振り返ると、近くのビルの陰から一人の人物が飛び出した。そこに隠れていたらしい。忍者のような黒装束姿に、大きなサングラス――衣い楠くすだ。

　彼女は駆け寄って、将悟と記者たちの間に割って入る。

「この二人は『週刊芸能タイショー』の記者だ」

　その雑誌の名は、将悟も知っていた。世の出来事を、あることないこと交えて書きたてる、ゴシップ系ニュース誌。電車の中なか吊づり広告で、スキャンダルをあおる過激な見出しが並んでいるのを見たことがある。

　以前、衣い楠くすが言っていた言葉を思い出した。一部のマスコミが将しよう悟ごの妹のことを嗅かぎつけたらしい、と。

「ねぇ、あの噂うわさ、本当なんですかぁ？　俺おれたちにこっそり教えてくださいよぉ」

　猫背の記者がニヤニヤと笑いながら聞いた。その間にも、カメラマンの記者はパシャパシャと将悟の写真を撮り続けている。

「噂って、なんの噂だよ」

「またまたとぼけちゃってぇ。みんな知ってるんですよ、あ・の・こ・と」

　――みんな……知ってるだって……？

「おや、店員の服着て、ひょっとして帝みかど野のさん、働いてらっしゃる？　妹さんを養うためだったり？　若いのに偉いなぁ。ロクデナシな親を持つと、息子さんが苦労しますねぇ」

「黙って聞いてれば、父さんのことまで言いたいこと言いやがって……。俺は誰だれも養っちゃいない。働いてるのは俺自身の意志だ！」

　叫んだ隙すきにカメラマンの記者がまわりこみ、将悟の持っていたチラシをつかんだ。

「おっ、なんだこりゃ。『いもうとカフェ』……？」

　チラシにカメラを向け、パシャパシャとシャッターを切る。

「撮るんじゃねぇよ！」

　たちまち食いついたように、記者たちが目を輝かせた。

「いやぁ、こりゃビックリだなぁ！　あの帝野グループの御おん曹ぞう子しが、こーんな店で働いてるとはねぇ。世界に名だたる大企業も落ちぶれたもんだなぁ」

　げひひひ、と、二人の記者が下品な笑い声を上げた。

　――こいつら、嵯さ峨が良らセンパイの前で……。

　思わずつかみかかろうとする将悟を、衣楠が押さえる。

「やめるんだ。挑発に乗ってはいけない」

　だがこらえきれず、将悟は記者たちに向かって怒ど鳴なった。

「誰が落ちぶれてるって!?　俺はな、自分の意志でセンパイの店を手伝ってるんだ！　そりゃ俺だって変わった店だって思うけど、『こんな店』だの『落ちぶれた』だの言われる筋合いはねぇぞ！　あの店には、センパイの大切な思い出があるんだ！　あんたらにはわかんねぇだろうけどよ!!」

　いつの間にか猫背の記者の手に、ボイスレコーダーが握にぎられていた。そしてカメラマンの記者はシャッターチャンスとばかり、叫ぶ将悟の顔をレンズに納めた。

「へへ、面白いネタ拾ったぜ。次号のスクープは『ゆらぐ帝国・落ちぶれし帝野グループの御曹子、いもうとカフェで惨めなバイト生活』で決まりだな」

「帝野さん、なかなかいい顔が撮れましたよー」

　二人の記者はサッときびすを返し、早足に立ち去っていく。

　将しよう悟ごはくやしさを噛かみしめながら、彼らの背中を見送るしかできなかった。

「ちくしょう。俺おれ、すっかりコケにされちまったな……」

「将悟くん、気にするな。挑発して人の神経を逆なでし、ネタを引きずり出すのが彼らの常じよう套とう手しゆ段だんなんだ。ああ見えて多数の有名人を相手にしてきた、海千山千の連中なのさ」

「言いたいやつらには、言わせとくしかないのか……」

「やっかいなのは、彼らは物事を誇張して書きたてるからな。今回の件も、帝みかど野のグループを不当におとしめるような記事にされるおそれがある」

「そ、そうなのか。どうすればいいんだ……」

「ここはボクにまかせてくれ。今から彼らを追って対処を試みる」

「すまない。俺、黙ってられなくて、つい……」

　衣い楠くすはうなずき、記者たちが去った方向へ駆けていった。

　将悟は無力感に打ちひしがれながら、店に戻ろうと振り返る。

　そこに芽め依いが立って、心配そうに将悟を見守っていた。

「帝野、大丈夫か……？」

「スミマセン、騒がせちゃって。あいつら、店のことを悪く言って……」

「わたしは平気だぞ。店など出せば、あちこちから様々なことを言われるのが常だ」

「そう……ですか？　センパイがなんとも思わなければ、よかったですけど」

「心配するな。――あんなふうに怒ってくれるとは、帝野もなかなか優しいのだな」

　芽依はニコッと小さく笑顔になった。

　普段クールな表情の彼女には、なかなか見られない笑顔。それは素直で優しそうで、将悟の胸がドキッと高鳴ってしまう。

「なぁ、帝野。……わたしは最近、わかったのだ」

　芽依はちょっと恥ずかしそうな顔で、モジモジしながら将悟を見つめた。

「その……なんだ、わたしは帝野のことが……なんというか……」

　将悟は黙って聞きながら、彼女の顔を見つめた。

　そのとき芽依の言葉が途切れ、彼女の顔がゆっくりと将悟のほうに近づいてきた。

「嵯さ峨が良ら……センパイ……？」

　体がぐらりと揺れて――そのまま芽依が、将悟の胸の中に倒れこんだ。

　力の抜けた体が、将悟に重く寄りかかる。

「センパイ……？　センパイっ!?」

　あわてて倒れた芽依の肩を揺すった。

　しかし芽依は青ざめた顔で目を閉じて、はぁはぁと苦しそうな息をするばかりだった。
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　夜、店の閉店時間も過ぎると、将しよう悟ごは『りりかる☆しすたぁず』の入り口に鍵かぎをかけた。窓のカーテンを下ろして照明を消すと、丸テーブルの並んだ店内が薄暗くなる。

　もう夜遅くなるし、心こ乃の枝えや、くるみさんたちには、先に帰ってもらっている。

　将悟は最後まで残り、倒れた芽め依いの代わりに店の後片づけをしていた。

「よし、戸締まりもしたし、これで全部ＯＫだな」

　店の奥の更衣室で私服に着替え、狭い階段をのぼって二階に上がった。

「嵯さ峨が良らセンパイ、後片づけ終わりました」

　手前の扉をノックして開ける。中はスタンドライトの明かりが照らしているだけだ。

　六畳ほどの洋室に、ベッドと大きな本棚があった。女の子の部屋にしては少し殺風景だ。

「悪いな、帝みかど野の。後片づけまで手伝わせて」

　芽依はパジャマ姿でベッドの上に体を起こし、本を読んでいた。

　将悟は彼女に店の鍵を手渡した。

「いえ、全然大丈夫ですよ。センパイこそ、気分はどうですか？」

「ただの疲労だ。ここ最近、忙しかったからな」

　将悟はホッと胸をなで下ろした。一眠りしたせいか、芽依の顔色はよくなっている。

「俺おれが店を盛り上げようなんて言ったから、センパイの負担を増やして……」

「わたしは帝野に感謝しているぞ。こんなに店が賑にぎわったのは久しぶりだ」

「それも昨日だけでしたし……。今日は人も少なくて、このままじゃ元通りに……」

　ふと、芽依は手を伸ばし将悟の右手を取った。

「センパイ？」

　引き寄せ、両手で包むように将悟の手を握にぎる。ほっそりした子供のような指先が、彼の手をいとおしむようになでた。

「ふふ、皿洗い、ごくろうだった」

　小さく笑って、芽依はベッドに横たわった。

　大きな三つ編みの髪が投げ出され、将悟を見上げる。

　芽依は握った将悟の右手を誘導し、彼女の左胸に触れさせた。

「せ、センパイっ!?」

「わたしはこんなにもドキドキしてるぞ」

　芽依の顔がほんのり赤く染まり……彼女は、祈るような口調でつぶやいた。

「わたしは――帝野が……好きだ」

　芽依はさらに強く、将悟の手を彼女の胸に押し当てさせた。

　パジャマの薄い布を通して、柔らかく繊細な弾力が、彼の手のひらに伝わってくる。

「だ、ダメです、センパイ、こんなこと……」

「何がダメなのだ。ほら帝みかど野の、もっと近くに来てくれ」

　芽め依いはもう片方の手を伸ばして将しよう悟ごの肩に置き、そのまま引き寄せた。

　引かれるまま、将悟は片手をベッドについて前屈みになった。引き寄せられた顔のすぐ下で、芽依が見つめている。

「帝野。今夜……わたしと過ごしてほしい。わたしを、離さないでほしい」

　祈るような、孤独そうな声が響いた。将悟の顔はさらに引き寄せられ、唇と唇が触れあいそうになって……こつん、と二人のおでこがぶつかった。

　――やっぱり、そうだったんだ……。

　嵯さ峨が良らセンパイは、俺おれとの結婚を望む、血のつながった……。

「スミマセン……センパイ。俺、できません……」

　芽依の表情がわずかにこわばった。

「わたしが嫌いなのか……？」

「いえ、そうじゃないんです。でも……できない。俺は、こんなふうにセンパイを抱きしめたらいけないんです」

「なぜだ？」

「俺、気づいてたんです。嵯峨良センパイは俺の……妹かもしれないって」

「妹……？　何を言う。わたしは帝野の上級生なんだぞ」

「嵯峨良センパイ、誕生日は俺と同じ年の三月って言ってましたよね。――それって、正確な誕生日なんですか？」

　将悟の手を押さえていた、彼女の手がゆるむ。

　ようやく芽依の胸から手を離し、将悟は背筋を伸ばした。

「わたしは本当の誕生日を知らない。今の誕生日は、一歳か二歳くらいのときに拾われた日付に過ぎないからな。――だが仮にわたしが年下だとして、なぜ妹になるのだ？」

「センパイがボイスチェンジャーつきの携帯電話を持ってるの、見たんです。それを使って『妹』になって、俺に電話をかけてたんですよね」

「……わたしがなんのために、そんなことをしなければならんのだ？」

「おそらく――俺に、心こ乃の枝えや雅みやびたちが妹かもしれないと疑わせるためです。でも嵯峨良センパイは上級生だから妹ではない、と考えてしまう。そのように油断させ、俺に近づいて……今みたいに恋人になって、結婚しようとするため……」

　将悟は胸が痛んだ。自分を慕ってくれる少女の秘密を、暴き立てている気分だ。

「嵯峨良センパイは、父さんの葬儀の日から、ずっと俺のこと見てた……。だから俺、このままじゃセンパイの恋人になれません。センパイが妹かもしれないって、知ったから。血のつながった妹と結婚してしまったら、二人とも不幸になる」

「…………」

「教えてください。――センパイは俺おれの、本当の妹なんですか……？」

「帝みかど野のの言うことが、よくわからないぞ。そもそも、わたしはボイスチェンジャーつきの携帯電話など持ってない……」

「だけど俺、見たんです！　センパイの隠れ家にあの携帯電話が置いてあったのを。そしてそのすぐあと、持ち去られていたのを」

「どうも帝野は誤解しているようだな。あの隠れ家は、あくまで校内の公共の場所だ。そこにわたしが、勝手に入りびたっているだけだ」

「それはそうですけど……？」

「つまり、あそこに置かれているものが、わたしの所有物とは限らないのだぞ」

「でも、センパイ言ってたじゃないですか。めったに人が来ない場所だって……」

「まったく来ないとは言ってない。普段は鍵かぎもかかってないから、その気になれば誰だれでも出入り自由なのだ。誰かが忍びこんで携帯を置こうが持ち去ろうが勝手だ」

　忍びこんで……。その瞬間、将しよう悟ごはハッと気づいた。

　――まさか、嵯さ峨が良らセンパイを『妹』だと思わせるために、誰かが置いた……？

　その考えに、頭を殴られたような衝撃を感じた。

　芽め依いが『妹』だと思った根拠は、彼女があの携帯電話の持ち主だと思ったからだ。

　だが今、その大前提がもろく、くずれてしまったのだ。

「どうした？　帝野。顔色が悪いぞ」

「スミマセン、センパイ……。少し、一人になりたくて……」

「帝野は疲れてるのだな。――わたしは大丈夫だ。今日は帰れ」



　裏口から芽依の店を出て、将悟は夜道を歩き出した。

　あの隠れ家で見た携帯電話は、誰のものなんだ？

　あれが芽依のものでないなら、『妹』の正体はいったい……？

「将悟さん……」

　声に気づくと、すぐ前に心こ乃の枝えがいた。

「心乃枝……どうしたんだ？　帰ったはずじゃなかったのか？」

「将悟さんが帰るの、待ってたんです……」

　将悟の前に駆け寄ると、心乃枝は心配そうな顔で見つめた。

「どうしたんですか？　なんだか、顔色が悪いですよ」

「嵯峨良センパイは、『妹』じゃないかもしれない……」

「え……？　じゃあ、誰が……」

　そのとき、将悟の頭にある考えが浮かび上がった。

　あの携帯電話を持っている人物……。

　――まさか……心こ乃の枝えが、携帯電話を隠れ家に置いた……？

　それは、ほんの一瞬の思いつきだった。あんなに心乃枝を疑いたくないって思ってたのに、それでも思いつかずにはいられなかった。

　今の将しよう悟ごは、もう、何を信じていいのかわからなかったのだ。

　いつの間にか、将悟は心乃枝に疑惑の目を向けていた……。

「し、将悟……さん……。そんな、わたし……」

　心乃枝は後ずさりしながら、目に涙を浮かべて見つめ返す。

　涙を振り払うように背を向け、走り出した。

　その姿に、将悟はハッと我に返った。

「心乃枝、待ってくれ！　違うんだ、心乃枝を疑ってるんじゃない！」

　追いかけても心乃枝は止まらなかった。

　大通りに出ると、信号待ちの空きタクシーが停車していた。心乃枝は駆け寄り、車の中に乗りこんだ。将悟が追いついたとき、心乃枝を乗せたタクシーは逃げるかのように、大通りを走り去ってしまった。

　――俺おれはなんてことを……。心乃枝を傷つけるなんて……。

　夜の街に立ち尽くしながら、将悟は、無力な自分を呪のろうしかできないでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      


５章　さよなら、妹





『りりかる☆しすたぁず』のイベントも終わった月曜日。

　その日の早朝も、将しよう悟ごは六時過ぎに目が覚めた。だけど、もう『妹』からの電話はかかってこない。

　登校すると、心こ乃の枝えは休んでいた。小こ都と里り先生に聞くと「私用で休みます」と学校に連絡があったらしい。

　――休むほど、俺おれは心乃枝を傷つけてしまったのか？

　昼休みの学食で、将悟はごはんにも手をつけず、一人で沈みこんでいた。

「何してんのよ、将悟。食べないの？」

　トレイにランチセットを乗せた雅みやびが話しかけてくる。向かいに座ると箸はしを手に取った。

「いっただきまーす」

　言って、それから彼の顔をのぞきこむ。

「朝から暗ーい顔してるわよ」

「いや……なんでもないよ」

「ウソ。どうせ鶴つる眞まさんの心配してんでしょ。授業中ずっと、鶴眞さんの席をチラチラ見てばっかじゃん。このエロ将悟」

「……俺、昨日心乃枝を傷つけちまったんだ。心乃枝のこと、疑うような目で見ちまった。あんなに俺たちのこと、手伝ってくれたのに……」

「…………」

　雅はしばらくの間、うつむいている将悟を見つめていた。

「ったく、しょうがないなぁ。――いいわ。だったらあたし、寮に帰ったら鶴眞さんの様子見にいってあげる」

「ほ、ほんとか!?」

「言っとくけど、将悟はついてきちゃダメ。エロ将悟は女子寮立ち入り禁止～」

「う……誰だれがエロだよっ」

「ほらほら、そういうふうにツッコミ入れてくんなきゃ、張りあいないじゃん」

「ったく、からかうなよ……。でも雅、悪いな。心乃枝に会ったら、俺が謝ってたって伝えておいてくれるか」

「わかったわよ。まったく世話が焼けるんだから」

　そんな話をしていると、将悟たちのテーブルに寄ってくる足音がした。

「帝みかど野のさん」

　呼ばれて振り向いても、一瞬、彼女が誰だれかわからなかった。こんなとこで会うとは思わなかったのだ。

「えっ……くるみさん……？」

　そこに、『りりかる☆しすたぁず』のアルバイトのくるみさんが立っていた。

「同じ学校だったんだ……」

「一年生の樫かし木のき来くる実みです。よろしく、です、センパイ」

「へぇ～、あたしたちより年下だったんだね」

「そうなんですよ、お姉ちゃん」

「えへへ、あたしお姉ちゃん……」

　くるみさんがいたずらっぽく言うと、雅みやびはまたも、にんまり満足そうな笑顔になる。

「ところで帝野さん。オーナーの体調、どうでしたか？」

　くるみさんが不安そうに聞いた。昨日倒れた芽め依いを心配しているのだ。

「うん。帰る前に様子を見たけど、嵯さ峨が良らセンパイ、だいぶよくなってたよ」

「そうですか……。よかった……」

　くるみさんはホッと胸をなで下ろした。……けれど、まだどこか暗い表情だ。

「なんか元気ないけど、どうかしたの？」

「オーナー、今日学校休んでて、さっき、バイトのシフト聞くために店に電話したんです。そしたら、今月で店を閉めることに決めたって言って……」

「店を閉める……店がなくなるってこと!?」

　くるみさんはコクリとうなずいた。

　確かに経営危機とは聞いていたけど、こんなに突然……。

「実は最近、オーナーの様子がヘンだったんです」

「ヘンって？」

「表には見せないようにしてましたけど、ここ半月くらい毎日寝不足で疲れた様子で……。今までは、どんなに忙しくてもそんなことなかったんですけど」

　確かに芽依は、毎日寝不足そうに昼寝していた。てっきり店が忙しいんだって思ってたけど……。今まではそんなことはなかった？

　ふと、将しよう悟ごは気がついた。ここ半月くらいの期間――。それは『妹』が、早朝に電話をかけてくるようになった時期と一致する。

　――偶然なのか？　それともやっぱりセンパイが『妹』なのか？　疲労で倒れるほどしてまで、『妹』になっていたのか？

　わからない。俺おれはまだ、嵯峨良センパイのこと、わかっていない……。

　そう思えてならなかった。そして彼女が店を閉じてアメリカに帰ってしまったら、もう二度と、嵯さ峨が良ら芽め依いという少女の本当の顔を、知ることはできない気がした。
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　放課後の夕方、将しよう悟ごは一人で芽依の店に向かった。心こ乃の枝えももちろん心配だけど、雅みやびが様子を見にいってくれてるし、ここは彼女にまかせるしかない。

　店の扉の前に来ると、昨夜将悟が閉めた状態のままだった。窓にはカーテンが引かれ、扉には『準備中』のプレートがかけられている。

　試しに扉を押してみると、鍵かぎは開いていた。

「嵯峨良センパイ、いますか……？」

　中に入ると、レジカウンターの椅い子すで、芽依がぼんやりと座っていた。

「帝みかど野の？　今日は休業日だ」

　将悟はカウンターをまわりこんで、座っている彼女の前に立った。

「くるみさんが心配してましたよ」

「なんだ。わざわざ伝えに来てくれたのか。――少しうれしいぞ」

　将悟を見上げ、ニコッと笑う。

　かわいらしい、素直な笑顔。澄み渡った青空のようだ。

　それからふいに立ち上がると、じっと将悟を見つめた。

「なぁ、帝野。わたしと一緒にアメリカに行かないか？」

「……え？」

「言っただろう？　わたしは帝野が好きだ。ずっと一緒にいたい。――もし学業を優先したいなら、帝野が卒業してからでもいい」

「そ、そんな……急に言われても……」

　これからの長い時間、芽依と一緒に二人で過ごす……。

　クールな顔にときおり浮かべる笑顔。こっそり校舎内に隠れ家を作り、太もも丸出しで昼寝する大胆さ。ひょうひょうと生きているように見えて、母の店を継ぐオーナーとして苦労している姿。

　そんな彼女とずっと一緒にいられることが、魅力的に思えてしょうがない。

　しかし将悟は、小さく首を横に振った。

「センパイは魅力的です。一緒に暮らせたら、楽しいって思います」

「ではなぜ……。まだ、わたしを妹などと思っているのか？」

「俺おれは、心乃枝や雅も大切なんです。だから彼女たちを置いてなんて、行けない」

「……それが答えなのだな」

「はい……」

「しかしだな、帝みかど野の。わたしはあいにく、帝野が思っているより意地が悪い性格なのだ」

「意地が悪いって……？」

　芽め依いはニヤッと笑みを浮かべ、将しよう悟ごの肩に両手を置いた。

「よけいなことを、考えられないようにしてやる」

　直後、小柄な芽依がつま先立ちになって、顔を寄せてくる。

　将悟は突然のことにとまどって、とっさに動けなかった。

　その隙すきに、二人の唇が重なりあいそうになって……。

「ちょーっと待ったぁーっ!!」

　勢いよく店の扉が開き、カランカランと鐘の音が激しく響き渡った。

「雅みやび！　――それに心こ乃の枝えも！」

　仁王立ちになった雅がいた。

　後ろには、ひざに手をついて、はぁはぁと呼吸を整える心乃枝がいた。

「なーんかイヤな予感がしたのよね。それで走ってきてみれば、ほんと、何してんのよっ、このエロ将悟!!」

　雅がビシッと指さして怒ど鳴なる。

　将悟はあわてて芽依から離れ、ぶんぶんと首を横に振った。

「い、いやこれは誤解だよ。俺おれ、決してそんなつもりじゃ……」

「はいはい。言い訳はあとで聞くっての。――それより鶴つる眞まさん、早く言ってやってよ」

　どうやら雅が心乃枝を連れてきたらしい。

「ここはわたしの店だぞ。どうしてどいつもこいつも勝手に入ってくるのだ」

　芽依が文句を言うと、心乃枝が彼女の前に向かいあった。

　そのままじっと、強い眼まな差ざしで芽依を見つめる。

「な……なんだ。わたしに、何か言いたいのか？」

「嵯さ峨が良らセンパイ、もう『妹』になるのはやめてください！」

「どうしたんだよ、心乃枝。言ったじゃないか。嵯峨良センパイは『妹』じゃないかもしれないって……」

「将悟さん。わたし、新しい『妹』が現れたって聞かされたとき、決めたんです。自分が始めてしまったことの責任として、絶対に新しい『妹』の正体を突き止めようって。それでパパに、あの携帯電話が流出しそうなところ、調べてもらってたんです」

「そんなことしてくれてたのか？」

「ちゃんと調べられるかわからなかったから、将悟さんに言わないでいたんですけど……。それで昨日の夜、将悟さんと別れたあと、パパに電話して結果を聞きました。そうしたら、関連会社に配られたほとんどの電話は、返却されたか、ちゃんと管理されていたそうです。――でも、ただ一台、行方のしれない電話があったんです。それはあるベンチャー企業に見本として渡された一台でした」

「ベンチャー企業……？　どんな会社なんだ？」

「ボイスチェンジャーの技術ライセンスを販売している、アメリカのマサチューセッツ州にある会社です」

　そして心こ乃の枝えは、芽め依いの顔を見た。

「パパから、ボイスチェンジャーの技術が論文になってることを教えてもらったので、学校を休んで、図書館で調べてたんです。そしてやっと、見つけました」

　心乃枝は鞄かばんを開けて、中から一枚の紙を取り出した。

　将しよう悟ごが受け取って見ると、雑誌のコピーだった。海外の雑誌らしく英文が並んでいる。

　タイトルの下に書かれた、論文執筆者の名前を見て、将悟は声を上げた。

「これって……!!」

「そうです。ボイスチェンジャーの技術論文を書いた人は『Mei Sagara』――嵯さ峨が良ら芽依さんなんです。ベンチャー企業の代表者は、彼女のお父さんだったんです」

　その場の皆が、一斉に芽依に目を向けた。

　芽依はしばらく黙り……やがてあきらめたような顔で笑った。

「ふふ、懐かしい記事だな。――そうだ。これは、わたしがマサチューセッツにいたころ、父の指導で書いた論文だ」

「じゃあ、ボイスチェンジャー機能の開発者は、嵯峨良センパイ……」

「わたしはただ、理論を発表しただけだ。――携帯電話というのは、音声をデジタル変換して通信する。そのさい、盗聴防止のためデジタル暗号化されるのだ。――わたしは新しい暗号技術を研究していたのだが、偶然面白い発見をしたのだ。音声のデジタルデータに、ある式にもとづいたスクランブルをかけることで、音質を大きく変えられることに。

　わたしは夢中になって研究を続け、音声変換の理論として、一つの論文にまとめ上げた。父は特許を取得して、技術をライセンスするベンチャー企業を作った。そのライセンスを買ったのが『共きよう明あ日すカンパニー』、鶴つる眞まの父が勤務する会社というわけだ。それでわたしはまとまったお金を手に入れて、この店を買い戻したのだぞ」

　芽依は雑誌のコピーを受け取って、懐かしそうに眺めていた。

　それから顔を上げて将悟たちの顔を見まわし、小さく肩をすくめた。

「まさかこんなことまで知られるとは。もう、ごまかしても無理なようだな。――そう、帝みかど野のが隠れ家で見つけた携帯電話は、わたしのものだぞ」

「やっぱり嵯峨良センパイが、俺おれに電話をかけてきた『妹』だったんですね」

「――そうだ、わたしが『妹』だ」

　芽依はコクリとうなずき、ポケットから青色の携帯電話を取り出した。

　あの日、隠れ家で見た、ボイスチェンジャーつきの携帯電話だ。

「帝みかど野の、ちゃんと毎日、早寝早起きするのだぞ。エッチな本ばかり見るのも、ほどほどにしとくようにな」

　芽め依いが……いつも早朝に将しよう悟ごをたたき起こした『妹』が、にっこりと笑った。

「エッチな本なんて見てませんってば。――父さんの葬儀に現れたのも、センパイだったんですね？　俺おれの妹だって名のって、俺と結婚しに来たって言った……」

「我ながら、大胆な宣言をしたものだな。あのときは人のジャマが入って、帝野に会うことができなかった。だから去って、再会のときを待っていたのだ」

「それじゃあ……嵯さ峨が良らセンパイは、本当に俺の妹なんですか？」

「そうだ。わたしは帝野の……妹だぞ」

　静かにうなずく芽依を前にして……将悟はごくりとつばきを飲みこんだ。

　――嵯峨良センパイが、俺の、本当の妹……。

　本当かどうか、まだわからない。でも少なくとも、嵯峨良センパイは一年以上も前から、将悟の妹だと言って彼に近づいていたんだ。

　ただの思いつきや嘘うそで、そんなことができるのか？

「センパイはどうして妹なのに、俺と結婚しようとするんですか？」

「金のためだ」

　唐突に、芽依は断言した。

「金……？　お金、ですか？」

「わたしはあるとき、自分の本当の親を知った。兄である帝野将悟のことを知った。――だが不公平だと思わないか？　隠し子であるわたしは帝野家の家族として認めてもらえない。家族が手に入れられるはずの財産が、わたしには支払われないのだ」

「そんな……。たとえ異母兄妹でも、まるで支払われないなんて、ないはずです」

「それは、わたしが帝野熊くま五ご郎ろうの子だと認められればの話だ。現実には、帝野グループはスキャンダルをおそれ、わたしの存在を否定するだろう。財産など一円も支払わずに、な。そう考えたとき、わたしは許せなくなったのだ」

　聞きながら将悟は、だんだん悲しい気分になってきた。お金……。財産……。もちろん大切なものだ。

　だけどそんなものに、家族の絆きずなは破壊されてしまうのか……。

「そこでわたしは、ある計画を思いついた。帝野グループの財産を得る方法をな。――それが帝野。お前と結婚することだ。帝野と夫婦になれば、わたしは帝野家の正当な家族として迎えられる」

「だけど、そんなにしてまで、なぜお金が必要なんですか？」

「この店のためだ。――わたしが論文で手に入れたお金は、店を買い戻したことで使い切ってしまった。店を続けるため、お金が必要だったのだ」

「じゃあ、夕べ告白してくれたことも、財産目当ての嘘うそ……」

「あのまま帝みかど野のがわたしと結ばれていたら、いずれ財産を手に入れられたのだがな。――言っておくが、わたしは今さら血のつながった兄を知ったところで、なんの感情もわかないぞ。ずっと離れて生きてきたのだからな」

　芽め依いはそう言って、さびしそうな笑顔を浮かべた。

「だが、これでよかったのだ。わたしは計画が暴かれ、もう帝野グループの財産を手に入れることもできなくなった。――わたしはマサチューセッツで、父の期待どおり研究でもして過ごすことにしよう」

　言い終わると、芽依は将しよう悟ごたちに背を向け、店の奥へと歩き始めた。

「じゃあな、帝野。もう会う必要もない」

　将悟はあわてて、その背に声をかけた。

「待ってください！　センパイが本当に妹なんだったら、俺おれ、みんなを説得します！　嵯さ峨が良らセンパイのこと、妹だって認めてくれるように！」

「ムダだ。もう妹のことなど忘れろ。そんなものは最初からいなかった。そう思え」

「忘れろったって、忘れられるわけありませんよ！」

　すると芽依は振り返り、将悟を見つめた。

　怒っているようでもあり、今にも泣いてしまいそうでもあった。

　とにかくひたすらに、悲しそうな視線が突き刺さった。

「これ以上、わたしをあわれにさせないでくれ……。わたしが帝野の財産にしか興味のない、つまらない女だったなどと、思い出させないでくれ……」

「嵯峨良……センパイ……」

　その辛つらそうな顔を見て、将悟は何も言えなくなってしまった。

　ふたたび芽依は背を向けて歩き出した。

　スタッフルームへ通じる扉をくぐり、パタンと閉める。

　まるで将悟を拒絶するように。二度と触れあえない場所へ行ってしまったように。

　心こ乃の枝えも雅みやびも、何も言えないまま立ち尽くしている。

　将悟はただ、芽依の消えた扉を見つめることしかできなかった。
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　家に帰って、一人ベッドの上に寝転がり、将悟は天井を見上げていた。

　ぼんやりと今までのことを思い返す。

　新たに現れた『妹』の正体は、芽依だった。

　彼女は将悟の血のつながった妹だ。しかし家族と認められないだろう彼女は、帝野グループの財産目当てに『妹』となって近づき、将しよう悟ごと結婚しようとしていた。

　しかし正体を見破られ、芽め依いの計画は挫ざ折せつしたのだ。

「現実ってこんなもんなのかな……」

　芽依との交流の日々を思い返しながら、彼女がただ財産を狙ねらっていたのだと考えると、なんだか悲しかった。

　でもなぜか、芽依を憎む気持ちになれない。

「俺おれ、嵯さ峨が良らセンパイを……妹を、守ってやれなかったんだよな……」

　結局自分がしたことと言えば、芽依が隠していたことを暴き出しただけだ。

　彼女のためになることなんて、何一つできなかったのだ。妹が誰だれなのか突き止めようとしていた自分が、ひどく空しく感じられてしまう。

　――もし俺が『妹』の正体を突き止められなかったら、嵯峨良センパイはどうしたのかな。俺の恋人になって、結婚して、ずっと二人であの店にいたのかな。

　もしも保健室で芽依と出くわして、昼寝仲間として隠れ家に案内されなかったら。

　もしも隠れ家で、芽依が持つボイスチェンジャーつき携帯電話を発見しなかったら。彼女が捨て子で、生年月日も不詳なのだと知ることがなかったら。

　もしも最後に、芽依が財産狙いだという目的を、告白してくれなかったら。

　どれか一つが欠けても、芽依の気持ちを知ることはできなかったんだ。

「今思えば、センパイって頭よさそうなのに、以外とドジッ子だよな」

　隠れ家に置いた携帯電話を見つけられたり、捨て子であることを話して、年齢不詳なのだとバレてしまったり……。

「きっとそんなだから、俺、嵯峨良センパイのことが憎めないのかもな」

　そんな、ちょっとかわいらしい芽依の思い出を胸に秘め、将悟はそっと目を閉じた。

　――俺の妹……。

　父の葬儀の日に初めて出会った妹。朝から電話でたたき起こしてくれた妹。

　彼女はもうすぐ、アメリカに行ってしまう。

　嵯峨良芽依という妹の思い出も、これきりなんだ……。

　……と。

　ふと将悟は、妙に落ち着かない気分がした。

　心の奥で、何かが引っかかっていた。

　――あれ、なんだろう。この、喉のどに小骨がつっかえてるような感覚は？

　何か、すごく重要で大きなことが、見えてない気がする。

　けれどそれが何かわからないまま、夜はふけていった。



    

  
    
      


６章　妹と孤独の幽霊





　朝六時に、将しよう悟ごはパッチリと目が覚めた。

「すっかりこの時間に起きるクセがついちまったよな……」

　ベッドから出て、机の上の携帯電話を見つめた。

　呼び出し音は鳴らず、沈黙している。

　洗面台に行って顔を洗った。それからキッチンに立って、コップに水をくんで飲んだ。

　キッチンの曇りガラスの向こうには、早朝の青い空気が広がっている。窓を少し開けると、さわやかで涼しい空気が流れこんだ。

　この位置からだと、道を挟んだ向こうに深み流りゆう院いん学園の校舎が見える。将悟の家は、裏門の側に向かいあっている。なんとなく校舎を見上げて、ふいに将悟は気づいた。

「あれ……あの窓って……」

　視界の隅に見える、古い校舎の三階の窓に視線が釘くぎ付づけになった。

　校舎の端の小さな窓。中からブラインドが閉められている。

「嵯さ峨が良らセンパイの隠れ家……」

　そうか！と、将悟は心の中で叫んだ。

　芽め依いはあの隠れ家の窓から、将悟の家を観察していたのだ。だから芽依――すなわち電話の『妹』は、将悟が夜遅くまで起きてたこととか、知っていたんだ。たとえ家の中まで見えなくても、窓の明かりで就寝時刻くらい、わかるはずだから。

「ちぇっ、そういうことかよ。やっとわかったぜ」

　――嵯峨良センパイは夜遅くまであの隠れ家にいて、俺おれの家を見つめてたんだ。

　夜遅くまでの観察と、早朝の電話。だから寝不足で、最後には倒れてしまったんだ。

「センパイ、なんでそんなムチャしたんだろうな。――にしても、これじゃ俺、最初から嵯峨良センパイの手のひらで踊らされてたみたいだよなぁ……」

　将悟の家を見下ろすような隠れ家の窓を見つめ、つぶやいた。

　そう。芽依の手のひらで。

　最初から。

　そのとき、昨夜から将悟の胸に引っかかっていた何かが、急速に膨れあがった。

「え……？　いや、でもまさか……」

　小さな考えが一気に頭の中を占領した。

　突然、サーッと血の気が引いていくのを感じた。

　霧が晴れるように、目の前の視界が開ける感覚がした。

「まさか……センパイは、最初から何もかも……」

　ふらついて後ずさりし、背が壁に当たった。

「だけど、そんなの、いったいなんのために……」

　次々に今までの出来事が思い出され、結びつき、今まで見えていたのとはまったく違う像を結んだ。これまで考えもしなかった、芽め依いの姿が浮かび上がった。

「俺おれは……俺は今まで、何も気づいてなかったのか？　嵯さ峨が良らセンパイのこと……」

　そのとき、隠れ家の窓際で、何かがかすかに動いた。

　早朝の誰だれもいないはずの学校で、まるで幽霊がいるかのように影が揺らめいた。

　気がついたとき、将しよう悟ごは大急ぎでパジャマを脱ぎ捨て、制服に着替えていた。

　そして何も持たずに家を飛び出した。走って、学校の裏門へと向かった。
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　古い校舎の三階。『資材室』の小さな扉を開けて、将悟は中に入った。

　窓のブラインドが閉められた、薄暗い部屋。そこに、芽依はいた。魔女っ娘こ姿で何冊かの本を抱え持っていた彼女は、突然入ってきた将悟の姿を見て目を丸くした。

「帝みかど野の……？　なんでここに……」

「嵯峨良センパイこそ、何してるんですか？」

「私物を片づけている。隠れ家はもう不要だからな。このコスプレも着納めだ」

　将悟は窓際に歩き、ブラインドを開けた。

　少し横を見下ろすと、将悟の住むアパートがある。はっきりと彼の部屋の窓が見えた。

「『妹』は、ここからずっと、俺の部屋を見てたんですね」

　芽依は本をダンボールに詰める手を止め、少しイジワルそうな薄笑いを浮かべた。

「なんだ帝野。今ごろ気づいたのか」

「スミマセン、俺、センパイみたいに頭よくないから……。本当は、もっと早く俺に気づかせる予定だったんですよね？」

　芽依は答えず、ふたたび片づけを始めた。

「センパイ。父さんの葬儀の日のこと、覚えてますか？」

「ん？　もちろんよく覚えてるぞ。それがどうした？」

「初めて『妹』に出会った日のこと、懐かしいなって思って。俺も忘れられないですよ。――すごく天気のいい日で、青空が広がってましたよね」

「……そうだな。式典には都合のいい日だったじゃないか。帝野は、思い出話をしに来たのか？」

「嵯さ峨が良らセンパイ。一つ教えてもらえますか？」

「なんだ？　わたしは忙しいのだ」

「どうして財産目当てだなんて、嘘うそをついたんです？」

「嘘？　嘘などついてないぞ」

「じゃあ質問を変えます。――アメリカに帰る理由ってなんですか？」

「聞いてどうする。店を閉じる以上、日本に残る理由もない。店を閉じたら学問に専念するのが、父との約束だったからな」

「だけどもう一つ、重要な理由があるんじゃないですか？」

　ふたたび、芽め依いは手を止めた。

　ピクリと硬直し、笑みの消えた顔で将しよう悟ごを見る。

「さっきから何が言いたいのだ、帝みかど野の」

「センパイがアメリカに帰るもう一つの理由は――日本に残っていると、センパイが俺（おれ）の妹じゃないってことが、バレてしまうから……」

「…………」

「いつまでも嘘の妹であることを隠しとおすのは無理だ。だけど、バレないうちにアメリカに行ってしまえば、真実はうやむやになる。残された俺は、センパイが妹かもしれないと思いながらも、それを確かめることができない。――そういうことですよね？」



    

  
    
      



    

  
    
      　芽め依いは持っていた本をダンボールの中に置くと、敷かれた体育マットの上に座ってひざを抱えた。そしてメガネの奥にある大きな目で、じぃっと見つめる。

「何か面白い話を考えたようだな。いいぞ。わたしも少しは時間がある。帝みかど野のの作り話につきあってみるのも興味深い」

「スミマセン、時間を取らせて」

　将しよう悟ごは笑って、芽依の横に腰を下ろした。

「最初の疑問は、どうして『妹』はいつも早朝に俺おれをたたき起こしたのか？ってことです。その答えは、結果を考えればわかる。たたき起こされたことで、俺は寝不足になった。そして保健室で昼寝していて、嵯さ峨が良らセンパイと会いました。結果として、俺は昼寝仲間としてこの隠れ家に連れてこられた。――それが『妹』が早朝に電話してきた目的です」

「帝野を隠れ家に案内して、わたしは何をするつもりだったのだ？　襲うのか？」

「襲わないでくださいってば。――二つ目の疑問は、頭のいいセンパイがどうして、俺の前に『妹』の証拠をいくつも残したのか？　この答えは単純です。センパイを『妹』だと思わせるため、わざと仕組まれたことだから。センパイは、この隠れ家にわざと携帯電話を置いた。捨て子だってことを俺や心こ乃の枝えに話し、センパイが血のつながった妹かもしれないって推測するよう、わざと誘導した。そしてわざと俺の家から丸見えなこの隠れ家で、俺の生活を観察していた」

「ほぅ。まわりくどいことをするものだな、わたしは」

「計算だと気づかせないため、俺が少しずつ『妹』の正体に近づいていると感じるよう、演出したんです。――俺はまんまと引っかかり、嵯峨良センパイが血のつながった妹かもしれないと思ってしまいました」

「では聞くが、なんのためにわたしはそんな自作自演をする必要があったのだ？」

「そうです。最後の疑問が、なんでセンパイはそんなことをしたのか？ってことなんです。――センパイは『財産目当て』って告白しましたよね。だけど、これはセンパイの計画を仕上げるために必要なことだったんです」

「計画の仕上げ？」

「もし俺がセンパイの言葉を信じたままだったら……。俺は財産目当ての妹に幻滅し、妹のことなど忘れてしまおうとする。そしてセンパイがアメリカに帰れば、センパイが偽の妹であるとバレないまま、すべてが終わる。――これでセンパイの計画は完成なんです」

「あくまでわたしは偽の妹だと言いたいのだな。では、わたしがそんなバカげた計画を実行した真意は、なんだ」

「それが最後までわからなかった。だから推測でしか言えないんですが……俺が嵯峨良センパイを血のつながった妹だって誤解した場合、一人だけ、喜べる人がいるんです」

「……誰だれだ？」

「俺おれの、本当の妹です」

「…………」

「もし俺の妹が近くにいて、正体を隠していたら……。そして嵯さ峨が良らセンパイが、彼女に協力していたら……。そう仮定すれば、センパイの計画の理由が、説明できるんです」

　芽め依いは将しよう悟ごから目を離し、じっと、隠れ家の静かな空間を眺めていた。

「――つまり嵯峨良センパイは、本当の妹から俺の目をそらすため、おとりの『妹』になっていた、っていうのが、俺の考えなんです」

　芽依は宙を見上げ、ふぅと小さく息をついた。

「ふふ、やるじゃないか帝みかど野の。わたしは偽物で、ほかにもう一人、本物の妹がいる、か。なかなか面白い推理だったぞ。――作り話としては、な」

「作り話？」

「帝野の話は、すべて推測でしかない。証拠など、何一つない」

「さっき俺、父さんの葬儀の日のこと話しましたよね。晴れたいい天気の日だったって」

「それがどうした」

「センパイは、その葬儀に現れた『妹』だって、言ってましたよね」

「そうだ。わたしは最初から、帝野の妹なのだからな」

「――父さんの葬儀の日は曇り空で、雪が降っていました」

　その瞬間、芽依の顔が、硬直したようにこわばった。

　しまった――という表情が、ありありと見て取れた。

　そう。芽依は帝野熊くま五ご郎ろうの葬儀に、来ていなかった。それを自ら証明してしまった。

　芽依はあの日現れた、『妹』を名のる声とは別人なのだ……。

「でも、嵯峨良センパイは葬儀に現れた『妹』の行動を知っていた。――当日の話を彼女から聞いたからです。しかし天気のことまで聞いていなかった。だから俺の言葉に引っかかってしまったんです」

　それは、将悟の賭かけだった。もしも芽依が当日の天気まで調べていたら、彼は芽依を追い詰めることができなかっただろう。

「……帝野が天気のことを言ったとき、正直わたしは『詰んだ』と思ったぞ。無視したところで、知らないのがバレてしまうからな。その言葉が帝野の引っかけなどでないことに望みを託したのだが――無理だったようだ」

　いつの間にか芽依は、緊張感の消えた、穏やかな表情を浮かべていた。

　もうそこには、計算も打算も感じられない。

　財産目当てだなんて言っていたときの、さびしそうな顔は見られなかった。

「わたしと帝野の妹は……昔の親友なのだ」

　ぽつりと話した。

「わたしがまだ子供で、母が喫茶店を経営していたころ、母親らしき女性に連れられて店に来たのだ。テーブルでいつも黙ったままジュースを飲んでいた。わたしたちはいつの間にか仲良くなり、二人で遊ぶようになった。彼女はいつもさびしそうな顔をしていた。でもわたしの前では、笑顔を見せてくれた。まるで本物の妹のような存在だったぞ。――だが二人の時間はやがて終わってしまった。わたしの母が亡くなったのだ。わたしは父のいるマサチューセッツへ行くことになり、彼女と別れてしまった」

「その話って、前にセンパイの店で教えてくれた女の子のことですよね」

「覚えてたのか。――母の店を継ぐため日本に帰国して、わたしは彼女と再会できた。けれど昔のような親友には戻れなかった。海外へ行ってしまったわたしに、置いていかれたと感じていたのかもしれないな。

　あるとき彼女はわたしに、生き別れの兄がいると教えてくれた。彼を慕っているのだとも。わかっていると思うが、帝みかど野の、お前のことだ。それを聞いたわたしは、今の彼女は兄だけを心の支えにして生きているのだと直感した。

　そして帝野がこの深み流りゆう院いん学園に編入して、わたしは、これが彼女の兄かと、興味深く見ていたものだ。――が、困ったことが起きた。帝野は、自分に腹違いの妹がいるという事実を知ってしまったのだ。わたしは怖かった。このままでは帝野は、本当の妹を突き止め、暴き出してしまうに違いないと」

「どうして……。俺おれが本当の妹を知って、マズいことがあるんですか？」

「彼女は隠し子、帝野家に望まれない存在なのだぞ。もし知られたら、帝野は……あるいは帝野の家族は、彼女にどんな態度を取るつもりだ？　温かく家族として迎えることができるのか？　むしろ帝野家に望まれない存在として、憎むのではないか？　そうなったら、密かに兄を慕う彼女の心は傷つけられ、孤独の中に突き落とされてしまうではないか」

　将しよう悟ごは口ごもってしまった。

　――もちろん俺は、妹を大切にしたい。けど母さんは？　帝野グループの人たちは？

　皆が彼女を、将悟の家族と認めてくれるだろうか？

「わたしは、帝野から彼女の存在を隠すことにした。わたしは前から、店の経営が続かないことを覚悟していた。日本を離れる前に、最後に彼女を守りたかった。それでわたしは、おとりの『妹』になったのだ」

「センパイがしたこと、その『彼女』も知ってるんですか？」

「いや。わたし一人でしたことだ。話したらよけいな心配をさせてしまうからな。ただ、店の宣伝のためと言って、『彼女』から帝野の電話番号を聞き出しただけだ」

「それでその……『彼女』って、誰だれなんですか？」

　芽め依いは少し厳しい顔つきで将悟を見た。

「わたしはまだ、『彼女』が妹だと判明したとき、帝野家からどんな扱いを受けるか心配なのだ。そうである以上、たとえ帝みかど野のにでも、名を明かすことなどできない」

「俺おれは――俺は、守ります。たとえ母さんが否定しても、帝野グループの人たちが否定しても、俺は妹を家族だって認めます！」

「もし帝野が、本当にこの先ずっと妹を守れると、それだけの力があると確信できたら、『彼女』のことを話せるかもしれないな」

　言って、芽め依いは窓の外を見上げた。晴れた早朝の青空が広がっている。

「そうだな。一言だけ教えてやると、『彼女』は……帝野の近くにいるぞ」

「俺の……近く？　俺が知ってる人ですか!?　やっぱり、この学園の中に!?」

「さぁ。それはナイショだ」

　芽依はいたずらっぽく、人差し指を立てて口に当てた。

「……わかりました。俺、もっと嵯さ峨が良らセンパイに認められるよう、努力します。その代わり、お願いしてもいいですか？」

「お願い？」

「これからも、俺の妹と、仲良くしてやってください」

「――ふふふ、わかったぞ。なかなかいい兄だな、帝野は」

　空を見上げたまま芽依は言って、優しくほほ笑んだ。

　そんな彼女の横顔を見上げながら、将しよう悟ごはふいにつぶやいた。

「でも、よかった。嵯峨良センパイのことを知ることができて」

「ん？」

「センパイが俺の財産狙ねらいだったなんて、思ったままじゃなくてよかったです。あのままだったら俺、センパイのこと、ずっと誤解しなきゃいけなかった」

　芽依はうつむき、小さくうなずいた。思い出しているのか悲しそうな顔になっている。

「……ああして自分が財産目当ての人間だと告白するのは……なかなか辛つらかったぞ」

「やっぱり、嘘うそでもイヤな気分になるもんですか？」

「あぁ。帝野はわたしに幻滅するだろう。わたしを嫌い、さげすみ、やがて忘れるだろうと、ずっと思っていた。……そうなるのが目的だったのだから、しょうがないがな」

　芽依は顔を上げ、少しうるんだ目で将悟を見た。

「なぁ、帝野。――好きな相手にあんなことを言う気持ち、わかるか？」

「……え？」

「夜、わたしが告白したときのこと、覚えているか？　あの日、どうしてわたしは『携帯電話は自分のものじゃない』などと言い出したと思う？」

「それは、センパイの演出だったって思ったんですけど……」

「計画では、わたしはあのまま、自分が『妹』であることを認めるつもりだった。――だが突然、考えが変わってしまった。あの日、わたしは気づいたのだ。――帝野のことが好きになっている自分に」

「そ、それじゃ……あのときの告白は、本当の……」

「『妹』であることをやめたいと思った。だからとっさに言ったのだ。携帯が自分のものでない、とな。――でも怖かった。このまま帝みかど野のと結ばれたら、わたしはもう、帝野から離れられなくなってしまう。ずっと一緒にいたくなってしまう。計画が、すべて壊れてしまうんだ！」

　芽め依いの声は震え始めていた。

「帝野が動揺して、一人になりたいと言ったときは正直ホッとしたぞ。しかし次の日もわたしは悩んでいた。あきらめきれず、店に来た帝野を『一緒にアメリカへ行こう』と誘ったのだ。――だが、帝野の答えは、わたしを選ばなかった」

「い、いえ、決してセンパイを嫌ってるわけじゃなくてですね……」

「言うな。――その後、鶴つる眞まが来て、わたしが携帯電話の所有者である証拠を突きつけた。それでようやく、わたしはあきらめがついたんだ。元の計画どおり、わたしは帝野の妹の……幽霊になろう、とな」

「幽霊……」

　人の恐怖を一身に受けながら、いつしか闇やみの中へ消えていく幽霊。

　芽依は、隠し子として存在する、望まれぬ娘へのおそれや憎しみを引き受け、消え去る幽霊になろうとしていたのだ。

「いえ……。嵯さ峨が良らセンパイは、幽霊じゃありません」

　将しよう悟ごは静かに、首を横に振った。

「だって俺おれ、センパイから『財産狙ねらい』って告白をされたあとも、なぜかセンパイのこと憎めなかったんです。そりゃちょっと、悲しかったけど……。だからもしあのまま別れてても、センパイのこと忘れませんでしたよ」

　突然、芽依がぐすっとすすり上げたので、将悟は驚いて見つめた。

「って、せ、センパイ……？」

「何を……言ってるんだ。帝野なんかに、わたしの気持ちが……わかってたまるか……」

　芽依の両目に、大粒の涙が浮かんでいた。怒っているような、悲しんでいるような顔で、将悟をにらみつけていた。

「帝野は……帝野は、わたしの店を手伝ってくれて……母の店を残そうとしてくれて……いつの間にかわたしは……お前が……っ」

　ポロポロと止めどなく目から涙がこぼれ出し、芽依は両手で顔を覆った。メガネが外れて、マットの上に落ちた。

「なのに……わかるか……。お前に憎まれて……去ろうとした……わたしの気持ちなんか……わかるかあっ!!」

　もう芽め依いは言葉も出せず、ただ肩を振るわせて泣きじゃくっていた。今まで溜めこんでいた感情が、一気に爆発しているようだった。

　いつもクールでどこか人を食った性格な彼女の、こんな姿を前にして、将しよう悟ごは何も言えなかった。慰める言葉すら思いつかず、ただ、見守るしかできなかった。

「お前が……帝みかど野のが悪いんだぞっ!!」

　突然、芽依は顔を上げた。真まっ赤かで、涙にくしゃくしゃになっていて、今にもくずれそうな目で将悟を見つめ……

「え、センパ……」

　飛びかかるように将悟に抱きついて……

　唇を重ねた。

　勢いに押されるまま、将悟はマットの上に倒れた。芽依が体を重ねて、堰せきが切ったように夢中で何度も何度も唇を押しつけた。

　求めるように、奪うように、今まで押し殺していた感情を叩たたきつけるようなキス。

　将悟は抵抗すらできないまま、芽依の唇と舌の柔らかさを脳髄に打ちこまれた。

　やがて芽依はゆっくり体を起こし、顔を離した。

　はぁはぁと荒い息を吐きながら、涙に濡ぬれた顔で見下ろす。

「嵯さ峨が良らセンパイ……」

「ふ、ふふ……」

　泣き笑いのようなヘンな顔で笑い出した。

「わたしとしたことが……。つ、つい萌もえてしまって……止まらなくなったようだ。これがキスの味なのか……」

「萌えて、じゃなくて、欲情したんじゃないですか……」

「う、うるさい！　帝野が、わたしに襲えと言わんばかりのところに座ってるからだ！」

「むちゃくちゃ言わないでくださいっ」

　――でもよかった。嵯峨良センパイ、気分が晴れたみたいだ。

　でも……と、将悟は思う。センパイはこのまま、アメリカに帰っちゃうのかな。

　芽依の計画も終わった今、店の経営さえ復活すれば、彼女はこれからもここにいられるはずなんだ。

「ね、センパイ。もう一度、挑戦してみませんか？」

　体を起こしながら、将悟は思いきって言ってみた。

「もう一度挑戦……？　もう一度わたしと、き、キスしたいのか？」

「違いますっ。その挑戦じゃなくて……」

「それならあれか。そ、その……キスの先へ挑戦するのかっ……。帝野、思ったより大胆なのだな……。体育マットの上で、か……」

「だーかーらっ、違いますってば！　そうじゃなくて、センパイの店、やり直せるよう、もう一度挑戦しませんか、ってことです」

　芽め依いは将しよう悟ごの顔をまじまじと見つめ……首を小さく横に振った。

「もう、店はいいのだ。帝みかど野のがわたしのことを心配してくれるのはうれしいが、気持ちだけで充分だぞ」

「いえ、違いますよ。今回のは、センパイのためじゃありません」

「じゃ、誰だれのためなんだ」

「俺おれのためです。――俺の妹とセンパイって、昔のあの店で出会ったんですよね」

「あぁ、そうだが」

「ってことは、あの店は俺の家族の思い出が残ってる場所でもある。なくせるはず、ないですよ。たとえ嵯さ峨が良らセンパイに無理強いしてでも、続けてもらわなきゃ」

　しばらく呆ぼう然ぜんとして、それから芽依は、くすっと笑った。

「無理強いとは、帝野は強引な男だな」

「さっき無理矢理キスしたセンパイに言われたくないです」

　むぅ、と口を尖とがらせて、芽依は将悟をにらんだ。

「……わかった。たまには帝野に引っぱられてみるのも、悪くなさそうだな」

「それじゃセンパイ、もう一度店を……」

「ちゃんと手伝えよ、帝野」

　芽依はニコッと笑顔を見せた。

　それから急に顔を赤くして、恥ずかしそうに目を伏せる。

「しかしだな、あいにく、帝野の分までのバイト代、あまり出せそうにないのだが……」

「そんな、気にしないでくださいよ。お金のためじゃない」

「帝野には特別、わたしが体で払うというのでいいか？」

「……なんでそう、さわやかな気分を思いきり吹き飛ばす発言ができるんですか」

「身だけでなく、心まで奪わなければ納得しないと言うか。なんて強欲なやつだ」

「言ってません！」

　そのとき将悟の頭に、芽依に告白された夜の、彼女の胸の感触がよみがえってきた。

「……どうしたのだ、帝野？　顔が赤いぞ。いやらしいこと考えてるんだろう」

「い、いや、俺は決して、そんなこと考えてませんっ！」

「ほ～ぅ、そんなこととは、どんなことだ？」

　マットに手をついて、ぐいっと芽依が身を寄せてくる。

　泣き腫はらしたあとの充血した目が、まるで獲物を狩るヒョウのようになって将悟を見つめていた。そのままゆっくりと体を近づけて、将悟の首の後ろに片腕をまわした。

「先払い、でもいいか……？」

　――先払いって……。

　硬直して動けない将しよう悟ごを見つめながら、芽め依いは指先で制服のボタンを一つ一つ外した。

　ふわっとコスプレのマントを脱ぎ捨て、さらに、制服のボタンを外していく。

　開いたシャツの間から、芽依の胸と……白いブラが見えていた。

　これ以上、芽依の魅力にあらがえる自信がなかった。

　――で、でも、センパイは妹じゃないし……。胸くらい見つめてもいい、よな……。不可抗力なんだし……。

　と、そのとき。脱げかかった上着のポケットから、何か紙切れのようなものが落ちた。

　思わず釣られて見て……将悟は、ハッと息をのんだ。

「せ、センパイ……？　それって……」

　芽依は落ちた紙切れを見て、小さく舌打ちした……ような気がした。

　芽依が落としたものは、一枚の写真だった。

　その写真は、一人の人物のプライベート写真のようだった。

　写っているのは、帝みか野どの熊くま五ご郎ろう。若き日の、将悟の父の姿だ。

「どうして、嵯さ峨が良らセンパイがそれを……」

　芽依は本当の妹じゃなかったはずなのに、どうして、そんな写真を持ってるんだ……？

　そのとき、将悟の頭が突然ひらめいた。

　――ま、まさか俺おれは、まだ嵯峨良センパイの手のひらで踊らされてるのか!?

　ひょっとしたらセンパイは、さっきの『葬儀の日は晴れていた』という将悟の引っかけに、わざと引っかかったんじゃ……？

　センパイが、妹じゃなかったと将悟を信じこませるために……。

　仮にそうだとしたら、俺は血のつながった妹と……キスしたばかりか、人として許されざる関係にっ……!?

「ちち、ちょっと待ってください！」

　将悟はあたふたと後ずさりした。しかし背中がダンボールに当たってしまう。

「待てだと？　何を待つ必要がある」

　だが芽依は止まることなく、一気にシャツを脱ぎ捨て……将悟を追い詰めながら、ブラのホックを外した。

　ストンと、白いブラが彼女の腕を伝って、マットの上に落ちる。

　将悟はごくりとつばきを飲みこみ、彼女の胸に目が釘くぎ付づけになった。

　それは白くて丸くて柔らかそうで……。以前、手のひらを芽依の胸に押しつけられたときの、ふにゅっと心地いい感触が、まざまざとよみがえる。

　――い、いけない。そんなこと考えちゃいけない！　だってセンパイは、センパイの胸は、血のつながった妹の胸かもしれないんだぞ！

　お、俺おれは、妹の胸に欲望の視線を向ける、汚れた人間になんかなりたくないんだぁっ!!

「だだ、ダメですっ、センパイっ!!　待って……」

「何がダメだっ。わ、わたしだって……恥ずかしいのだぞ……。待たせるなっ……」

　口元を震わせながら真まっ赤かな顔で言うと、一気に将しよう悟ごに唇を寄せた。

　裸はだかの芽め依いの寄せる顔が将悟に重なりそうになって……

　直後、芽依の顔がカクンと彼の肩に落ちた。

　芽依の体から力が抜けたように、ドサッと将悟の上にのしかかってくる。

「せ、センパイ……？」

　見ると、彼女は将悟に抱き抱えられたまま、スースーと寝息を立てていた。

　疲れてぐっすり眠る子供のように、心地よさそうな寝顔を浮かべている。

　……落ち着いて思えば、芽依が持っていた写真も、将悟の妹である『彼女』からもらったものかもしれない。引っかけのことだって、考えすぎかもしれない。

　でも……あの葬儀の日に現れた『妹』の正体がわからない以上、芽依が血のつながった妹という可能性も、充分残されているのだ。

　けれど今だけは、そんなことよりも……。

「嵯さ峨が良らセンパイ……やっと、ゆっくり眠れますね……。おやすみなさい」

　将悟は眠る芽依の頭を優しくなでながら、静かにつぶやいた。
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「おかえりなさいませ～っ、お兄ちゃん！　にゃんっ」

　猫耳としっぽをつけたメイド服姿の心こ乃の枝えが、両手を曲げて猫のポーズを取っている。

　軽く横におしりをつき出すと、ピョコン！としっぽがななめ四十五度に立ち上がった。

　その隣で雅みやびが、やっぱりメイド服に猫耳としっぽの服を着ていた。いつの間にか彼女まで、手伝ってくれることになったのだ。

　雅は心乃枝と同じように猫っぽいポーズを取って、おしりをつき出す。

「むむむ……。お、おかえりなさいませ～、お姉ちゃん、にゃっ」

　一瞬立ち上がったしっぽが、へなへなと垂れてしまった。

「違いますよ、神かん凪なぎさん。こうです。――にゃんっ！」

「う……。に、にゃあんっ！」

「……さっきから何やってんだ、お前たち」

　ウェイターの制服にエプロンをつけた将悟が、呆あきれながら聞いた。

　土曜日の朝。ここは『りりかる☆しすたぁず』の店内だ。

「もちろんウェイトレス……じゃなかった、しすたぁずの練習にゃん。将しよう悟ごさん、うまくなりましたにゃん」

「あ、あたしだって、鶴つる眞まさんに負けないんだからねっ。見てなさいよ……にゃんっ」

「ふふふ。神かん凪なぎさん、早くわたしの高みにまで、のぼって来てくださいね、にゃん」

「ふ……ふふんだ、すぐに鶴眞さんなんかよりかわいくなってみせるから。にゃっ」

　にゃんにゃん鳴きながらしっぽをピョコピョコ立てて、心こ乃の枝えと雅みやびはバチバチと視線の火花を散らした。

「まぁ、ほどほどにがんばってくれ……」

　壮絶なキャットファイトを前に、ため息を漏らす将悟である。

「ほら新人くーん、遊んでないで、こっち手伝ってーっ」

「は、はい、今行きます！　……ていうか、俺おれすっかり新人バイトになってる？」

　テーブルクロスを整えていた店員の女の子に呼ばれ、将悟は駆けていった。

　席を整えたり床のモップがけをしたり。忙しく開店準備をしていると、厨ちゆう房ぼうのほうから猫耳メイド服を着た芽め依いとくるみさんが出てきた。

「厨房の準備は終わりましたー。そちらはどうですか？」

　くるみさんが、点検するように店内を見まわしながら聞いた。

「こっちも準備ＯＫです」

　将悟が答えると、芽依はうなずいた。

「あと十分で開店だな。――しかし帝みかど野の。本当に大丈夫なのか？　今日のイベントデーにも誰だれも来てくれないようでは……今度こそ、店を閉めるしかないぞ」

　そう言われると、将悟も不安だった。

　もう一度店の再建をしようと約束してからの数日、やることはやったつもりだ。

　芽依は思いきって店のチラシを増刷し、みんなで駅前で配った。

　これで一人でも多く、お客さんが来てくれることを祈るしかない。

「あとは、当たって砕けろ、しかないですよ」

「無鉄砲だな、帝野は。だが、当たらずに砕けるよりはいいか。今日はわたしもしすたぁずになるからな」

　そのとき、窓際にいた心乃枝が声を上げた。

「こんなにたくさん……。なんでしょうか……？」

　心乃枝と雅が窓際に寄って、外を見つめている。

「将悟、見てよ。なんか人が集まってるよ」

　雅の声に、将悟は思わず色めき立った。

　――もしかして、開店待ちのお客さんが……!?

　将しよう悟ごは心こ乃の枝えたちの隣に走って、窓から外を眺めた。

　確かに、いた。数こそ数人だけど、店の前に立ち止まって、こっちを眺めている人たちが。大学生らしいカップルに、中年のサラリーマンふうの男性たち……。

「嵯さ峨が良らセンパイ……！　店、開けましょう！」

　将悟が叫ぶと、芽め依いも状況を把握したらしく、うなずいた。

「うむ。お客さまを待たせるわけにはいかないな。開店してくれ！」

「はい！　オーナー」

　くるみさんが返事をして、扉に向かって駆けた。

　心乃枝と雅みやびもうなずきあって、出迎えるために扉の横に移動する。

　くるみさんは扉を開け、『準備中』のプレートをひっくり返した。

『営業中』の文字が店頭にかかげられる。

　――これで、いよいよ店がお客さんでいっぱいに……。

　将悟は緊張して店の入り口を見つめ……

　誰だれも、入って来なかった。

「……あれ？」

　待っても、心乃枝や雅の「おかえりなさいませー」という声が響かない。

「どうぞ、お入りください」

　扉のところにいたくるみさんが、外に向かって声をかけた。しかし店のまわりにいる人たちは、お互いにしゃべったりしながら、店舗のほうを眺めているだけだ。

　そうしているうち、サラリーマンふうの男性たちは、飽きたような顔で立ち去ってしまった。入れ替わりに、別の男女が来て立ち止まる。

　しばらく眺めて何やらしゃべりあって――通りすぎていく。

　――なんか、様子がヘンだ……。

　誰も店に入ってこない。皆、店のほうを眺めるだけで立ち去ってしまう。

「どうなってるのだ……？」

　さすがに芽依もとまどった表情で、窓の外を見まわしていた。

「俺おれ、ちょっと様子を見てきます！」

　将悟は扉の外に飛び出した。と、そのとたん……。

「あ、見て！　あの子!!」

　一人の中年女性が将悟を指さして叫んだ。

　外にいた人たちがざわめき、彼らの視線が一斉に将悟に向けられる。

「……えっ？　なんだ……？」

　突然のことに、将悟はたじろいで動けなくなった。

「あの子が帝みかど野のグループの御おん曹ぞう子しじゃない？　ほら、写真とそっくり」

「意外と若いんだな」

「『いもうとカフェ』に通ってるって、マジだぜ、おい」

　口々に噂うわさしあって、じろじろと将しよう悟ごを見ている。

　――俺おれが……写真とそっくり……？

　ふと、将悟は気がついた。何人かが雑誌を広げて、将悟と見比べているのだ。

　なんの雑誌だろうと思いながら表紙を見て……声を上げそうになった。

『週刊芸能タイショー』。以前、将悟の前に現れた記者たちの雑誌だ。

　ようやく理解した。この人々は、店に来たんじゃない。週刊誌のゴシップ記事を見て、将悟を見物に来たんだ。

　お客さんじゃない。ただの野次馬だったんだ！

　将悟の登場によって、たちまち周囲はちょっとした騒ぎになった。すると人だかりに引き寄せられて、表通りから次々に人が集まってくる。

　数分後には、将悟を遠巻きに眺める人垣ができあがっていた。

　――これじゃ、本当に店に来てくれる人が近づけないじゃないか。

　けれど将悟は、すっかり群衆の見物になってしまっている。どこかへ移動しようにも、視線が追いかけて来かねない状況だ。下へ手たに動くことすらできなかった。

「やぁ将悟くん。すっかり有名人だね」

　そのとき、群衆をかき分けて誰だれかが近づいてきた。

　人垣の中から現れたのは、深み流りゆう院いん学園の男子制服を着た……衣い楠くすだった。

「い、衣楠……!!　俺が有名人って……やっぱりあの記者たちのせいだよな!?」

　衣楠は将悟に、持っていた『週刊芸能タイショー』を手渡した。

「見てみるといい。昨日発売になったばかりの最新号だ。ネットでも話題になっていてね。掲載された写真から、店の場所が特定されたようだ」

　将悟は震える手でページをめくった。芸能人や政治家のゴシップ記事が続き、中ほどのページに……大きく将悟の写真が出ていた。

　カメラに向かって叫んでいる将悟の姿。人相が悪く、カメラマンに怒声を浴びせているように見える。目元には、素顔を隠す黒い線が引かれていた。

「まるで犯罪者じゃねぇか……。どうせあいつら、好き勝手書きやがってるんだろ」

「そうあわてるな。あれからボクは彼らを追って工作をしていたんだ。記事の掲載を取り消させることは無理だったが、帝みかど野のグループに有利な記事へと情報操作をおこなった」

　衣楠は勝利めいた笑顔を浮かべる。

「てことは、あいつらをやりこめてくれたのか？　さすが衣楠だぜ！」

「記事を読めばわかるが、将悟くんが好人物と思えるような内容に改変させてある」

「すげぇ、衣楠、そんなこともできるんだな！　見直したぜ」

　どれどれ、と将しよう悟ごは誌面に目を落とした。

　帝みかど野のグループの御おん曹ぞう子し、「いもうと」に熱愛中!?

　……見出しを一目見て、イヤーな予感がした。熱愛中……？

『あの世界的に名だたる大企業「帝野グループ」の一人息子が今、街でウワサの萌もえ喫茶「いもうとカフェ」に夢中らしい。なんでも毎日勉強もせず朝から晩まで入りびたっては、店の「いもうと」たちをはべらせ、お兄ちゃんと呼ばせて悦に入ってるんだとか。

　突撃取材を試みたところ、御曹子は「妹が好きで何が悪い！　俺おれは妹が好きで好きで大好きで店に通ってるんだ！　俺は妹さえいれば、一生しあわせなんだ!!　あんたらにはわかんねぇだろうけどよ！」と、記者たちをドン引きさせるほどの勢いで熱く語った。

　御曹子と同じ学校に通う山田さん（仮名）に話を聞いたところ、こんなふうに証言してくれた。「ククククク……帝野将悟か？　あやつは間違いなく千人に一人のシスコン男だ。あやつの第二人格が、世界中の千人の妹と結婚するなどとほざいておる！」

　どうやら御曹子が病的な妹マニアであることは確実のようだ。妹好きもいいけど、一流企業の御曹子たるもの、もう少し頼れるお兄ちゃんになってほしいものである』

　記事を読み終わって、将悟はしばらくの間固まっていた。

「……って、なんだこりゃ。おい衣い楠くす」

「すばらしい改変だろう。これでマスコミ連中も、将悟くんに妹がいるという疑惑は、単なる妹マニアの間違いだったと思うだろう」

　衣楠は、褒ほめられて当然とばかりの態度で胸を張った。

「……衣楠。この問題については、あとでよぉーく話しあおうぜ」

「そ、そうか。ならばぜひ、二人っきりのときに褒めてくれたまえ」

　ポッと顔を赤くする衣楠を無視して、もう一度周囲を見まわした。

「ともかくこのままじゃ、ますます人だかりが増えるだけだぞ」

　将悟は焦った。これでは店の営業どころじゃない。

　なんとかしなきゃ……。なんとか……。

　考え……ハッと思いついて、店内に駆け戻った。

「嵯さ峨が良らセンパイ！　チラシ、まだ残ってますか!?」

「あ、あぁ。ここに置いてあるが……」

　棚に置かれていたチラシをガバッと両手で抱えると、ふたたび店の外に出た。

「お集まりのみなさん！」

　そして、群衆を見まわしながら叫んだ。

「この俺、帝野将悟が思わず入りびたる、至高のいもうとカフェ、『りりかる☆しすたぁず』は大絶賛営業中だよ！」

　将悟は走り、群衆の中のカップルに近づくと、彼らの手にチラシを押しこんだ。

「さぁさぁ、寄ってらっしゃい、見てらっしゃい！」

　隣で中年男性が広げていた週刊誌の上にチラシを乗せた。

「昔のかわいかった妹を思い出したいお兄さんも！」

　日傘を差しているご婦人の前に、うやうやしくチラシを差し出した。

「美しい妹たちと談笑したいお姉さんも！」

　人々に次々にチラシを配りながら、将しよう悟ごは叫んだ。

「世の中でもっともホットなカフェ、誰だれもがお兄ちゃんやお姉ちゃんになれる、まさに理想の癒し空間！　末っ子のあなたも一人っ子のキミも、みんなで妹に会いに行こう！　ここまで来たなら体験しなきゃ一生の損！　世界最先端の萌もえ文化をその肌で感じ取れ！　乗るしかない、このビッグウェーブに!!」

　将悟がチラシを配りながらの演説を終えると、集まっていた人々は「なんかの宣伝だったの？」という顔で興味を失ったらしく、散り散りに去っていった。

　でも中には、興味深そうにチラシを見ている人もいて……。

「なぁ、ちょっと入ってみない？」

「えー？　あんたこういうの好きなのぉ？」

「いいじゃん、ちょっとだけだって」

　しゃべりあっていた若いカップルが、店の入り口に向かって歩き出した。

　扉をくぐると、両側に待機していた心こ乃の枝えと雅みやびの声が元気よく響く。

「おかえりなさいませ～、お兄ちゃん！　にゃんっ！」

「おかえりなさいませ～、お姉ちゃん！　にゃあっ！」

　それから、立ち止まっていた別の若い男性が、あとに続いて店に向かった。さらに興味を持ったのかスーツ姿の二人連れが、大学生ふうの女性たちが……。

　将悟が店に戻ったときにはもう、八割がたの席が埋まっていた。

　心乃枝も雅も、そして芽め依いまでも、すっかり忙しそうに駆けまわっていて……。

　さらに、続いてやってきたお客さんの手には、将悟の配ったチラシが見えた。

　そして、今度は三人組の女の子が入ってくる。見覚えある顔だと思ったら、学校新聞を配ったときの女の子たちだ。

「お兄ちゃんセンパ～イ、久しぶりに来れました～っ」

　将悟の顔を見て、うれしそうに手を振ってくれる。思わず笑顔で手を振り返した。

　――嵯さ峨が良らセンパイの店が、ずっと続けられたらいいな。

　賑にぎわう店内を見ながら、将悟は心の中でつぶやいた。

　そのとき、厨ちゆう房ぼうのほうから声が飛んできて……

「こら、新人くん！　早く皿洗い！」

「は、はい、今行きます！」

　さっそく忙しい一日が始まる将しよう悟ごだった。
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「はぁ～っ。大変な一日でしたねぇ……」

　夜八時を過ぎた閉店後の店内。

　心こ乃の枝えはすっかりクタクタになった様子で、テーブルに突つっ伏ぷしていた。

「休む間もなかったもんな。でも心乃枝、すっかりしすたぁずに慣れてきたじゃないか」

「そ、そうですか？」

　心乃枝が照れて顔を赤らめる。隣で芽め依いがうなずいた。

「どうだ、鶴つる眞ま。いっそこの店の看板しすたぁずとして、本格的に働かないか？」

「せっかくですけど……やっぱりわたし、クラス委員の仕事もありますから……」

「そうか。ま、気が向いたら、いつでも声をかけてくれ」

「はい。今度はお客さんで来ますね」

「嵯さ峨が良らセンパイ、店、どうです？　続けられそうですか？」

　将悟が聞くと、芽依は少し顔を伏せた。

「……まだ、わからん」

「そうですか……。今日、あんなにお客さんが来てくれたのに……」

「それがいつまで続くか、保証などないからな。――でも、しばらくはあきらめないつもりだぞ」

　言って、芽依は笑顔を浮かべる。どこかたくましい笑顔に感じた。

「そうですよね！　俺おれも、もっと手伝って……」

　しかし芽依は手を伸ばし、人差し指で将悟の口を押さえる。

「気持ちだけで充分だ。いつまでも帝みかど野のに頼っていては、帝野なしでは何もできなくなってしまう。それではオーナー失格だ」

「そうですか……」

　――でも、いつまでも俺がでしゃばってたら、ジャマになっちまうもんな。

「応援しますよ、センパイ」

「心配しなくても、わたしたちがついてますから！」

　聞こえていたのか、奥のテーブルを片づけていたくるみさんが叫んだ。

　――そうだ。芽依には、支えてくれる仲間がいるんだ。

　将悟は店内を見まわして……壁際で猫耳メイド服を着たまま、ピョコピョコおしりを振っている雅みやびに気づいた。

「……おーい雅。一人で何やってるんだよ」

　雅みやびは振り向くと、タタタと将しよう悟ごの前に駆け寄ってくる。

「うふふふ、あたし、とうとうできるようになったわよ！」

「え、できるって……？」

「ほら、見て見て！　おかえりなさいませ～、お兄ちゃん！　だにゃんっ!!」

　ポーズを取っておしりをつき出すと、ピョコン！としっぽが見事に、ななめ四十五度の角度でまっすぐ立ち上がる。

「は……はは……。雅、練習したんだな……」

「ほらほら～、もっと褒ほめて褒めてよ～。にゃん、にゃん、にゃあんっ！」

　上機嫌そうに何度もしっぽをピョコピョコ立てる雅を前にして、なんと感想を言っていいかわからない将悟だった。

「あ、そうだ、嵯さ峨が良らセンパイ」

　ふと思い出したように、心こ乃の枝えが芽め依いに向かって話しかけた。

「なんだ？」

「パパが言ってたんですけど、あの携帯電話、ありますよね」

「ボイスチェンジャーつきのあれか？」

「はい。紛失されると困るそうですから、不要なら返却してくれると助かるって……」

「そうなのか。それはマズいな」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、センパイが使うのでしたら、持っててかまわないんです。パパは、ライバル会社の人に入手されたくないみたいなんです。非売品だから技術が盗まれると困るな、って」

「いや、わたしが持っていた電話は……捨ててしまったぞ」

「えっ、捨てちゃったんですか!?」

「昨日の夜、隠れ家の最後の片づけをしたときにな。――もうわたしには必要ないし、持っていて、また『妹』と疑われでもしたらかなわん」

「はぁ……。わかりました。パパに言っておきます……」

　会話を聞いていた将しよう悟ごが、芽め依いにたずねた。

「捨てたって、どこに捨てたんですか？」

「学校のゴミ集積場だぞ」

「将悟さん、何か気になるんですか？」

　心こ乃の枝えが聞くと、将悟は首を横に振った。

「いや、そうじゃないけどさ。学校のゴミ置き場なら、俺おれ、家も近いから、落ちてないか見てみるよ。ちょうど明日は日曜日だし」

「ほんとですか!?　助かります……。無理しなくていいですからね。処分されたなら、それはそれでかまいませんから」

「携帯電話のライバル会社の人に拾われたら困るんだよな？　――考えてみりゃ、俺もライバル会社の関係者だけどさ」

「いえ、将悟さんがそんな……」

　帝みかど野のグループは心乃枝の父の会社とはライバル関係だ。が、もちろん将悟は、こんな形で相手企業の情報を盗むつもりなどない。

「心配しなくても、学校のゴミ置き場を漁るやつなんて、いやしないよ」

　将悟は心乃枝を安心させるよう、笑ってみせた。

　そのとき、将悟のポケットで携帯電話が鳴った。

「もしもし。――あっ、瀬せ利りさんですか？」

「お久しぶりです、将悟さま」

　かけてきたのは、将悟の母の秘書をしている瀬利秘書からだ。

「直接電話なんて珍しいですね。――何か、あったんですか」

「その……鹿か野の子こさまが将悟さまにお話があると申しておりまして……」

　なぜか瀬利秘書は、少しとまどった口調だ。

「母さんが……？　なんだろう……」

　じきじきに電話なんて、何か起きたのか？　将悟は少し不安になった。

　と、電話口の向こうで、瀬利秘書の電話を引ったくるような音がした。

「将悟。聞いていますか？」

　母の声がした。物静かな口調だけど、なんだか怒っているような気がする。

「母さん？　いったい、どうしたんだ？」

「どうしたんだ、ではありません。口を慎みなさい！」

「は、はいっ。――な、何か問題でも起きたんでしょうか……？」

「『週刊芸能タイショー』を見ましたよ。この記事はなんですかっ!?」

　将しよう悟ごの頭に、あの『帝みかど野のグループの御おん曹ぞう子し、「いもうと」に熱愛中!?』の記事がまざまざとよみがえった。

　――まさか母さん、記事を信じちまったんじゃ……。

「い、いや、あの記事は、その、事実じゃなくてですね……」

「黙らっしゃい!!」

　ビシャンと雷が落ちて、将悟は怯おびえる小動物のようにすくみ上がった。

「勉強もせず毎日遊びほうけているとは……。たるんでいるからこのような記事を書かれるのです！　将悟、あなたには帝野グループを背負って立つ人間としての自覚があるのですかっ!!」

　その後一時間以上にわたって、延々と説教を聞かされるハメになる将悟であった。



　　　§



　その夜、校舎の裏庭にあるゴミ集積場の前に、一人の女子生徒が立っていた。

　積まれたゴミの山を見まわしていて――ある一点で目を止めた。

　不燃ゴミのビニール袋の上で、何かが月明かりにキラリと反射している。

　携帯電話のボディーだ。青い流線形の、変わったボディーデザインだった。

　彼女は携帯電話を手に取り、眺めまわした。ふたを開けて電源ボタンを押す。

　小さなモニターに待ち受け画面が表示された。壁紙も設定されていないデフォルト状態なのか、無機質な画面だ。

　並んだボタンの一つに『ボイスチェンジャー』と書かれていた。

　しばらく見つめたのち、電源を切ってふたを閉じる。

　携帯電話を胸ポケットに入れると、彼女は集積場の前から立ち去った……。



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。

　突然ですが、みなさんには妹はいらっしゃるでしょうか？

　妹がいる、という方もいれば、弟がいる、という方、あるいは姉や兄がいるという方、さらには兄弟姉妹全員そろっている、という方に、一人っ子だよという方まで、さまざまだと思います。

　ですが本作品の主人公・将しよう悟ごのように、一人っ子として育てられながらも、実は生き別れの妹がいた！という方は、少ないのではないでしょうか。ここだけの話ですが、何を隠そう、作者であるこの私もまた、一人っ子ながら生き別れの妹がいる身なのです。

　そこで１巻のカバー折り返しにあるプロフィール欄に、『生き別れの妹（十七歳の美少女）よ、連絡請う』と書いたところ、なんと三十六通もの連絡をいただきました。生き別れの妹と再会できる！と希望を抱いた私は、本当の妹を探すことを決意しました。

　毎日一人ずつ全員と面会し、趣味や好きな異性のタイプを聞き（全員が「お兄ちゃんが好き」と答えてくれました）、さらには二人きりでの水着審査までお願いしました。厳しいようですが、妹を間違って判断してしまったら大変なことになりますからね。

　どの子も私の妹として適格な条件を備えていたため、妹探しは難航を極めました。聞いた話では私の妹は、たぐいまれなる美少女ながらＩＱ三〇〇の天才であり、黒魔術と超能力とあらゆる武器を使いこなし、世界征服を企たくらむ悪の秘密結社を壊滅に追いこんだ過去を持ちながらそのとき受けた心の傷が元で感情を失い無口になったものの唯一の兄の前でだけは秘めたる想いをかいま見せるちょっとツンデレな女の子、なのだそうです。

　厳正なる審査の結果、みんな甲乙付けがたく、誰だれが本当の妹なのか悩みに悩んだ私は、いっそ三十六人全員が妹でもいいんじゃないかという結論に達しました。

　その後の、三十六人の美少女でＩＱ三〇〇（中略）ツンデレな妹たちとラブラブに過ごしている日々についても書こうとしたのですが、私に妹がいることをうらやましがる人々から、「妄想乙」とか「寝言は寝て言え」とか「チラシの裏に書いてろ」とか、いわれなき誹ひ謗ぼう中傷を向けられそうですので、この話はここまでにしとうございます。



　つい「みんな妹にしたい」と悩んでしまう魅力的なキャラクターを描いてくださっています、イラストレーターのＣＵＴＥＧさま、担当編集の児こ玉だまさまをはじめ、この本にかかわってくださいました皆さま、今回も大変お世話になりました。

　そして本巻でもおつきあいくださいました読者の皆さま。楽しんでいただけましたら幸いです。

二〇一〇年十月　田口　一



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。



　　世間では３Ｄが大ブームだと聞きます。３Ｄの映画やゲームが大ヒット続出だそうです。そこで自分も流行に乗り遅れないよう、プロフィール画像に３Ｄを導入してみました。赤青メガネで見てね。



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレーター。

　　ゲームのイラストや、ライトノベルのイラスト、漫画を描いたりしています。

　　最近の仕事では

　　『ひだまりスケッチ×☆☆☆（ほしみっつ）』提供バック

　　『bitter smile.』の予約特典カレンダー（ＧＩＧＡ）

　　などを作業しました。



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      この中に1人、妹がいる！２



著者名……田口一

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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